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日次 月 日 曜 種 別 場  所 開会時刻 摘  要 

１ ９月 ５日 水 本会議 議 会 議 場 午前１０時 

・開    会 

・提案理由説明 

・質 疑 

・討 論 

・表 決 

・議 案 審 議 

２ ９月 ６日 木 休 会 議会委員会室 午前 ９時 ・議 案 審 議 

３ ９月 ７日 金 休 会 
村 内 一 円 

議会委員会室 
午前 ９時 

・現 地 調 査 

・常 任 委 員 会 

４ ９月 ８日 土 休 日    

５ ９月 ９日 日 休 日    

６ ９月１０日 月 休 会 議会委員会室 午前 ９時 ・議 案 審 議 

７ ９月１１日 火 休 会 
球磨家畜市場 

議会委員会室 

午前 ９時 

午後 １時 

・常 任 委 員 会 

・議 案 審 議 

８ ９月１２日 水 休 会 議会委員会室 午前 ９時 ・議 案 審 議 

９ ９月１３日 水 本会議 議会議場 午前１０時 ・一 般 質 問 

10 ９月１４日 金 本会議 議会議場    午前１０時 

・質 疑 

・討 論 

・表 決 

・閉 会 
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平成３０年第５回山江村議会９月定例会（第１号） 

 

平成３０年９月５日 

午前１０時００分開会 

於 議 場 

１．議事日程 

日程第 １        会議録署名議員の指名 

日程第 ２        会期の決定について 

日程第 ３ 同意第 １号 山江村監査委員の選任に関する同意を求めることについ

て 

日程第 ４ 同意第 ２号 山江村教育委員会委員の任命に関する同意を求めること

について 

日程第 ５ 議案第４０号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

日程第 ６ 議案第４１号 山江村移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ７ 議案第４２号 山江村分収造林に係る地上権設定契約の解約について 

日程第 ８ 認定第 １号 平成２９年度山江村一般会計決算の認定について 

日程第 ９ 認定第 ２号 平成２９年度山江村特別会計国民健康保険事業決算の認

定について 

日程第１０ 認定第 ３号 平成２９年度山江村特別会計簡易水道事業決算の認定に

ついて 

日程第１１ 認定第 ４号 平成２９年度山江村特別会計農業集落排水事業決算の認

定について 

日程第１２ 認定第 ５号 平成２９年度山江村特別会計介護保険事業決算の認定に

ついて 

日程第１３ 認定第 ６号 平成２９年度山江村特別会計後期高齢者医療事業決算の

認定について 

日程第１４ 認定第 ７号 平成２９年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業決算の

認定について 

日程第１５ 議案第４３号 平成３０年度山江村一般会計補正予算（第３号） 

日程第１６ 議案第４４号 平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算

（第１号） 

日程第１７ 議案第４５号 平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第

１号） 
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日程第１８ 議案第４６号 平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算

（第２号） 

日程第１９ 議案第４７号 平成３０年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第

１号） 

日程第２０ 議案第４８号 平成３０年度山江村特別会計後期高齢者医療事業補正予

算（第１号） 

日程第２１ 議案第４９号 平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予

算（第１号） 

日程第２２ 請願第 １号 二連木堰再利用に関する請願書 

日程第２３ 陳情第 １号 濁毛地区水田の浸水被害に関する陳情書 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１０名） 

 １番 赤 坂   修 君           ２番 横 谷   巡 君 

 ３番 森 田 俊 介 君           ４番 西   孝 恒 君 

 ５番 立 道   徹 君           ６番 谷 口 予志之 君 

 ７番 秋 丸 光 明 君           ８番 中 竹 耕一郎 君 

 ９番 秋 丸 安 弘 君          １０番 松 本 佳 久 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長  新 山 孝 博 君 

 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 村    長  内 山 慶 治 君   教   育   長  藤 本 誠 一 君 

 総 務 課 長  北 田 愛 介 君   税 務 課 長  山 口   明 君 

 企画調整課長  松 尾 充 章 君   産業振興課長  平 山 辰 也 君 

 健康福祉課長  一二三 信 幸 君   建 設 課 長  白 川 俊 博 君 

 教 育 課 長  蕨 野 昭 憲 君   会計管理者  迫 田 教 文 君 

 農業委員会事務局長  柳 瀬 真奈美 君   代表監査委員  木 下 久 人 君 



 － 5 －

開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） おはようございます。平成３０年第５回山江村議会定例会を招

集する旨の告示により、その通知をしましたところ、議員各位におかれましては、

大変お忙しい中ご出席いただき、厚くお礼申し上げます。 

本定例会に提案されます議案につきましては、後刻、村執行部より説明がありま

す。慎重にご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

本日の出席議員は１０名で定足数に達しております。 

それでは、８月１０日、議会臨時会以降の議会に関する諸般の報告をもってあい

さつに代えさせていただきます。 

また、地方自治法第１９９条第９項の規定により、例月現金出納検査の結果報告

書が監査委員よりお手元に配付しましたとおり提出されております。 

諸般の報告につきましてはお手元に配付してございますので、もろもろにつきま

してご報告申し上げます。 

８月１７日、人吉球磨広域行政組合議会運営委員会。アクアパークで開催されて

おります。 

８月２４日、人吉球磨広域行政組合議会定例会がクリーンプラザにて開催されて

おります。 

８月２７日、第５回議会運営委員会。議会委員会室にて委員各位において開催さ

れております。 

８月３０日、町村議会議長会監査が当議会委員会室で開催されております。 

８月３１日、第９回議会全員協議会が議会委員会室にて開催されております。 

９月３日、定例郡町村議長会が球磨地域振興局にて開催されております。 

以上を申し上げまして、議長の開会のあいさつに代えさせていただきます。 

次に、一部事務組合の議会及び常任委員会の視察研修が開催されておりますの

で、関係議員の報告を質問席からお願いいたします。 

なお、お手元に資料は配付しております。 

人吉球磨広域行政組合議会議員、６番、谷口予志之議員より報告をお願いいたし

ます。 

６番、谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） おはようございます。それでは、平成３０年度第２回人吉球

磨広域行政組合臨時会及び平成３０年度第３回議会定例会の２回の議会が、１０時

から人吉球磨クリーンプラザで開催されておりますので、その報告をいたします。 

まず、第２回の議会臨時会は平成３０年５月２５日に開催され、日程第１の議席
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の指定では球磨村選出議員の任期満了による改選により、新たに選出された議員の

議席が松野富雄議員を２４番に、田代利一議員を２５番に指定され、併せて両名を

組合の共同処理する事務に関する調査特別委員会委員に指名されております。 

日程第３の会期につきましては、５月２５日、１日限りと決定し、日程第４では

欠員となっていた組合の共同処理する事務に関する調査特別委員会委員長の互選が

行われ、多良木町選出議員の髙橋裕子議員が選出されております。 

日程第５の議会運営委員会委員の選任では、欠員となっていた下球磨地区委員の

補充があり、五木村選出議員の川邉正美議員を選出し、指名されました。 

日程第６の議案第１０号、平成３０年度人吉球磨広域行政組合、人吉球磨ふるさ

と市町村圏特別会計補正予算（第１号）は原案のとおり決定をいたしました。 

次に、８月２４日に開催されました平成３０年度第３回人吉球磨広域行政組合定

例会について報告します。 

日程第２の会期の決定については、８月２４日、１日限りと決定されました。 

日程第４の承認第１号から日程第１０の認定第３号までの提出案件７件は一括議

題とし、理事会代表理事から提案理由の説明を受け、承認、意見、議案３件を一括

して執行部の補足説明の後、承認、議案ごとに質疑、採決を行い、４件とも原案の

とおり決定しました。 

次に、決算の認定関連の３件についても一括して会計管理者の決算書の説明と、

代表監査委員の決算審査意見書の報告を受けた後に日程を追加し、平成２９年度決

算特別委員会を設置し、決算認定の３件の審査を委員会に付託されました。決算委

員特別委員会は人吉市の選出議員から２名、上球磨地区選出議員から３名、下球磨

地区選出議員から３名の８名で構成されております。ちなみに、山江村議会の選出

議員の森田議員も特別委員に指名されております。第１回決算特別委員会も開催さ

れ、委員長、副委員長を互選され、第２回以降の委員会の開催日程及び審査方法等

についても審議され決定されております。 

以上、２回行われました人吉球磨広域行政組合議会の会議結果の報告とさせてい

ただきます。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、人吉下球磨消防組合議会議員の１０番、松本佳久議員よ

り報告をお願いいたします。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） おはようございます。平成３０年第３回人吉下球磨消防組合

議会臨時会が、去る８月６日、人吉下球磨消防組合消防本部会議場にて開催されて

おりますので、主な点をご報告申し上げます。 

議案第１号は、物品製造請負契約書の締結についてでありました。議案第２号は
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平成３０年度人吉下球磨消防組合一般会計補正予算（第１号）についてでありまし

た。 

議案第１号の物品製造請負契約書の締結については、これは平成３０年度の当初

予算で１億８,０００万円を充てて、災害対応特殊はしご付消防自動車を購入する

ことにしておりましたが、一般競争入札により１億６,６３２万円の契約金額、こ

れを議会の議決に付すべき契約及び財産の条例により、議会の承認が必要となった

ものであります。原案どおり可決しております。 

議案第２号は、平成３０年度人吉下球磨消防組合一般会計補正予算（第１号）で

ありましたが、これは歳入歳出予算の総額からそれぞれ１,４４１万６,０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１１億５,５１６万８,０００円とするもの

でありました。 

歳入歳出主なものは、先ほど述べました物品製造請負契約書の締結その他減額が

ありまして、大きなものは組合債の減額を１,７００万円であります。歳出のほう

でも３款消防費、２目消防施設費の中から先ほどのはしご車購入に係る減額。また

西分署、これは球磨村にあります分署ですが、ここの救急自動車購入に伴う減額、

その他でありました。いずれも原案どおり可決されております。 

以上、報告終わります。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、議会常任委員会合同視察研修が実施されましたので、研

修報告を４番、西孝恒総務文教常任委員長より報告をお願いいたします。 

西孝恒議員。 

○総務文教常任委員長（西 孝恒君） おはようございます。常任委員会合同視察研修

の報告をいたします。内容につきましては、議会だより「まるおか」にも掲載させ

ていただきましたので、重複しますが簡単にいたします。 

研修先は鹿児島県東串良町と大崎町であります。研修テーマは農業の振興、ごみ

の資源リサイクル、議会活性化等について学び、本村の活動へ生かすことでありま

す。日程は去る６月２６日、１日間でした。参加者は村議会議員１０名と事務局

長、そして産業振興課から主幹１名、計１２名です。 

内容は、まず東串良町役場農林水産課より農業の振興について、東串良町園芸振

興会を全体組織として地区ごとに支部組織があること。ピーマン、キュウリ部では

ブランド指定を受け、農業経営の安定と地域の活性化が図られていることなど、ま

た議会活性化については事務局より大変熱意を感じる説明を受けております。 

次に、大崎町は多種多様な魅力と資源に恵まれ、国立公園の海岸線など広大な南

国のイメージもありました。資源ごみの分別収集は資源リサイクル率８３.２％を

達成し、１０年連続日本一の実績や、焼却施設が存在しない町ということにも驚き



 － 8 －

ます。「混ぜればごみ、分ければ資源」の標語のように分別と出し方、ルールの策

定や明確な役割と実践など、徹底されています。 

また、農業では広大な耕地面積から合計生産額１５６億円という規模でありま

す。大崎農園野菜出荷加工センターも見学しましたが、巨大な施設でありまして、

大隅半島の主幹産業である農業の加工拠点として一翼を担っているということでし

た。 

各自治体の風土や地形による立場や考え方には温度差もありますが、今回の研修

を参考に今後の体制へつなげていければと感じました。 

以上、報告終わります。 

○議長（秋丸安弘君） 以上で、一部事務組合議会報告及び常任委員会視察研修報告は

終わりました。 

それでは、村長から行政報告の申し出がありました。これを許します。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 皆様、おはようございます。毎回、議長には発言の機会を与え

ていただきまして、ありがとうございます。 

本日ここに平成３０年第５回山江村議会定例会を開催をいたしましたところ、議

員の皆様には、全員ご出席をいただく中に開催できますことに対し、心から感謝を

申し上げます。 

まず昨日、台風２１号が通過をいたしました。四国、近畿地方をはじめ日本列島

は記録的な暴風雨と高潮に見舞われております。被害の全容は次第に明らかになっ

てくるとは思いますけれども、亡くなられた方もおられますし、被災された皆様方

に対しまして、心からご冥福とお見舞いを申し上げますとともに、１日も早い、さ

らに強靭な形での復旧・復興をお祈りするところでございます。 

本村をはじめ九州地方は大きな被災をすることはありませんでしたが、災害はな

くならないということを再認識しながら、その準備を怠ることなく、しっかりとそ

の対策を進めていきたいと思っているところでございます。 

今回は村長選後の初めての定例議会でありますので、私の村政運営についての所

信について表明をさせていただきたいと思います。 

まずその前に、先般の臨時議会後の行政報告を申し上げたいと思います。 

８月１０日でありますけれども、全国山村振興連盟の熊本県の支部総会、並びに

全国過疎地域自立促進連盟の熊本県の支部総会、熊本市において同日開催をされ、

出席をしてまいりました。 

８月１７日には、平成３０年度の山江村小中学校の先生方の情報交換会研修会が

行われております。中学の先生方は山江村の歴史を探るということで、各その史跡
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を回られたということであります。小学校の先生方は山田小学校でプログラミング

の研修として、ＡＩのペッパー君が何か山江に来たということでありますので、そ

の活用を含めた研修をなさっておられます。夜の情報交換会に私参加をさせていた

だきました。 

８月１９日でありますが、第７回目になります「やまえ堂」の夏祭りに出向いて

おります。 

それから８月２０日は、平成２９年度、今日提案をされております２９年度の決

算審査につきまして、監査委員の方から報告を受けております。 

同じ日でありますけれども、全国消防救助技術大会、人吉下球磨消防組合から１

チーム、熊本県大会、九州大会を勝ち抜き、７年ぶりに全国大会に出場ということ

でありましたので、その壮行会を錦町のほうで行ったということであります。た

だ、残念ながら台風２０号が大会会場の京都を直撃したということであります。従

いまして、大会そのものは中止というふうになったということでありますけれど

も、選手の皆さん方が一番残念だったんだろうなと想像することでありますが、何

といいましても消防の第一任は地域住民の方々の生命、財産、身体を守る、その技

術を磨くということにありますので、さらなる消防署員の技術の習得についての支

援をしていかなくてはいけないと思っているところでございます。 

それから、８月２２日でありますが、第３回やまえ栗まつりの実行委員会議を開

催をしてもらっております。９月２３日に開催ということで、前後も合わせまし

て、フットパス、それから観光栗拾い等々のイベントも予定されているところでご

ざいます。 

それから、８月２６日は山江村の造成団地営農改善組合の総会に出向いておりま

す。いわゆる山江村の川辺川造成団地におきます土地の集積をどうするかというよ

うな総会であります。どうするかといいますか集積をしていこうというような会議

で協議会でありますけれども、随分とその集積も進んできたということであります

し、山江村といたしましても、山江のクリをあの造成団地に植えられないかという

ようなことを考えておりまして、今回、地方創生の交付金を活用して、１,５００

万でありますけれども、その川辺川の造成団地にクリを植栽し、その管理を集積を

した方々にしていただくというような事業も説明をいたしたところでございます。 

それから、８月２８日は山江村総合エネルギー検討委員会を開催しました。これ

は先の臨時議会で予算化をさせてもらいましたけれども、木質のバイオマスに対し

まして、環境省の外郭団体の交付金をもらっておりますので、その調査研究を進め

るということになります。もちろん地球温暖化対策を含めて、山江村の木材流通の

振興といいますか、林業の振興発展のためにも、いわゆる木材を持ち込んでいただ
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くと、その木材を買い取るというような形も含めて検討をしていきたいというふう

に考えておりますし、そういう意見が出たということでございます。 

それから、８月３０日でありますが、熊本デスティネーションキャンペーン意見

交換会が人吉の「あゆの里」で行われました。これは来年ＪＲが大々的に熊本県に

おいて観光誘致を全国にかけるというようなことでございます。前日から行われて

おりましたけれども、人吉のほうには第４班だったと思いますが、の方々が来られ

て、この方々というのは各観光会社の、例えばＪＴＢだとか日本旅行だとか、そう

いう方々のエージェンシーの担当者であります。旅行プランを作る方々であります

が、その方々が人吉球磨を入られながら、人吉球磨の各地を見て回られたというよ

うなことでございます。 

それから、同じく３０日は情報化推進委員会を開催させていただいております。

情報化推進委員会１２名でスタートさせてもらいましたが、今回、各地域より１６

名全員揃われたということであります。このことにつきましては、山江村と各地域

をいろんな情報で結びながら、課題解決に向けてまたいろんなことを一緒にやって

いきましょうというようなことでございます。ｉＰａｄを持ってもらいながら、例

えば各地域の道路が陥没したというような写真を送ってもらいながら、その陥没に

ついては早急に対応したという事例もございますし、各地域で行われておりますイ

ベント、それから花の情報等も寄せられている。そういうものを活用しながら、で

きるものはケーブルテレビで流していくというようなことにも活用していくという

ことであります。地域と役場を情報で結ぶ方々としての位置づけであります。この

取り組みが、実は先般申し上げましたが、総務省の情報通信白書に取り上げられた

というようなことでありまして、そういう全国のモデルとして山江村の取り組みが

いよいよそろったということであります。 

それから、８月３１日は、株式会社伸和コントロールズの納涼祭に行ってきまし

た。伸和コントロールズ来た時点では、大体年商が３０億から４０億の会社であり

ましたけれども、昨年１００億を突破された。もちろん関連会社すべてでございま

すけれども、そういうことでありまして非常に新しい社屋も造られたということは

報告しておりますけれども、優良な会社として１歩ずつ歩みを進められておるとい

うことであります。特筆すべきは、今宇宙を飛んでおります「こうのとり」とか

「はやぶさ」とか飛んでおりますが、そのバルブは伸和コントロールズで造った部

品が宇宙を飛んでいるということでありまして、そういう技術をしっかり培われな

がら進んでこられてるということであります。そういう優良会社でありますので、

当日は新規採用の職員について人吉球磨の、特に球磨工業が中心になると思います

けれども、採用についてもお願いをしてきたということでございます。 
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それから、９月２日、下払地域の水道組合の水道まつりがございましたので参加

をしてきたところでございます。 

以上、行政報告申し上げまして、所信の表明につきましてあいさつをさせていた

だきたいと思います。 

まず、今山江村がおかれている社会経済状況を考えてみますと、四つの大きな動

き、課題が見えてまいります。その一つは人口減少社会を迎えてきているというこ

との中において、どのように立ち回るかということでございます。２０４５年の人

口につきましては、先般熊日新聞の報道がありました。社会保障人口問題研究所の

資料をもとにその記事が書かれておりましたけれども、このことはすべての山江村

の課題が見えてくるのであろうと思います。福祉の問題、産業の問題、環境の問

題、教育の問題、そして人材育成の問題でございます。と申しますのも、２０４５

年でありますから、今から２７年後は、先月末の山江村の人口は３,５３３人でご

ざいますが、その人口が１,８００人ちょっとになってしまう。いわゆる半減して

しまうということでありまして、半減することについての今何をすべきかという将

来に対する責任をわれわれは果たさなくてはいけないんだろうと考えます。同時

に、高齢者人口が増加もしますし、併せて後継者が不足してくる。いわゆる万江の

里のほうも働き手がなかなかおられないんだというようなことも聞きますけれど

も、そういう働き手が不足するんだということでございます。これは先に申し上げ

ました伸和コントロールズに申し上げたと言いましたけれども、人吉球磨の高校生

の人口は９００人程度であります。卒業生の人口であります。高校生卒業生の人口

が９００人でありますが、昨年はこの人吉球磨に残られた方は７２名でございま

す。１割にも満たない、いわゆるほかの方は大学に進学されたり、専門学校に行か

れたり、就職されたりということでございますので、そういう大学に進学された方

々、専門学校に進学された方々をいかに再度この地域に引き戻すかというようなこ

とが見えてくるわけであります。いわゆる併せて移住定住政策を、住みよい村づく

りとしての移住定住政策が必要になってくるというようなことを考えております。 

次に、２番目は、多発する大型災害への対応がございます。異常気象と言われて

おりまして、さまざまな災害が全国各地で発生しておりますけれども、この異常が

もはや通常になってきております。よく言われますが、この災害に対しては想定外

を想定してくださいというようなことが言われます。想定外を想定する。非常に難

しいようなことが要請をされているというようなことでございます。もちろん、防

災減災事業による対策、いわゆる災害時にご案内のとおりすべての被害を食い止め

るということはできませんので、被害を最小限に留めるというような努力をどうや

っていくのか、そして避難体制をどう作っていくのか、まだ十分だとは思っており
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ません。その村民の方々の誘導と誘導先の整備が必要となってくるかと思います。

先般の豪雨で一つ見えてきておりましたのが、朝方、人吉の松岡市長から私に５時

ぐらいだったと思いますが電話がございました。万江川が危険水位を超えたという

ような電話でありましたので、そのときは勧告はどうされますかということであり

ましたが、山江村は避難勧告、前日の１１時には出しておりましたので、その勧告

については出しているというようなことと、危険水位を超えたということでありま

したから、早々に万江川につきまして調べましたら、もうすでに万江川は水位は下

がっていたというような事実がございました。いわゆるタイムリーな判断が下流域

にある水位計では遅れてしまうというようなことがございまして、そのことも含め

て、水位計を上流側に持って来てくれというようなことを県に要望をいたしまし

た。今回、万江川の神園橋に今回水位計を付けて、よりタイムリーな避難の情報を

流すというようなことができるようになったということであります。ただ、これは

一つの例でありますが、もろもろのそういう現場に即した災害に対する対応が必要

になってくるんだろうと思いますし、その整備が必要となってくるということであ

ります。 

それから、三つ目は、先ほどプログラミングの話をしましたけれども、第４次産

業革命の波に飲み込まれて今後いくのだということでございます。いわゆる好むと

好まざるとに関わらず、この社会は日本といわず全世界はＡＩ、ＩＯＴ、ビッグデ

ータといわれる社会に突入をいたします。いわゆるＩＣＴ化が加速的に進む社会に

陥るということでございます。もちろん今の子どもたちはＩＣＴ教育を受けなが

ら、プログラミング教育を受けながら新しい社会を生き抜くすべを身に着けようと

しているところでありますけれども、当然、われわれもその対応をどうするかとい

うことが必要となってきているということでございます。このことにつきまして

は、地域づくり研究所、ＩＣＴ研究所でありますので、その時代に対応する体制づ

くりを引き続き目指していかなくてはいけないということであろうと思います。 

それから、あとは経済の育成であります。農業、林業、それから商工業をはじ

め、もう一つは観光交流人口をどのように増やしていくかということを考えていか

なくてはいけません。雇用の場を増やすための産業育成とその企業の誘致、また今

ある企業をしっかり育成するというようなことが求められております。後ほど申し

上げますが、村民の方々が自ら活動するというような事業も出てきておりますし、

そういう場をしっかり提供していく必要があろうかと思います。 

以上、四つの今山江村における大きな課題を感じるわけでありますが、その課題

解決に向けて、村民の方々が誇りを持ちながら、夢を語れる山江村を目指したいと

考えております。具体的には農業におきましては、栗に象徴される農産物のブラン
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ディングをさらに進めたいと思います。ペースト工場を現在造ろうとしております

けれども、そのことにより農家所得、それから雇用の増大も目指していきたい思い

ますし、学校給食の地産地消化はいずれ農林産物のブランディングへつながってい

きます。このことも推進していきたいと思いますし、現場からは自分たちでいろん

な加工を事業をやりたいというような声も聞こえてきております。小さな産業づく

り事業につきましてはまだ残っておりますので、そういう方々の現場からの要望に

応えるための予算化も必要だろうということを思っております。林業につきまして

は、森林環境譲与税が導入されます。来年からでありますが、木材流通をさらに加

速化させる育林も加速化してしっかり整備をしていくということになりますが、併

せて、後継者育成につきます支援を充実させたいと思っているところであります。

それと加えて、林業木材の流通は長い年を必要としますので、林業従事者の方々に

は短期収入作物がやはりどうしても必要になってくるわけであります。その産地化

を目指すという意味で、山菜やタケノコ、シイタケ、ユズなどの林産物の拡大の生

産、加工、そしてそれを売るという流通を確立をしたいと思います。 

そしてもう一つの問題は有害鳥獣対策がございます。他町村に先駆けてもろもろ

の有害鳥獣対策を打ってはいますけれども、今ここにきてサルの被害が聞こえてま

いりました。このサルにつきましては前々から心配をしておりましたけれども、こ

のまま対策を強化させていかないと、いわゆるわれわれが役場の若いころ、シカを

見るのは非常にまれであった。シカが出たということは非常にまれであったわけで

すけれども、今や村内のどこでも見かけるようになったということでありますの

で、今のうちからしっかりとサルの対策も打っていきたいというふうに充実させる

必要があると考えております。また、商工業につきましても、プレミアム商品券を

発行しておりますが、健康ポイント等、さらにいろんな商工業が発展するといいま

すか、商工業に対して経済が回るようなメニューを増やしてまいりたいと思いま

す。 

次に、福祉であります。いわゆる安全で安心して暮らせる村を目指すということ

でございます。防災減災生活関連公共事業の充実を図っていきます。いわゆる橋梁

を含め道路関係の予算につきまして、国・県の予算を積極的に確保してまいりたい

と思いますし、災害時の伝達につきましてももっときめ細やかにやらなくてはいけ

ないとは思っておりますし、自主避難体制避難時の避難施設につきまして、いろん

な整備が必要だというふうに感じております。それから医療につきましては、現

在、地域医療検討会において協議を進めてきましたけれども、これにつきましても

医療、介護、そして予防医療のあり方につきましての全国モデルを目指していくよ

うな取り組みを進めていきたいと思います。いわゆるデータヘルスの資料が出てき
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ました。いわゆる村民の方々がどういう病気をしがちで、どういう問題があるんだ

というようなデータが出てきたところでありますけれども、そのデータをフル活用

をさせてもらいながら、地域医療につきましての検討をさらに進めてまいります。 

次に、移住定住対策でございます。人口減少対策にはもちろんこの移住定住対策

が必要でありますけれども、もちろんほかの町村に先駆けまして議会のご理解を得

ながら学校給食の無料化を含めいろんな子育て支援を行っているわけであります。

またさらに、全体的な高齢者を含めたその見直しと空き家住宅宅地整備などの住環

境がまだまだ整っておりませんので、その整備をしてまいりたいと思います。 

そして次に、村民の自主活動の支援と観光交流人口の拡大でございます。今、観

光交流促進協議会を設立をしようとしております。人吉球磨を見回すときに観光案

内人がいないところの組織がないところ、それと観光推進協議会なるものの組織が

ないところは山江村のみでありました。先だって１００人委員会より自主的に観光

案内人は組織化をいただいてるところでありますけれども、さらにそういう方々の

活躍する場を落として、観光交流促進協議会をいろんな地域の活動をしていらっし

ゃる方々の力をお借りしながら設立をしたいと思っております。現在、観光の入込

人口は２０万程度だと思いますが、この４年間で３０万人を目指していきたいと考

えます。また、山江村未来塾１００人委員会をはじめ、村民の自主活動は山江村の

人的財産でございます。その活動の支援と財政支援も含めて充実させたいと思いま

すし、誇りを持ち発信をしていただきながら、村外からの交流人口、観光人口を増

やしてまいりたいと思います。そういうことにおきまして、今回も栗祭りもフット

パスや観光栗園の事業を実施するということにありますけれども、このことによ

り、ひいては村民の所得を増大させる、儲かることにつなげてまいりたいというふ

うに考えております。 

そして、大事な財政の問題でございます。財政調整基金は今回お出しをするわけ

でありますけれども、９億８,９９７万５,５７０円であります。２９年度末であり

ますが、これは１,９００万ほど減少をしております。ただ、基金の総額では２４

億３５４万２,９８７円で、増えることの２,６１８万９,３２８円でございます。

この増減につきましては特別会計への一般会計からの繰出しをしたということであ

りますが、ただその特別会計のほうが繰出分といいますか、基金を積み上げた分よ

りも少なく済んだということであります。この財政の健全化、再建の問題につきま

しては、山江村の平成２９年度の山江村監査委員の方から一般会計、特別会計決算

審査意見書の中にありますとおり、２１ページにその結びとして書いてございます

が、主なものを申し上げますと、実質収支に関する調書、財産に関する調書、基金

運用状況についても良好、正確であると認めてもらいました。一番最後のほうに
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は、国の財政運営は依然危機的状況であり、今後の地方財政運営に大きく影響する

のは必至である。従って、これまで以上に財政改革を推進し、依存財源に頼るとこ

ろの多い本村の財政状況であるので、一層の計画性と効率性を求め、健全で持続的

な行財政基盤の構築に取り組み、村民の福祉の増進と安心して暮らせる山江村づく

りにより一層努めていただきたいと念願し、平成２９年度の審査意見とするとござ

いますが、まさにこの意見を真摯に受け止めながら、今後の財政運営に当たってま

いりたいと思います。 

最後になりますが、再度申し上げます。山江村の現状に目を向けますと、低迷を

いたします農産物、木材価格によりまして農林業がなかなかうまく進みません。ま

た今後、超高齢介護社会へどう対応をしていくのか、地方経済が良くならないとい

うことでの福祉の現場をどう充実させていくのか。そして道路橋梁をはじめ防災対

策としての生活環境の整備、新しい社会へ向けての人材育成等々、構造的な課題を

はじめとして新たな課題も抱えております。山江村民の方々がお年寄りも若者も、

そして子どもたちもそれぞれ安心で安全な生活の中に子どもが夢を持ち、若者が希

望を持ち、加えて愛着と誇りを持ち暮らせるための山江村のあり方を、今一度考え

るときがきております。村民の皆様が住みよい村づくりを目指し、楽しく自主的に

活動すでる場が「山江未来塾１００人委員会」であります。現在、九つの部会で具

体的な実践活動が始まっております。事務報告の３２ページと３３ページに具体的

にその内容が書いてありますけれども、改めて山江村への愛着と誇りが含まる中

に、山江村全体が新しく動き出そうとする体動を私は覚えております。皆様方も一

緒だと考えるところであります。加えて、来年は村制施行１３０周年の年を迎えま

す。明治２２年４月１日に山田村と万江村が合併いたしまして、山江村が誕生しま

した。山江村の歴史文化、伝統、そして村内の産業基盤をはじめ、すばらしい環境

は先人の苦労と努力の中に作り上げてこられたものでありますし、また育み守って

こられたものであります。これまでの１３０年に感謝をしながら立ち止まり、今を

考えるよき機会でもあり、まさに温故知新、昔のことを尋ねて求め、そこから新し

い知識、見解を導く年にしなければならないと思っております。職員の皆様にも申

し上げますが、職員が今求められているのは広くネットワークを広げ、学習をし、

村民の方々との連携ができ、スピードある対応の中に信頼関係を築き、来るべきＩ

ＣＴ社会への対応ができる職員であります。その対応をよろしくお願いを申し上げ

ます。私も経済をしっかりと作りまして、防災、福祉をはじめ安心安全な暮らしが

できる環境を整えまして、そして村民の皆様が山江で暮らすことや活動することに

誇りを持てる村づくりを目指してまいります。そして子どもたちがこの村に大いに

夢を描ける山江村としてスタートをいたします。改めまして、議員並びに村民の皆
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様のご理解とご協力をよろしくお願いを申し上げます。 

本日、村長提案の議案は、人事案件が２件、同文議決案件が１件、条例の一部改

正案件が１件、契約の解約案件が１件、２９年度の決算の認定が７件、３０年度の

補正予算が７件の合計１９件であります。後ほど私も含めて担当から詳しく説明を

いたしますが、どうぞ慎重にご審議をいただまして、ご決定賜りますようお願い申

し上げ、所信表明の挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（秋丸安弘君） これで、村長の行政報告が終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 開会宣言 

○議長（秋丸安弘君） ただいまから、平成３０年第５回山江村議会定例会を開催いた

します。 

これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（秋丸安弘君） 議事日程に従いまして、日程第１、会議録署名議員の指名を行

います。 

山江村議会会議規則第１２４条の規定によりまして、３番、森田俊介議員、４

番、西孝恒議員を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

本件につきましては、８月２７日、議会運営委員会が開かれ、会議の日程等につ

いて協議がなされております。議会運営委員長の報告を求めます。 

１０番、松本佳久議員。 

○議会運営委員長（松本佳久君） 平成３０年第５回山江村議会定例会につきまして、

去る８月２７日、午前９時３０分から議会運営委員会を開催し、本議会全般につい

て協議し日程等を決定しております。決定しておりますことをご報告申し上げま

す。 

会期につきましては、本日５日から１４日までの１０日間としております。本

日、開会、提案理由説明としておりますが、日程第３、同意第 1 号については、提

案理由説明後先議することとし、質疑、討論、表決を行います。その後、残りの議

案の提案理由の説明を行い、説明を受けた後は議案審議となっております。６日は

休会で午前 9 時から議案審議、7 日は休会で午前 9 時から現地調査を行い、終了後

常任委員会を行うこととしています。８日と９日は土曜日、日曜日で休日、１０日
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は休会で午前９時より議案審議、１１日は休会で午前９時より常任委員会、午後か

ら議案審議、１２日は休会で午前９時より議案審議、１３日は一般質問で６名の議

員の質問があり、終了後、散会としております。 

なお、一般質問は６名の議員から通告がなされておりますが、発言の順序はくじ

引きにより決定しており、時間については、質問、答弁を含めて６０分となってお

ります。１０日目、最終日の１４日に質疑、討論、表決を行い、閉会ということに

決定しております。 

以上、報告を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） これで、議会運営委員会委員長の報告が終わりました。 

お諮りいたします。会期の決定については、委員長報告のとおり決定することに

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。 

日程第２、会期の決定については、議会運営委員長報告のとおり決定いたしまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 同意第１号 山江村監査委員の選任に関する同意を求めることについて 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第３、同意第１号、山江村監査委員の選任に関する

同意を求めることについてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 同意第１号についてご説明申し上げます。山江村監査委員の選

任に関する同意を求めることについてでございます。 

山江村監査委員に次の者を選任したいので同意を求めるというものでございま

す。平成３０年９月５日本日提出でございます。 

記といたしまして、選任区分は識見を有する者でございます。住所が山江村大字

万江乙６６２番地でございます。氏名が木下久人氏でございます。生年月日が昭和

２８年８月１５日であります。任期につきましては平成３０年９月９日から平成３

４年９月８日まで４年間でございます。 

提案理由でございますが、任期満了に伴いまして、引き続き木下久人氏を適任者

と認め選任するには、地方自治法第１９６条第１項の規定により議会の同意を得る

必要があるために提案をさせていただくというものでございます。 

木下久人氏は昭和５７年１０月に役場へ入庁されまして、平成２０年４月、建設

課長を皮切りに、税務課長、農業委員会事務局長等を歴任され、平成２６年３月に

定年退職されておりまして、３１年６カ月の行政経験を有しておられます。平成２



 － 18 － 

６年９月９日から山江村の代表監査委員でございまして、今回２期目ということで

あります。人格が高潔で地方公共団体の財務管理、事業の経営の管理、その他行政

運営管理に関して優れた識見を有しておられまして、適任者であり引き続き監査委

員をお願いしたいということで、法律に基づきまして議会の同意を求めるものでご

ざいます。人事案件でございますので、慎重にご審議いただき、よろしくご決定を

お願いいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 以上で先議依頼がありました議案について、提案理由の説明が

終わりました。 

お諮りいたします。ここで議案審議のため暫時休憩をしたいと思いますが、ご異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、しばらくの間暫時休憩をしたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５４分 

再開 午前１１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

先議依頼がありました同意第１号について、質疑、討論、表決を行います。 

発言については山江村議会会議規則第５３条（発言内容制限）の規定を守って質

疑をお願いいたします。 

また、会議規則第５４条（同一議題の質疑の回数を３回）の規定を同規則第５５

条（発言時間制限６０分）の規定はお守りいただきますようお願い申し上げます。

なお、３回を超える場合は、第５４条のただし書により議長の許可を得てお願いい

たします。 

それでは、日程第３、同意第１号、山江村監査委員の選任に関する同意を求める

ことについてを議題といたします。 

ここで代表監査委員、木下久人氏より一身上に関わる事件であるため、退場の申

し出があっております。これを許したいと思いますがご異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。代表監査委員の木下久人氏の退場を許可

します。 

（代表監査委員 木下久人氏退場） 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第３、同意第１号についてを質疑を許します。

質疑ありませんか。 
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８番、中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） では、同意第１号につきまして質疑したいと思います。１点

だけ。実は最近、昨年度の自治法の改正に伴いまして、今年４月から施行されてる

わけですが、専門性があるということで、ところによっては弁護士とか公認会計士

とかという方を監査委員として選任されるところもあります。そしてまた自治法の

改正によりまして、議員についても選任しなくてもよろしいというふうな改正にな

っているところもあります。そういうことで、今後、監査委員については相当な専

門性を問われるわけでありますが、球磨郡の状況として県内はもとより監査委員の

協議会といいますか、そういう動きがあるのかどうかお尋ねしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） お答えいたします。 

同意案件でありますが、その中身としてより専門性の方をというようなこともあ

りました。まずその件につきましては、専門性等々を持たれる公認会計士等々とい

うことでありましたけれども、そういうことも含めて、もちろん山江村における自

治体、自治活動を行っているということでありますから、山江村の実情に詳しいと

いうのはやっぱり第一条件になるんだろうと思うわけであります。そういう意味で

は、今後とも山江村に詳しい、地域事情に詳しい方を専門性のある方を選んでいく

というようなことがいいんじゃなかろうかと私は考えております。 

それから、議員選出におきましては、そういう法改正があったという話題は上が

ったことがありますけれども、今それが具体的に、その議員の皆さんを一般の人に

変えるとかそのまま引き継ぎとかというようなことは、具体的に話はあっておりま

せん。 

また山江村といたしましては、来年４月、議会の議員選挙がありますので、その

後、また新しい監査委員さんをどうするのかということになります。その折にまた

いろいろと議会と相談をさせていただければと思います。 

○８番（中竹耕一郎君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本件の人事案件でありますので、起立採決といたします。これに

同意することに賛成の方は起立をお願いします。 
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［賛成者起立］ 

○議長（秋丸安弘君） 起立全員ですので、従って、日程第３、同意第１号、山江村監

査委員の選任に関する同意を求めることについては同意することに決定いたしまし

た。 

それでは、代表監査委員の木下久人氏の入場を許可します。 

（代表監査委員 木下久人氏入場） 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 同意第２号 山江村教育委員会委員の任命に関する同意を求めることにつ

いて 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第４、同意第２号、山江村教育委員会委員の任命に

関する同意を求めることについてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 同意第２号についてご説明申し上げます。 

山江村教育委員会委員の任命に関する同意を求めることについてでございます。

山江村教育委員会委員に次の者を任命したいので同意を求めるというものでござい

ます。平成３０年９月５日、本日提出でございます。 

記といたしまして表を書いておりますけれども、住所が山江村大字山田乙１９９

９番地１であります。氏名が横山理恵氏でございます。生年月日につきましては昭

和４１年１２月２３日でございまして、任期が平成３０年１０月１日から平成３４

年９月３０日までの４年間でございます。 

提案理由でございますが、任期が満了をいたします。それに伴いまして引き続き

横山理恵氏を適任者と認め任命するには、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第２項の規定により、議会の同意を得る必要があるために提案をさせてい

ただくというものでございます。 

横山理恵氏は大学の教育学部を卒業されておられますし、山田小学校の学校評議

員としては平成２３年度、平成２４年度の２カ年間従事をしてもらっております。

平成２６年１０月１日から３０年９月３０日までの１期を務められたことであり、

引き続き適任者として２期目もお願いしたいということでございます。これも人事

案件でありますので、慎重にご審議いただきながらご決定賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議案第４０号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第５、議案第４０号、熊本県後期高齢者医療広域連

合規約の一部変更についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 
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村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第４０号についてご説明申し上げます。 

熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更についてでございます。地方自治

法（昭和２２年法律）第６７号第２９１条の３、第１項の規定により、熊本県後期

高齢者医療広域連合規約（平成１９年熊本県指令市町村第２３号）の一部を別案の

とおり変更するというものでございます。本日提出でございます。 

提案理由でございますが、広域連合の規約を変更しようとするときは、地方自治

法第２９１条の１１の規定により、議会の議決を経る必要があるために提案をさせ

ていただくというものでございます。 

１枚開けていただきますと、一部を変更する規約、その次のページから新旧対照

表が書いてありますけれども、中身を説明しますと、規約変更の内容につきまして

は広域連合に議会の議員の定数を現行の３２名から構成市町村各１名ずつ選出をし

て４５名とするものでございます。選出におきましては、各構成市町村の長及び議

会の議員のうちから構成市町村の議会において１人を選挙する、選ぶというもので

ございます。広域連合議員の任期は現行の２年でありますけれども、当該構成市町

村長または議員の任期とするというものでございます。 

附則といたしまして、この規約は地方自治法第２９０条の３、第１項の規定によ

る熊本県知事の許可のあった日から施行するというものといたしまして、施行日か

ら平成３１年２月１３日までの広域連合議員の定員数は３２名、広域連合議員に欠

員が生じた場合は変更前の規約第９９条第３項から第５項の規約に基づき、選挙を

行うものとします。現に在職するまたは補欠選挙による広域連合議員の任期は平成

３１年２月１３日までとするというものでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第４１号 山江村移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第６、議案第４１号、山江村移動通信用鉄塔施設の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案

者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第４１号についてご説明申し上げます。 

山江村移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてでございます。山江村移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例を別案のとおり制定するというものでございます。本日提
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出でございます。 

提案理由につきましては、鉄塔施設の位置が確定をいたしたことに伴いまして、

条例の一部を改正する必要があるために提案をさせていただくというものでござい

ます。 

開けていただきますと、一部を改正する条例、並びにもう１枚開けていただきま

すと新旧対照表がありますけれども、この事業につきましては、昨年度より携帯電

話不感知解消として、鳥屋、日当、横手に移動通信用鉄塔施設の整備事業を実施を

しているところでございます。平成３０年３月の議会で上記３地区の位置を条例の

一部改正として追加をしておりました。今般、鉄塔施設の位置が確定、いわゆる分

筆が完了したということに伴いまして、一部を改正するものでございます。３局の

完成につきましては、平成３１年３月３１日を予定をしております。 

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第４２号 山江村分収造林に係る地上権設定契約の解約について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第７、議案第４２号、山江村分収造林に係る地上権

設定契約の解約についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第４２号についてご説明申し上げます。 

山江村分収造林に係る地上権設定契約の解約についてでございます。山江村分収

造林に係る次の地上権設定契約を解約をするというものでございます。本日提出で

ございます。 

提案理由でございますが、山江村分収造林に係る地上権設定契約の解約につきま

しては、山江村分収造林設定条例第４条の規定によりまして、議会の議決を経る必

要があるために提案をさせていただくということでございます。 

内容につきましては一覧表がございますけれども、この議案につきましては、大

平地区の分収林契約の解約に対する議案であります。昭和４６年、昭和４８年及び

昭和５５年に現在６名の方と４カ所、当時の面積で４０.７０ヘクタールを分収契

約をいたしております。地籍調査後の現面積は３６.６ヘクタールでございます。

この４カ所につきましては、近々契約が満了をしますけれども、現在伐採しても近

年の状況では収益も見込めないという状況でございます。所有者の方々の意見とい

たしましては、契約延長は望まれてはおりませず、所有者も高齢化し後継者もいな

いことから、契約満了後に立木を譲渡されましても、今後の管理、伐採及び伐採後

の再造林も困難であるという意見でございました。受けて、分収造林運営協議会財

産審議会により協議を行っていただきまして、購入するという方向で進めるよう答
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申があったところであります。この答申を踏まえ検討いたしました結果、今回の契

約を解約して土地を村が購入をいたしまして、今後、純村有林として適切に管理を

行い、計画的に伐採、搬出を実施し、経済林及び水源涵養林として森林資源を保存

することが、地域や山江村にとって有益な財産になると判断をしたということでご

ざいます。 

なお、購入価格等につきましては、今回の補正予算に計上をさせていただいてお

ります。今回の提案は分収林の土地購入に対します契約の解約についての提案でご

ざいます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 ８ 認定第１号 平成２９年度山江村一般会計決算の認定について 

日程第 ９ 認定第２号 平成２９年度山江村特別会計国民健康保険事業決算の認定

について 

日程第１０ 認定第３号 平成２９年度山江村特別会計簡易水道事業決算の認定につ

いて 

日程第１１ 認定第４号 平成２９年度山江村特別会計農業集落排水事業決算の認定

について 

日程第１２ 認定第５号 平成２９年度山江村特別会計介護保険事業決算の認定につ

いて 

日程第１３ 認定第６号 平成２９年度山江村特別会計後期高齢者医療事業決算の認

定について 

日程第１４ 認定第７号 平成２９年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業決算の認

定について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第８、認定第１号から日程第１４、認定第７号ま

で、平成２９年度山江村一般会計及び特別会計決算の認定となっております。 

お諮りいたします。山江村議会会議規則第３６条の規定により、一括上程したい

と思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。一括上程をいたします。 

それでは、日程第８、認定第１号、平成２９年度山江村一般会計決算の認定につ

いて、日程第９、認定第２号、平成２９年度山江村特別会計国民健康保険事業決算

の認定について、日程第１０、認定第３号、平成２９年度山江村特別会計簡易水道

事業決算の認定について、日程第１１、認定第４号、平成２９年度山江村特別会計

農業集落排水事業決算の認定について、日程第１２、認定第５号、平成２９年度山
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江村特別会計介護保険事業決算の認定について、日程第１３、認定第６号、平成２

９年度山江村特別会計後期高齢者医療事業決算の認定について、日程第１４、認定

第７号、平成２９年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業決算の認定についてを議

題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、決算認定についてご説明申し上げますが、提案理由

につきましては、第１号から７号まで同様でありますので、最初の１号だけ読み上

げまして、あとは失礼ですが割愛させていただきたいと思います。 

まず、認定第１号でございます。平成２９年度山江村一般会計決算の認定につい

てでございます。平成２９年度山江村一般会計決算を別案のとおり監査委員の意見

を付けて議会の認定に付するというものでございます。平成３０年９月５日、本日

提出でございます。 

提案理由でございます。地方自治法第２３３条第３項の規定により、議会の認定

に付するため提案をさせていただくというものでございます。 

次に、認定第２号でございます。平成２９年度山江村特別会計国民健康保険事業

決算の認定についてでございます。平成２９年度山江村特別会計国民健康保険事業

決算を別案のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定に付するものでございま

す。本日提出でございます。提案理由は前号と同様でございます。 

次に、認定第３号でございます。平成２９年度山江村特別会計簡易水道事業決算

の認定についてでございます。平成２９年度山江村特別会計簡易水道事業決算を別

案のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定に付するというものでございます。

本日提出でございます。提案理由は同様でございます。 

次に、認定第４号でございます。平成２９年度山江村特別会計農業集落排水事業

決算の認定についてでございます。平成２９年度山江村特別会計農業集落排水事業

決算を別案のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定に付するものでございま

す。本日提出でございますし、提案理由につきましては前号と同様でございます。 

次に、認定第５号でございます。平成２９年度山江村特別会計介護保険事業決算

の認定についてでございます。平成２９年度山江村特別会計介護保険事業決算を別

案のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定に付するというものでございます。

本日提出でございます。提案理由は同様でございます。 

次に、認定第６号でございます。平成２９年度山江村特別会計後期高齢者医療事

業決算の認定についてでございます。平成２９年度山江村特別会計後期高齢者医療

事業決算を別案のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定に付するものでござい

ます。本日提出でございますし、提案理由は同様でございます。 
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最後に、認定第７号でございます。平成２９年度山江村特別会計ケーブルテレビ

事業決算の認定についてでございます。平成２９年度山江村特別会計ケーブルテレ

ビ事業決算を別案のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定に付するというもの

でございます。本日提出でございますし、提案理由につきましては同様でございま

す。 

内容につきましては、会計管理者から説明いたします。よろしくお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 迫田会計管理者。 

○会計管理者（迫田教文君） それでは、認定第１号から認定第７号まで、平成２９年

度一般会計及び特別会計の決算につきまして、主に実質収支に関する調書にてご説

明申し上げます。 

はじめに５３ページをお開きください。一般会計の実質収支に関する調書でござ

います。１、歳入総額３４億７,８８８万８,２７５円、２、歳出総額３２億７,７

４３万９,３５４円、３、歳入歳出差引額２億１４４万８,９２１円、４、翌年度へ

繰越すべき財源、２の繰越明許費繰越額２,６１０万２,０００円、３の事故繰越繰

越額マイナス８１３万１,１６３円、よって５、実質収支額１億８,３４７万８,０

８４円となります。 

次に５４ページをお開き願います。歳入歳出決算比較分類表でございます。科目

ごとの割合を円グラフで示しています。歳入におきましては、地方交付税が１５億

８,５３６万４,０００円で、全体の４５.５７％を占めています。歳出におきまし

ては、総務費が最も多く７億３８１万７,３１７円で、全体の２１.４７％を示して

います。 

次に５５ページをお開き願います。財産に関する調書でございます。１、公有財

産、（１）土地及び建物でございます。土地及び建物に関しましては、北永シ切団

地払下げによる移動が主な自由でございます。 

次に５６ページをお開き願います。（２）山林でございます。年度中の面積の増

減はございません。立木の推定蓄積量でございますが、６,１４２立方メートルの

増加で、決算年度末現在高は２１万４,０９２立方メートルでございます。次に

（３）有価証券、（４）出資による権利でございます。いずれも年度中の増減はご

ざいません。 

次に５７ページをお開き願います。２、基金でございます。新規積立金１億５,

３４８万９,３２８円、取崩し１億６,２３０万円、利子の総額が２６２万５,６９

４円で、決算年度中６１８万４,９７８円減によりまして、年度末現在高は２３億

１,３２３万６３０円となっております。 

次に右側のその他の基金ですが、利子合計が１２８円の増加で、決算年度末現在
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高は６,７３９万１,６１４円でございます。貸付金につきましては、株式会社やま

えからの償還金１００万円があり、決算年度末現在高は７００万円の残となってい

ます。 

次に５８ページをお開き願います。３、物品でございます。車両につきまして

は、今回は増減はございません。チェーンソーにつきましては２台増で４台となっ

ております。その他につきましては増減はございません。 

以上が一般会計でございます。 

次に７７ページをお開き願います。国民健康保険事業会計の実質収支に関する調

書でございます。１、歳入総額６億１,８６１万６,７６４円、２、歳出総額５億

８,３００万２,３０８円、３、歳入歳出差引額３,５６１万４,４５６円、５、実質

収支額３,５６１万４,４５６円となっています。 

次に７８ページをお開き願います。財産に関する調書でございます。（１）基

金、国民健康保険財政調整基金でございます。決算年度中の増減高は新規積立３,

５００万円及び利子１,２６９円による増で、決算年度末現在高４,００７万９,０

４９円となっています。 

次に８９ページをお開き願います。簡易水道事業会計の実質収支に関する調書で

ございます。１、歳入総額１億８,６０１万４,６０２円、２、歳出総額１億８,０

９４万２,６５９円、３、歳入歳出差引額５０７万１,９４３円、５、実質収支額５

０７万１,９４３円となっています。 

次に９０ページをお開き願います。財産に関する調書でございます。１、公有財

産、（１）土地及び建物についてでございます。年度中の増減はございません。

（２）基金、簡易水道事業財政調整基金でございます。決算年度中の増減高は３,

９９９円の利子による増で、決算年度末現在高１,６００万８３５円となっていま

す。（３）物品、車両についてでございます。所有車両はなくリースの車両の１台

となっています。よって決算年度末現在高は０台となっております。 

次に１０１ページをお開き願います。農業集落排水事業会計の実質収支に関する

調書でございます。１、歳入総額１億４,０００万９,７５８円、２、歳出総額１億

３,４０７万６,６２１円、３、歳入歳出差引額５９３万３,１３７円、５、実質収

支額５９３万３,１３７円となっています。 

次に１０２ページをお開き願います。財産に関する調書でございます。１、公有

財産、（１）土地及び建物についてでございます。年度中の増減はございません。

（２）物品、車両についてでございますが、増減はなく１台保有しています。 

次に１１８ページをお開き願います。介護保険事業の会計の実質収支に関する調

書でございます。１、歳入総額４億５,４６８万９,４６６円、２、歳出総額３億
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８,１２３万６,１４０円、３、歳入歳出差引額７,３４５万３,３２６円、５、実質

収支額７,３４５万３,３２６円となっています。 

次に１１９ページをお開き願います。財産に関する調書でございます。（１）基

金、介護保険事業財政調整基金でございます。決算年度中の増減高は８,５５５円

の利子による増で、決算年度末現在高３,４２３万２,４７３円となっています。 

次に１２９ページをお開き願います。後期高齢者医療事業会計の実質収支に関す

る調書でございます。１、歳入総額３,３２１万９,２２７円、２、歳出総額３,１

９４万７,０４８円、３、歳入歳出差引額１２７万２,１７９円、５、実質収支額１

２７万２,１７９円となっています。 

次に１３９ページをお開き願います。ケーブルテレビ事業会計の実質収支に関す

る調書でございます。１、歳入総額７,３６８万３,６７７円、２、歳出総額６,０

２７万８,０２４円、３、歳入歳出差引額１,３４０万５,６５３円、５、実質収支

額１,３４０万５,６５３円となっています。 

上記のとおり精算したところ相違ありません。平成３０年７月２日、山江村会計

管理者、迫田教文。 

審査の結果、相違ないものと認める。平成３０年８月９日、山江村監査委員、木

下久人、山江村監査委員、赤坂修。 

上記のとおり監査委員の審査に付したところ、不都合がないので議会の認定に付

します。平成３０年９月５日、山江村長、内山慶治。 

次に１４０ページをお開き願います。財産に関する調書でございます。１、公有

財産、（１）物品、車両についてでございます。増減はございません。所有車両１

台、リース車両１台を保有しています。 

以上で、平成２９年度山江村一般会計及び特別会計の決算の説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 議案第４３号 平成３０年度山江村一般会計補正予算（第３号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１５、議案第４３号、平成３０年度山江村一般会

計補正予算（第３号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第４３号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村一般会計補正予算（第３号）でございます。平成３０年度山

江村の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによるとするものでござ

います。 

歳入歳出予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ１億１,２３７万３,０００円を追加をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳
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入歳出それぞれ３６億２,５４０万６,０００円とするものでございます。 

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

次に、地方債の補正でございますが、第２条、地方債の追加は、「第２表 地方

債補正」によるものでございます。 

平成３０年９月５日、本日提出でございます。内容につきましては、総務課長が

説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） それでは、議案第４３号、平成３０年度山江村一般会計補

正予算（第３号）について説明申し上げます。 

まず１ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正、歳入でございま

す。７、地方特例交付金、額の決定に伴いまして２１万７,０００円を追加するも

のでございます。８、地方交付税、普通交付税の決定に伴いまして５０万１,００

０円を追加するものでございます。１３、国庫支出金２,５６９万７,０００円の追

加でございまして、公共土木施設及び林業施設災害復旧に伴う補助金でございま

す。１４、県支出金２９２万６,０００円の追加でございまして、間伐と森林整備

促進対策事業補助金等でございます。１７、繰入金、介護保険事業特別会計からの

繰入金９６６万４,０００円でございます。１８繰越金、平成２９年度繰越金の確

定によりまして５,１２３万９,０００円を追加するものでございます。１９、諸収

入１７２万９,０００円でございまして、平成２８年熊本地震の復旧・復興にかか

ります職員派遣の負担金１６０万円などでございます。２０、村債、公共土木施設

災害復旧事業及び林業施設災害復旧事業に伴います借入金２,０４０万円でござい

ます。 

２ページをお開きください。歳出でございます。２、総務費５４１万円の追加に

つきましては、例規整備支援委託料、山江栗ブランディング委託料、地方税共通納

税システムの対応業務の委託料等が主なものでございます。３、民生費５８９万

７,０００円の追加につきましては、社会福祉総務費の平成２９年度臨時福祉給付

金事業の補助金の返還金、障がい者福祉費、児童福祉総務費の事業の実績の確定に

伴います国庫支出金の返納金等が主なものでございます。４、衛生費６２万６,０

００円の追加につきましては、子育て支援事業費の国庫負担金返還金、環境整備費

におけるごみ袋の印刷費等が主なものでございます。５、農林水産業費１,２４７

万３,０００円の追加につきましては、公有林造成費の間伐等森林整備促進対策事

業の委託料、公有財産購入費などが主なものでございます。６、商工費６３０万

２,０００円の追加は、温泉センター管理運営費の工事請負費、備品購入費等でご
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ざいます。７、土木費４０万円の追加は、土木機械の修繕料でございます。９、教

育費２８９万４,０００円の追加につきましては、小中学校の図書購入費、文化財

保護費等でございます。１０、災害復旧費４,１８８万円の追加につきましては、

公共土木施設及び林業施設災害復旧事業にかかります工事請負費等でございます。

１２、予備費に３,６４９万１,０００円を追加するものでございます。 

それから、４ページをお開きください。地方債補正でございます。１、追加でご

ざいまして、起債の目的、まず公共土木施設災害復旧事業、限度額を１,１８０万

円、林業施設災害復旧事業８６０万円を追加するものでございまして、起債の方

法、利率、償還の方法につきましては記載のとおりでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 議案第４４号 平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算

（第１号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１６、議案第４４号、平成３０年度山江村特別会

計国民健康保険事業補正予算（第１号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第４４号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第１号）でございま

す。平成３０年度山江村の特別会計国民健康保険事業補正予算（第１号）は、次に

定めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ３,４２５万４,０００円を追加をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ４億９,６２５万４,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、健康福祉課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、議案第４４号について説明いたします。 

補正前の額４億６,２００万円に３,４２５万４,０００円を追加し、歳入歳出そ

れぞれ４億９,６２５万４,０００円とするものでございます。 

１ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正でございます。まず歳入

でございますが、款１、国民健康保険税につきましては、退職被保険者等国民健康

保険税現年課税分を２７万３,０００円減額するものでございます。款１０、繰越

金につきましては、前年度の決算額確定によりまして３,４５２万７,０００円増額
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するものでございます。 

次に２ページをお開きください。歳出でございますが、款１、総務費を３,００

０円追加するものでありまして、使用料及び賃借料を３,０００円増額するもので

ございます。款７、基金積立金につきましては２,０００万円を追加し、国民健康

保険財政調整基金に積み立てるものでございます。款９、諸支出金につきまして

は、前年度の療養給付費等負担金などの確定によります国及び県への返還金６７５

万２,０００円を追加するものでございます。款１０、予備費につきましては７４

９万９,０００円を増額するものでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議案第４５号 平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第

１号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１７、議案第４５号、平成３０年度山江村特別会

計簡易水道事業補正予算（第１号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第４５号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第１号）でございます。平

成３０年度山江村の特別会計簡易水道事業補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ１１５万８,０００円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ１億６,０１５万８,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、建設課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、議案第４５号について説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算補正。７、繰越金、前年度決算

額確定に伴う繰越額１１５万８,０００円を追加するものでございます。歳入合

計、補正前の額に１１５万８,０００円を追加し、１億６,０１５万８,０００円と

するものでございます。 

２ページをご覧ください。歳出、５、予備費１１５万８,０００円を追加するも

ので、歳出合計、補正前の額に１１５万８,０００円を追加し、１億６,０１５万

８,０００円とするものでございます。 
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以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議案第４６号 平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算

（第２号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１８、議案第４６号、平成３０年度山江村特別会

計農業集落排水事業補正予算（第２号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第４６号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算（第２号）でございま

す。平成３０年度山江村の特別会計農業集落排水事業補正予算（第２号）は、次に

定めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ２７５万５,０００円を追加をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ１億３,８７５万５,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、建設課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、議案第４６号について説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算補正、歳入、５、繰越金、前年

度決算額確定に伴う繰越額２７５万５,０００円を追加するものでございます。歳

入合計、補正前の額に２７５万５,０００円を追加し、１億３,８７５万５,０００

円とするものでございます。 

２ページをご覧ください。歳出、４、予備費２７５万５,０００円を追加するも

のでございます。歳出合計、補正前の額に２７５万５,０００円を追加し、１億３,

８７５万５,０００円とするものでございます。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 議案第４７号 平成３０年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第

１号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第１９、議案第４７号、平成３０年度山江村特別会

計介護保険事業補正予算（第１号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第４７号についてご説明申し上げます。 
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平成３０年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第１号）でございます。平

成３０年度山江村の特別会計介護保険事業補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ７,３１７万４,０００円を追加をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ５億１,０１７万４,０００円とするものでございます。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

本日提出でございますが、内容につきましては、健康福祉課長が説明いたしま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、議案第４７号について説明いたします。 

補正前の額４億３,７００万円に７,３１７万４,０００円を追加し、歳入歳出そ

れぞれ５億１,０１７万４,０００円とするものでございます。 

１ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正でございます。まず歳入

でございますが、款８、繰越金につきましては前年度の決算額確定によりまして

７,２５６万９,０００円を増額するものでございます。款９、諸収入につきまして

は、前年度の給付費等の確定によりまして支払基金交付金が追加交付されることに

伴い６０万５,０００円を増額するものでございます。 

次に、２ページをお開きください。歳出でございますが、款１、総務費につきま

しては４１万円を追加するものでありまして、指定事業者等管理システムの導入委

託料３１万８,０００円の増額が主なものでございます。款５、諸支出金につきま

しては２,２７７万２,０００円増額するものでありまして、前年度の給付費等の確

定によります国及び県への返還金が１,３１０万７,０００円、一般会計への繰出金

が９６６万５,０００円となっております。款６、基金積立金につきましては４,０

００万円を追加し、介護保険財政調整基金に積み立てるものでございます。款８、

予備費につきましては９９９万２,０００円を増額するものでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 議案第４８号 平成３０年度山江村特別会計後期高齢者医療事業補正予

算（第１号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２０、議案第４８号、平成３０年度山江村特別会

計後期高齢者医療事業補正予算（第１号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 
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○村長（内山慶治君） 議案第４８号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計後期高齢者医療事業補正予算（第１号）でございま

す。平成３０年度山江村の特別会計後期高齢者医療事業補正予算（第１号）は、次

に定めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ５２万円を追加をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３,

５５２万円とするものでございます。 

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、健康福祉課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、議案第４８号について説明いたします。 

補正前の額３,５００万円に５２万円を追加し、歳入歳出それぞれ３,５５２万円

とするものでございます。 

１ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正でございます。歳入でご

ざいますが、款１、後期高齢者医療保険につきましては、前年度滞納繰越分保険料

３５,０００円を増額するものでございます。款４、繰越金につきましては、前年

度の決算額確定につきまして４８万５,０００円を増額するものでございます。 

次に、２ページをお開きください。歳出でございますが、款４、予備費を５２万

円増額するものでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２１ 議案第４９号 平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予

算（第１号） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２１、議案第４９号、平成３０年度山江村特別会

計ケーブルテレビ事業補正予算（第１号）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 議案第４９号についてご説明申し上げます。 

平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第１号）でございま

す。平成３０年度山江村の特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第１号）は、次

に定めるところによるとするものでございます。 

歳入歳出予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ７５２万５,０００円を追加をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ１億７５２万５,０００円とするものでございます。 



 － 34 － 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

本日提出でございます。内容につきましては、企画調整課長が説明いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、議案第４９号について説明いたします。 

１ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算補正、４、繰越金、１、繰越

金、平成２９年度の繰越額の確定に伴い、補正前の額に７５２万５,０００円を追

加し、１,３４０万５,０００円とするものでございます。歳入合計、補正前の額に

７５２万５,０００円を追加し、１億７５２万５,０００円とするものでございま

す。 

続きまして、２ページをご覧ください。歳出、４、予備費、１、予備費、補正前

の額に７５２万５,０００円を追加し、８２６万５,０００円とするものです。歳出

合計、補正前の額に７５２万５,０００円を追加し、１億７５２万５,０００円とす

るものでございます。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２２ 請願第１号 二連木堰再利用に関する請願書 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２２、請願第１号、二連木堰再利用に関する請願

書を議題とします。 

お手元に配付してますとおり、二連木堰再利用に関する請願書が吉村哲男様ほか

から、紹介議員、中竹耕一郎議員、谷口予志之議員を介して提出されております。

代表して谷口予志之議員より提案理由の趣旨説明を答弁席からお願いいたします。 

６番、谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 日程第２２、請願第１号、二連木堰再利用に関する請願につ

いて、提案理由の説明をいたします。 

この請願書の提出者は山江村大字山田丙５６７番地、吉村哲男氏ほか４名の連名

によるものであり、紹介議員は中竹耕一郎議員と私、谷口であります。私、谷口よ

りこの請願書の趣旨を述べさせていただきます。 

この地区は耕作面積１６ヘクタール、受益者４５名の水田がありますが、用水路

の有効水路幅が小さく、７月中旬ごろから８月にかけ慢性的な水不足に悩まされ、

稲に一番水が必要な穂ばらみの時期に毎年下流域の水田が水不足になり、十分な用

水が与えられなく、減収が見込まれるという状況です。そこで今利用されていない

既存の二連木堰を再利用し、水田の用水確保ができるよう対策を講じていただきま

すよう請願するものでございます。 
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以上、提案理由の説明を終わります。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ただいま議題となっております請願第１号

については、産業厚生常任委員会に審査を付託したいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。よって日程第２２、請願第１号、二連木

堰の再利用に関する請願書については、産業厚生常任委員会に付託することに決定

しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２３ 陳情第１号 濁毛地区水田の浸水被害に関する陳情書 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２３、陳情第１号、濁毛地区水田の浸水被害に関

する陳情書を議題とします。 

お手元に配付してますとおり、第１４区区長、木口恒夫様ほか３名から陳情書が

提出されております。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております陳情第１号については、産業

厚生常任委員会に審査を付託したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） よって日程第２３、陳情第１号、濁毛地区水田の浸水被害に関

する陳情書については、産業厚生常任委員会に付託することに決定しました。 

以上で、提案理由の説明が終わりました。 

また、そのほか山江村議会によせられました要望書等は、２０１８年原水爆禁止

国民平和大行進熊本県実行委員会代表委員、熊本県原水協、畠田ミツ子様ほかから

「日本政府の核兵器禁止条約の調印・批准に求める意見書」の提出の陳情が届いて

おります。この件につきましては、それぞれ議員各位に資料配付することにいたし

ます。各議員で内容を研究され、必要な場合は後日議員提案等をされますようお願

いいたします。 

以上で本日の日程は終了いたしました。 

よって、本日はこれで散会いたします。ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後０時０７分 
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平成３０年第５回山江村議会９月定例会（第２号） 

 

平成３０年９月１３日 

午前１０時００分開議 

於    議    場 

１．議事日程 

 日程第１ 一般質問 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１０名） 

 １番 赤 坂   修 君           ２番 横 谷   巡 君 

 ３番 森 田 俊 介 君           ４番 西   孝 恒 君 

 ５番 立 道   徹 君           ６番 谷 口 予志之 君 

 ７番 秋 丸 光 明 君           ８番 中 竹 耕一郎 君 

 ９番 秋 丸 安 弘 君          １０番 松 本 佳 久 君 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長  新 山 孝 博 君 

 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 村 長  内 山 慶 治 君   教 育 長  藤 本 誠 一 君 

 総 務 課 長  北 田 愛 介 君   税 務 課 長  山 口   明 君 

 企画調整課長  松 尾 充 章 君   産業振興課長  平 山 辰 也 君 

健康福祉課長  一二三 信 幸 君   建 設 課 長  白 川 俊 博 君 

 教 育 課 長  蕨 野 昭 憲 君   会計管理者  迫 田 教 文 君 

農業委員会事務局長  柳 瀬 真奈美 君 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） 会議を開きます。 

本日の出席議員は１０名で、定足数に達しております。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（秋丸安弘君） 本日は、日次第９、一般質問となっております。 

手元に配付してありますとおり、６名の議員から一般質問の通告がなされており

ます。 

通告の順に従いまして、一般質問を許します。 

なお、会議規則第５５条第１項の規定の発言時間、質問・答弁を合わせて６０分

といたしますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、はじめに３番、森田俊介議員より、村長の政治方針について、山江温

泉、物産館について、小中学校の校内と通学路の安全性について、鳥獣被害対策、

野良猫の対策についての通告が出ております。 

森田俊介議員の質問を許します。３番、森田俊介議員。 

 

森田俊介君の一般質問 

 

○３番（森田俊介君） おはようございます。議長のお許しをいただきましたので、通

告に従いまして、３番、森田から一般質問を行います。 

質問前に、今回も、台風、地震、大雨による洪水など、経験したことのない異常

気象、自然災害など、全国各地で被害に遭われた方々に心からお見舞いを申し上げ

ます。また、亡くなられた方々に心からお悔やみを申し上げます。議会中でも北海

道で地震があり、いつやってくるかわからない自然災害に、私たちも身近に感じ、

熊本地震を思い出し、防災体制、災害に備え、万全を期さなければならないと思い

ます。また、被害、災害に遭われた人々が早く日常生活に戻れるように心からお祈

りいたしているところでございます。 

それでは、一般質問を行います。 

改めまして、山江村長、４期目の当選、誠におめでとうございます。３期目の政

治姿勢が４期目に実を結んだものだと思っております。「選挙がないとちょっと寂

しかな」という声も聞きましたが、私も選挙はすべきだろうと思いますが、無投票

ということで、誠におめでとうございます。私たち議会議員も来年が選挙でありま

す。満期までよろしくお願いいたします。 
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１番バッターでちょっと緊張はしますけれども、村長の施政方針についてお聞き

いたします。選挙の公約として、「１、所得の向上」「２、暮らしやすい福祉の充

実」「３、安全・安心な暮らしの確保」「４、村民が輝く人材育成」など、施政方針

演説の中で４項目を述べられました。主に栗等の農林水産物の更なるブランディン

グ、農業生産法人の設立支援、健康寿命を延ばす事業の展開、充実した子育て支

援、暮らしやすい生活環境の整備、防災・減災害対策の充実、山江未来塾の実施・

活動支援、観光交流促進協議会の設立と述べられましたけども、細やかに説明でき

る範囲内でご答弁をお願いいたします。よろしくお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） おはようございます。今日は一般質問であります。どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

まず、森田議員の質問であります。私の施政方針についてということであります

が、冒頭に所信の表明、いわゆる私はこういうものをつくりたいということにつき

まして表明をさせていただいたということであります。質問事項を見ますと、４つ

の事項が掲げてあります。いずれにしましても、従来から申してきております「倖

せ４つの約束」、村民の倖せづくりの４つの約束という事項であろうかと思います

ので、そのことに対しまして、改めて随分と課題も変わってきているということで

ありますから、そのことについて申し上げさせていただきたいと思います。できる

だけ具体的にと思ってはおります。 

まず、所得の向上でありますけれども、所得の向上については、やっぱり村内の

ＧＤＰを上げること、要するに売上総額を上げることだというふうに思っておりま

す。今、農業総生産高が５億円、林業が２億円、年金が９億円弱というふうになっ

ているわけですけれども、農業、林業、合わせて年金に追いつかないというような

状況をなんとか逆転させなければいけないと。人口構造がですね、高齢化が続いて

おりますので、致し方ない部分もありますけれども、ということを思っておりま

す。要するにＧＤＰというか、総生産は、その国の豊かさを示す指標だとか言われ

ております。日本が５００兆円ぐらいで、一番のアメリカが２,０００兆円を超え

ている。２番目の中国が１,４００、１,５００兆円ですかね、ぐらいあるというこ

とでありますが、いずれにしましても、その農業、林業、商工業がそれぞれ売り上

げを伸ばされる体制をどうやってつくっていくか、どうやって支援、いわゆる応援

をしていくかということをお約束したいということであります。もちろん役場であ

りますから、支援、応援の範囲にとどまるわけでありまして、自らそういう事業を

実施するわけではないわけでありますけれども。 

まず、農業につきましては、栗のブランド化を進めているということでありま
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す。また、農作物につきましての生産支援といたしまして、実はブランディング、

ブランド化の中には、学校給食に、今、農林産物を納めてもらっておりますけれど

も、当然生産者の方におきましては、安心・安全な農林産物を納めてもらっている

と。子どもが口にするものでありますから。また、品質のいいものを納めてもらう

ということを前提とすれば、これはまさに低農薬でおいしいといいますか、品質が

いい農産物でありまして、ある意味ではブランド化に向かう一つのきっかけであろ

うかと思うわけであります。 

そういうものが出てきましたら、現在、直売所として、温泉センターがありま

す。また、新しく合戦峰の物産販売所もありますけれども、そういう地産地消の取

り組みと同時に、そういう物産を販売する仕組みをつくっていければと思っておる

わけであります。また、加えてそういう農産物がそろうということになりますと、

以前から山江村ふるさと便として、いろんな山江でできた農林産物を都会の人に届

けるような事業をやっていたわけであります。これは役場がやっていたわけであり

ますけれども、ぜひ産地直送の販売におきまして、山江のおいしい、そういう農林

産物加工の品物を直接都会の消費者に送るという仕組みも充実させていければと思

っているところであります。 

また、林業につきましては、何度も申しておりますが、本年度から林業の特産物

といいますか、特用林産物の拡大生産、いわゆる産地化と加工も含めて、流通の可

能性を探っていきたい。林業におきましては、木材がなかなか短期での収入にはな

りませんので、短期収入型作物としての特用林産物の拡大生産に取り組むと、支援

していくということであります。 

そして、もう一つは商工業でありますけれども、現在、プレミアム商品券を発行

しております。これは、少なくとも２,４００万円のお金が村内で消費される、村

内の関係者の方々に流れるという仕組みでありますし、その２,４００万円流れた

お金が、またその方が村内で消費していただくと、その２,０００万円が１.５倍、

２倍の効果も出てくるということでありますので、このことについても、その効果

も含めて、商工業との連携を深めていきたいと思っております。 

それから、暮らしやすい福祉の充実でございますが、冒頭、人口減少社会におき

ましてという話をいたしました。実は、昨日、金婚夫婦の表彰があったわけであり

ます。いわゆる昭和４３年に結婚された方々が、めでたく金婚の式を迎えられた。

８組おられました。その挨拶で、その結婚された当時の山江村の人口につきまし

て、私、調べて、話させてもらったところでありますけれども、昭和４０年です

ね、これは国勢調査でありますが、の人口は５,６３９名でありました。昭和４０

年の山江村の人口は、５,６３９名でございます。現在は、８月末、その住民戸籍
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の数字を見てきますと、３,５３３人であります。いわゆる２,１０６人、昭和４０

年当時からすると減少していると言いながら、一昨日の人吉新聞を見ますと、高齢

化はどんどん進んでおります。山江村においては３３.１％、いわゆる３人に１人

は高齢者だということで、６５歳以上の方だということであります。それでも、山

江村は錦町に次いで若い、人吉市が３５％を超えましたので、ということが言えま

すけれども、人口は減って、高齢者が増えるということは、そのことに対する課題

が浮き彫りになるということであります。いわゆるそういう高齢者の不自由な方々

への対策をどうとっていくかというようなことが求められているということであろ

うと思います。もちろん若い世代の課題もないとは言えませんけれども、そのため

に特に過疎の村でありますから、公共交通ですね、交通機関が不便というのは第一

にきますので、また医療機関に行くにも不便でありますし、そのことに対しまして

は、まるおか号を昨年度新しくですね、事業を行いまして、現在利用者が倍増をし

ております。まだいろんなこのまるおか号につきましてはご意見もお伺いするとこ

ろでありますので、停留所を増やしてほしいというような、人吉のですね、意見が

ございますので、更にそういう意見を聞きながら充実をさせていきたいと思ってお

ります。 

それから、高齢者だけでお住まいの世帯が増加しているということでありますの

で、そういう方々に対しまして鶴さん・亀さんの応援資金をやったり、これは５,

０００円でありますけれども、ケーブルテレビの料金が月に５００円でありますの

で、その１０カ月分は賄うというような計算にはなるわけですけれども、そういう

財政支援もやっているところであります。 

子育て支援といたしましても、給食費の無料化、高校生までの医療費の無料化も

しておりますし、他町村に先駆けていろんな子育て支援、また議会のほうと連携を

させてもらいながら行っているということでありますので、このことが先ほど申し

上げました、山江村がまだまだ３１％ちょっとに高齢化がとどまって、なんとかと

どまっているというようなことにもつながっております。 

また、健康寿命を延ばすと、いわゆるたっしゃか村づくりという事業を山江村以

前行っていましたが、まさにたっしゃか村づくりの第二弾といいますか、の事業で

あります健康ポイントを取得しながら予防医療に取り組んでもらうというような予

防事業も今年から行っております。そして、高齢者の方々が増えたということも含

めまして、高齢者の方々の社会参加を促すボランティアのポイント制も導入したと

ころでもございます。 

それから、３つ目でありますけれども、安全・安心な暮らしの確保といたしまし

て、議員おっしゃられましたとおり、大型災害が日本各地で多発をしております。
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まさに異常が当たり前、通常になってきている状況の中でどういう対応をしていく

か、そういう災害から村民の方々をどう守っていくかということが大きく求められ

ている時代になりました。いわゆる防災・減災対策をしなくちゃいけない。それ

と、防災・減災対策と同時に、ソフト事業であります避難を呼びかけましたとき

に、避難体制が果たして十分なのか、今、万江地区では温泉センターだけでありま

す。各集会施設は危険範囲に入っておりまして、温泉センターだけでありますし、

またそういう方々が避難された場合のですね、３,５５０～３,５６０人の村であり

ますから、例えば２,０００人の方が避難された場合、その施設はどこなのか、そ

の避難された施設で、例えば暑い時期でありますので、熱中症の危険性はないのか

というようなことも考えられるわけでありますから、そういう対策についても準備

をする必要があろうかと思っております。 

もちろん暮らしでありますから、また過疎の村でありますので、いろんなまだま

だ道路防災上の問題が、道路整備も含めて、防災上の問題残っているところであり

ます。その優先の順位をつけながら事業を行っているところでありまして、橋梁の

架け替えも相当老朽化した橋梁も点在しつつありますし、まだまだ生活道路を整備

してほしいという声も多くあります。先ほど申し上げましたハザードマップを作り

ながら、今作っているところでありますけれども、あと今年と来年で全てハザード

マップ、いわゆる危険箇所を示した地図で、どういうふうに避難するかという地図

でありますけれども、これを完成させながら、それに対する避難訓練等々も必要に

なろうかと思っているところでありますし、先ほど申し上げました避難された場合

の災害物資をあらかじめ調達する等のこともしっかり対応していきたいと思ってお

ります。 

それから、村民が輝く人材の育成であります。観光交流促進協議会のことも言わ

れましたけれども、村民が輝く人材の育成については、何と言いましてもですね、

村づくりは人づくりでございます。以前、米百俵と言われた総理大臣がおられまし

た。「米百俵の精神だ」ということであります。これは、長岡藩が戊辰戦争で敗れ

まして、財政が窮乏したと。長岡藩が戦争敗れて、財政が窮乏し、藩士たちの食べ

る食に、その日の食にも苦慮する時代が続いたという状態があった。この窮状を見

かねた長岡藩の師範から百俵の米が送られてきたということでございます。ただ、

この百俵の米を藩士たちは大変喜んだということでありますけれども、時の為政者

は、その百俵を換金し、お金に換えながら学校をつくったということであります。

その時の言葉が、「百俵の米も、食えばたちまちなくなるが、教育にあてれば明日

の一万、百万俵となる」というようなことであります。まさに英断されたその心意

気が伝わるわけでありますけれども、まさに村づくりは人づくりの精神の一つであ
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ろうかと思います。 

そういう意味におきまして、山江未来塾、いわゆる１００人委員会ですか、実践

活動がいよいよもって始まり、充実を見せようかとしております。更なる支援をし

ていきたいと思いますし、そういう学びの場としての実践活動が始まるとなります

と、山江村には「えほんの森」という特徴的な図書館はございますが、図書館につ

いての充実も必要になってこようかと思っております。更なる図書の充実について

もしっかり体制を整えていきたいと思っております。 

その１００人委員会、図書の充実とあいまって、この実践活動ののちには、この

方々の力を結集しながら、将来はぜひ法人格を取得してほしいと思うわけでありま

すけれども、いわゆる観光交流促進協議会なるものの組織化を図り、また山江村だ

けではなく、外からもいろんな方々のご支援をいただきながら、この充実を図って

いきたいと。将来的には、そのことが各地域にも波及して、各地域での事業をやっ

てもらうという地域協議会の設立につながっていけばなということを思っておりま

すので、その付近についての支援もしていきたいと思っております。 

もちろんＩＣＴ教育、来年で１０周年を迎えます。目標の１０年目を迎えます

し、一つの集大成でもあります。しっかりその成果を見させてもらいながら、また

更なる新たな１０年に向けて、どういう対策が必要かも検討していきたいと思いま

すし、このＩＣＴに関しましては、別に学術論とか技術論ではありませんが、我々

の暮らしに役立つＩＣＴの活用をやっていきたいと思っております。 

先般、人吉市で救急フェアが行われました。その折に、隣にちょうど外山病院の

院長先生がお座りだったものですから、山江村からたくさんの方がうちの病院にも

来られますという話だったものですから、特に１００歳を超えた熊の原に住まわれ

る方も来られるということでありましたので、「先生、タブレットで遠隔で医療は

できませんか」と申しましたら、非常に興味を持っていただきました。どういうや

り方をするんですよと言ったら、今テレビ電話もありますので、そういう方式で、

あとは耳が聞こえないとかいうような問題も言われましたけれども、そういう課題

をクリアしながら、在宅でお医者さんと話しながら処方をいただくと。もちろん肝

心なときにはフェイス・トゥ・フェイスといいますか、一対一で生身の体で診ても

らうということも必要ですけれども、お薬をもらうだけであれば、そのことでも十

分でありますので、問診をしながらということも、そういう打診もしてきたとこ

ろ、非常に興味をいただいたということでありますので、そういうことも視野に入

れて、暮らしに役立つＩＣＴを活用していきたいと思っております。 

また、子どもの交流事業、今、対馬との交流もしているところでありますけれど

も、本年、シンガポールへ４名の中学生を英語学習の場の提供として派遣をいたし
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ました。シンガポールの現地の学校の授業にその４人の生徒が入りながら授業を受

けたということでありましたし、帰って来てからの感想、「いろんな刺激を受けて

帰って来た」「未来に対する希望を抱いて帰って来た」という子どもたちの声があ

りました。従いまして、この事業につきましても、更なる充実、発展的な充実をさ

せていきたいと思っております。 

以上、私のこれまでの政治方針プラス新しくやることも含めて申し上げさせてい

ただきました。まとめといたしましては、以前でしたら、いわゆる経済が右肩上が

りの時代であったら、国・県が護送船団方式で国・県の方針に沿っていれば、地域

は活性化した時代でありました。ただ、今は、地域間競争の時代であります。何も

しなければ、どんどん置いていかれる時代であります。やる気を持って行動する市

町村と何もしない市町村では、格差がどんどん広がっていくという時代でありま

す。そういうことをしっかり踏まえながら、村民の皆様方とお約束しましたことに

つきまして、またこの山江村の課題解決に向けてしっかりと村政を担当していきた

いと思っているところでございますので、今後ともよろしくお願いをいたします。

以上であります。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 長い間、答弁ありがとうございました。これも山江ばかりでな

くて、どこの市町村も同様だろうと思いますが、人口の減少など、高齢化が進み、

多くなり、労働力の人手不足は見えております。農業、建設業、林業、製造業な

ど、頭の痛いところではございますが、行政の展開をよろしくお願いいたします。 

続きまして、山江温泉、物産館についてお聞きいたします。物産館に新設する栗

ペースト工場の状況、現在はどのようになっているのか。６月の定例議会で予算計

上され、説明をしてもらいましたけれども、９月から１０月までには稼働すると聞

いておりましたが、何の展開もないような気がしますが、その状況をお聞かせいた

だけばと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、森田議員のご質問にお答えいたします。 

お尋ねがありました栗ペースト工場の建設についてですけれども、まずこの財源

につきましては、国の補助金、地方創生拠点整備交付金を活用して行っておりま

す。 

設置する目的といたしましては、やまえ栗のブランド化の効果に伴いまして、や

まえ栗のニーズが非常に高まっているということがございます。まず、大手コンビ

ニエンスとのタイアップ、これは１２月にやまえ栗のモンブランケーキとして販売

をされておりまして、三、四万個販売し、すぐ完売するといったような状況でござ
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います。また、国内の航空機やＪＲでの食材としての活用、国内外の飲食店、レス

トランでの活用、全国展開の百貨店、スーパーなどからの取り引き依頼、また今月

も２３日に開催いたしますが、昨年度も開催いたしました栗まつりにおきましてや

まえ栗の直売を行ったところ、約１トンの栗が２時間から３時間程度で完売したと

いうことで、やまえ栗のニーズが非常に高まっているということでございます。こ

のようなことから、山江村物産館のゆっくりの横に栗加工品の施設、いわゆる栗ペ

ースト工場の増設を行うということで計画をいたしております。事業名を「やまえ

栗加工施設生産性向上プロジェクト」といたしまして、事業概要といたしまして

は、栗加工施設の整備、機械設備の導入というふうになっております。 

当初、最初の予定では、９月中に完成をいたしまして、１０月ぐらいから試験等

々をしながら稼働させるといったことにしておりましたけれども、設計段階でいろ

いろな検討事項もありましたし、導入する設備機器の予算等の調整、そういうのも

ありましたし、入札等の遅れも若干ございまして、現在ではまだ何も稼働してない

ということではございますが、建設工事につきましては８月に入札が終わっており

ますし、中の栗のペースト機を製造する機器につきましては、先般、随意契約によ

る見積入札のほうが完了いたしております。今のところ、工期を１１月末といたし

ております。この工期終了後、検査等を経て、直ちに栗加工品等の試作・製造を行

いたいというふうに考えているところでございます。 

栗加工製品、栗ペーストの利用・販売につきましては、食品関連の検査機関を経

てからになると思われますので、大体３カ月から６カ月の検査期間が必要だという

ことになりますので、早期に試作品等の製造を行い、検査機関に送りまして、本販

売におきましては、次年度は栗の時期には栗ペースト機等の機械を稼働させなが

ら、加工商品の販売につなげていければと思っております。 

また、施設の目的といたしまして、収益性の確保や従業員の確保、雇用の確保等

も求められると思いますので、その辺もですね、株式会社やまえと協議をしながら

計画的に進めていきたいというふうに思っているところでございます。以上でござ

います。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 随分事業が遅れているということを聞きましたけれども、栗自

体でですね、一本で事業ができるのか、また従業員の方など、すぐ募集して来るの

か、そぎゃんとの把握もできなければならないということを思っておりますけれど

も、進展としましては、遅れていることに対しまして予算の追加というものはない

んでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 
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○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

栗加工施設の製造におきましては、当初、業者、また株式会社やまえと打ち合わ

せを行っておりましたところ、ボイラー機器につきまして、当初は栗まんじゅうを

つくっている製造工場のボイラーを併設して使おうというふうに計画をしておりま

したけれども、どうしても容量が足らないということが判明いたしましたので、本

９月定例議会に補正予算といたしまして、備品購入といたしましてボイラー機器の

購入のほうを計上させていただいたというところでございます。 

ご承認いただければ、設置のほうが可能となりますけれども、またそうならない

場合は、ほかの手段を考えていかなければならないというふうに考えております。

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） そのボイラーは、栗まんじゅうをつくるのと、ペースト機械を

つくるのを統合するということで、ご理解はよかですね、それで。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

当初は１台のボイラー機で栗加工施設と栗まんじゅうの両方を稼働させようとい

う計画でございましたけれども、どうしてもボイラー機の容量が足らないというこ

とで、既存の施設はそのまま栗まんじゅうをつくる。そして、今回購入させていた

だくよう予算を計上している分につきましては、栗加工施設のほうに設置をすると

いうことで、分けて使うということでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） わかりました。更なる努力、研修をしていただいて、早急に設

置していただきたいというふうに思います。 

次に、小学校・中学校校内と通学路の安全性についてお聞きいたします。今年６

月に大阪北部地震が発生し、児童が犠牲になり、大きな課題となりましたが、山江

村での安全性は万全なのか、お聞きいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

まず、通学路については、児童生徒の通学の安全確保と教育的環境維持のために

各学校が指定している道路のことでございますけども、その安全確保にあたりまし

ては、交通安全、防犯、防災の３つの観点から安全対策を講ずる必要があるという

ふうに考えております。 

本村の通学路点検につきましては、まず学校におきまして、見知り遠足、避難訓

練、及び学校訪問時などに定期点検、それから年度当初はＰＴＡによります安全点
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検を実施しております。また、児童生徒の通学の安全確保につきましては、交通安

全面や防災面など、学校から指導をしていただいているところでございます。登下

校に際しましては、防犯ボランティアなどの多くの地域の方々に見守っていただ

き、大変ありがたく思っているところでございます。 

それから、夏休み中には、学校から報告がありました危険箇所を中心に県土木

部、駐在所、各学校、建設課、教育委員会など、関係機関で連携して、合同点検を

実施をしております。その結果、山田地区におきましては、道路に木や竹がはみ出

している箇所、ガードレールなど、安全施設が必要な箇所、歩道の幅員が狭い箇

所、カーブで見通しが悪い箇所などが１６カ所ほど。それから、万江地区におきま

しては、路側帯が狭い箇所、スピードを出す車両が多い箇所、それから落石の恐れ

がある箇所など、５カ所ほど点検をしたところでございます。その対策としまして

は、ガードレール等の設置、支障木の計画的な伐採、道路のラインの引き直し、標

識の設置やスピード違反の取り締まり強化などが挙げられるかと思っておりますの

で、関係機関と連携して安全対策に努めていきたいと考えております。 

それから、教育委員会といたしましても、通学における安全教育の充実を図ると

ともに、道路にかぎらず、老朽化している建築物、先ほどおっしゃいましたブロッ

ク塀とかの建築物など、防災上危険な場所の情報などを可能なかぎり共有すること

によりまして、通学における事故防止に努めていきたいと考えているところでござ

います。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 点検はしてあるということでご理解をいたします。 

私、山田小学校と万江小学校のグラウンドをちょっと拝見いたしまして、今年の

夏ですね、万江小学校は樹木の伐採してありました。山田小学校、７本ばっかりあ

りましたけれども、伐採とか剪定の計画はないのか、お聞きいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

まず、学校敷地内に樹木を植栽することによりまして、高さという空間が満たさ

れます。それから、校庭にも広がりが生まれ、季節を楽しむことができ、歴史を刻

み、温暖化防止など、様々なメリットが生まれてくるというふうに考えておりま

す。当然、自然界に生息する樹木と違い、庭木は、その樹木に適した樹形を目指

し、木の健全な育成を助けるために、剪定などの手入れをする必要があるというふ

うに思っております。 

ご質問の校内の樹木の伐採計画というようなことでございますけども、村内小中

学校内に植栽しております樹木につきましては、通常の植樹に加えまして、記念植
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樹とかシンボル的な木、それから思い出に残る木など、様々な樹木がございますの

で、基本的に伐採は計画しておりませんけども、木の健全な育成や安全対策などの

見地から、剪定につきましては実施をしているところでございます。つつじなどの

低木につきましては、景観づくりとか樹木の生長などを考慮して、各学校、毎年

度、剪定を行っているところでございます。 

それから、今ご質問がございました高木につきましては、病害虫の発生の抑制、

それから台風等による枝折れや、大きな枝の折損事故等が懸念される樹木の中か

ら、学校の要望や予算等を考慮して、専門業者に委託し、年次計画で実施しており

ます。 

平成３０年度につきましては、低木につきましては、２名の学校用務員がおりま

すので、１回から２回程度、剪定を行う予定で、既に１回は実施したところでござ

います。それから、高木につきましては、万江小学校、山田小学校、それぞれ、先

ほど質問にありましたとおり、たくさんございますが、万江小に植栽してあります

大きな木ですね、ケヤキの剪定につきましては、平成３０年度に計画いたしまし

て、夏休み中に実施したところでございます。 

それから、山田小学校の木でございます。翌年度以降の高木の剪定計画というこ

とで考えておりまして、校庭の外周に多数の樹木が植栽してございます。遊具使用

時とか、台風が上陸したときなどは大変危険な樹木が確かに見受けられましたの

で、剪定を実施したいということで考えております。予算が必要でございますの

で、翌年度以降に予算がとれましたら剪定を実施したいということで今考えている

ところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 剪定をしていただくということの計画でございますので、早期

によろしくお願いいたします。 

また、山江の特徴といいますが、通学路、日向瀬橋から山田小学校から小山田

線、その学路にイノシシ、シカなどの大型鳥獣が出没する。児童、住民から多くの

話を聞き、また農産物の被害もあります。屋敷下、山口田といった山中で繁殖を

し、活動しているみたいです。章鹿倉台地は、保育園、山田小学校、老健施設、永

シ切住宅などがあり、休猟区でもあります。銃砲所持通行禁止区域にもなっており

ます。よって、鳥獣保護隊も入山できない状況で、駆除もできない状況でもありま

す。 

そこで、昨年、平成２９年５月、議会議員視察であさぎり町の松尾集落と球磨村

の内布集落に行き、鳥獣被害対策防止のため設置されている鉄製のワイヤーメッシ

ュの棚があり、１００％に近い効果があると、取り組みがしてありました。 
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当局におかれましても、鳥獣被害対策、学路安全性から見ても、安心・安全な暮

らしの確保ということで早期に対策をするように強く願いたいところであります

が、対策の考えはございますでしょうか。よろしくお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） それでは、お答えいたします。 

通学路の鳥獣害によります安全対策ということでございます。通学路に対しまし

ては、目撃情報がこちらにも知らせがあっております。教育委員会を通してという

ことでありますけども、教育委員会から連絡がありますと、先ほど議員申された保

護区ですね、章鹿倉台地の保護区、銃器による捕獲はできないということでありま

すけども、わなの捕獲はできるということでありますので、近くの捕獲隊にお願い

しまして、捕獲わなによります捕獲の依頼を随時行っているというところでありま

す。 

鳥獣対策は、通学路の安全性も含め、人的被害もですけども、農林産物の被害防

止対策としては、非常に重要な課題と認識をしているところでございます。本村に

おきましては、１年間を通して捕獲隊に捕獲をお願いをいたしております。ちなみ

に昨年度は、捕獲頭数としましては、シカが７４７頭、イノシシが４０６頭、サル

が１９頭、アナグマが８１頭、カラスが１０羽を捕獲をいたしておりまして、この

捕獲に対します村の補助として、国・県も合わせたところですけども、全体で約

１,１８０万円を助成をいたしております。ここ数年、年々鳥獣自体が減少してい

るのではないかというふうにも思われますけども、それが原因で捕獲頭数も減少を

いたしております。あわせて、農林産物の被害も全体的には減少しつつあります。

これも捕獲隊の協力によります成果でありますということを思い、捕獲隊には非常

に感謝をいたしているところでございます。しかし、水稲、栗などの農産物の被害

があとをたたない状況でありまして、この対策につきましては、今後更に強化をし

ていかなければならないと認識をしております。 

先ほど議員申されていましたワイヤーメッシュの防止柵もあるということであり

ます。ワイヤーメッシュ、いわゆる金網ということでございますけども、この防護

柵の設置につきましては、本村も受益者にネットではなくて、このワイヤーメッシ

ュのほうを利用していただくように推進はいたしております。受益者にも活用を促

してはおりますけども、この資材につきましては、防護ネットよりも価格は確かに

高くはありますけども、受益者が共同で設置していただくということでありますな

らば、全額、国から資材につきましては補助が出るということであります。ただ

し、補助対象はあくまでも農地の被害防止によります設置ということでありますの

で、通学路の安全確保のための設置につきましては、現在のところ補助金はないと
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いうことであります。 

いずれにしましても、鳥獣によります人的被害がないように通学路の安全性の確

保と人的及び農林産物の被害防止の面からも捕獲に力を入れるとともに、防止対策

につきましてもより良い対策を今後講じていきたいというふうに思っております。

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） このワイヤーメッシュの棚ですね、国からの補助は出るという

ことでございますが、通学路の面に関して、教育長、どういうふうに産業振興課の

ほうにお願いはできないかの考えはございませんでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） この対策につきましては、学校からすぐ何か出ました場合に

は連絡いただいておりますので、すぐまた産業振興課にお願いをいたしまして、対

策を講じてもらっているというようなところでございます。学校としましては、子

ども等を守る観点から常に通学路の点検あたりはやっておりますので、そういう情

報がありましたら、すぐ産業振興課のほうにお願いをして、対策を打ってもらって

いるというようなところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 村当局におかれましてもですね、早急にこの研修されまして、

防護ネット、メッシュんごたっとを通学路なんかは設置していただきたいなという

ふうに考えております。 

鳥獣対策ばっかりですが、農林産の被害が多発する中で、災害防止として防護ネ

ットとか電気棚など、多額の補助金で設置され、イノシシやシカなどは大きな成果

を上げておりますが、現在、サルの被害が多発しておりまして、何か対策はござい

ませんでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） サルの被害対策ということであります。サルにつきま

しては、１頭当たり村も助成を５万円をいたしております。昨年度がですね、捕獲

が１９頭でありました。平成２８年度が１８頭、その前の年が平成２７年度が４４

頭ということで、年々、捕獲が減少しつつあるということであります。 

このサルの被害、捕獲ということであります。捕獲の方法で一番多いのが銃器に

よる捕獲ということでありまして、捕獲隊の中にはくくりわなとか箱わなでも捕獲

をされている捕獲隊の方もおられます。銃器によります捕獲につきましては、捕獲

隊の人数、銃器は１５名ほどおられますけども、サルの習性からしてもですね、そ

こに出没して、連絡でお願いしますといっても、もういないという状況でありまし
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て、なかなか捕獲に困難なものがあるというふうに思っております。 

今後、増加することが懸念されますサルの被害につきましては、非常に深刻な課

題でありまして、今何らかの対策を講じなければならないと認識をしているところ

でございます。 

サルの捕獲方法につきましては、銃器によります方法以外に、群れ自体を固定式

の囲いわなで捕獲するという方法もあるようでございます。また、例えば猿の群れ

の１頭にですね、捕獲をしまして、ＧＰＳ機能を着けて、そして逃がし、移動習性

を把握しながら待ち伏せして捕獲するという方法もあるようでございます。 

いずれにしましても、今後サルの効果的な捕獲方法につきましては、専門家の意

見を聞きながら対策について協議し、山江村ではなくて、人吉球磨、ほかの町村も

同じ課題だというふうに思っておりますので、人吉球磨で一体となって重点的に取

り組んでいかなければならないというふうに思っております。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 実は、私も捕獲隊でございまして、サルの行動は空中での進入

などで栗、柿などは全滅状態でございます。駆除隊も銃器を持っても、なかなか捕

れない状況が見えてきます。 

現在、村民で銃器を持っている人が３４名おりまして、高齢化もあり、また民家

のあるところでは発砲ができないということになっていますものですから、なかな

か思うように進まないのが現状だというふうに考えております。 

それに伴い、大型の箱わな、大きな箱わなですが、サルの捕獲方法として、また

専門家の研修などが必要だとは思いますが、村長のお考えは、どぎゃんしたお考え

でしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 有害鳥獣対策、特にこのサルの対策については、冒頭の所信表

明でも申し上げさせていただきました。それだけこのまま放っておくと、この山江

村のいろんなものが大変な被害を受けるような時代がやってくるというようなこと

から申し上げたところでございます。 

私は、１２、３年前に熊本県の有害鳥獣対策委員を熊本県南を代表してしており

ました。その折に、大学の先生に山江村のサルの被害について見てもらったという

ことであります。その時には、もちろん栗だけじゃなく、椎茸もそうですし、いろ

んなサルの被害を見てもらったということでありますが、その折にはですね、その

先生がおっしゃるには、捕獲するには、さあ、出たぞと言って、捕獲隊が行って

も、行った時にはその付近にはもうサルはおらんというような状況でありまして、

まさに議員おっしゃったとおりであります。その折にアドバイスいただいたのは、
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麻酔銃で捕獲して、ＧＰＳを埋め込んで、サルは大体ぐるっと同じところをまわる

そうでありますから、待ち伏せして撃つのが一番効果があるというようなことを一

生懸命言われました。 

ただ、十数年前ですので、今また新たなそういうサルの捕獲についての方法があ

ろうかと思います。議員おっしゃったとおり、専門家の意見を聞くなり、またそう

いうサルの捕獲について、大型の箱わなを含めて、優良事例もあるようであります

から、ちょっと情報を集めながらその対応をしていきたいと思っております。この

ことは早めにしないと、球磨郡内でも群れが増えているという状況でありますの

で、その群れが増えれば増えるほど被害も大きくなるというようなことであります

から、そういうことを考えてございます。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） 村長の心構えも大変いいと思いますけれども、やっぱり私もで

すね、サルに関しては、やっぱりグループが４つか５つかあっとですね。そっで、

集団で来るもんですから、全滅状態、それこそ全然ないような被害が起きておりま

すんで、ここのところは今から産業振興、私も一緒ですが、いろいろな話をしなが

ら、この対策にご協力いただけばというふうに考えております。よろしくお願いし

ときます。 

また、一つは、今、野生の猫、この野猫ですね、関することですが、現在、山江

村で多くの猫が餌やりや糞害などで地域でトラブルになっている状況でございま

す。山中や林道などに子猫や親猫などを捨てて帰る状況です。 

山江の猫の数はどれぐらいなのか未知数でわからないと思いますが、犬は毎年登

録、注射などでわかっていますけれども、なかなかこの猫というのは未知数でござ

いまして、全然素地ができない状況でもあると思いますが、この点をどのようにお

考えになるのか、お聞かせいただけばというふうに思います。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） ただいまの質問にお答えします。 

犬につきましては、議員申されましたように、犬の登録をして、狂犬病の予防注

射ということで飼い主からの申請をしていただいて、登録をしていますので、実数

はわかりますが、猫につきましては登録自体の数の制度もありませんし、野良猫に

ついてはどれだけいるのかという実態は把握できておりません。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） ですよね。やっぱり全然野良猫やっで、どしこおるかわからん

ですもんね、やっぱり。私もそぎゃん思います。 

前に、新聞等でですね、県が補助金新設ということで、犬・猫の殺処分をゼロに
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上げて、猫や犬の避妊・去勢の手術の費用をですね、制度を設置しました。雄が

５,０００円、雌が１万円だそうです。これは、自治会長、区長さんが飼い主でな

いことを確認した上で手術をすると。８月１日から運用を始めており、既に数件の

申請があっているということです。講習や啓発活動をする場合に上限として３０万

円まで補助するということが、県健康危機管理課というところで行われているそう

です。繁殖を抑えることで県施設に持ち込まないようにすることが目的だそうです

んで、山江としてはこの新設の補助金の考えはございますでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えいたします。 

県によります野良猫の避妊・去勢支援の補助金が新設されたということでありま

すが、この事業につきましては、先ほど議員申されましたとおり、雄１頭当たり

５,０００円、雌１頭当たり１万円の補助をし、残りの費用については申請者の負

担になるということであります。申請につきましては、野良猫が生息する区域を所

管する保健所に申請を行うということでございます。 

県に確認しましたところ、８月２８日時点で、県全体で８件の申請があってお

り、人吉保健所管内では申請件数はゼロということでございました。 

山江村のほうとしましては、現在も地域から野良猫による糞害などの情報が多く

寄せられているという状況でありまして、今年の５月１０日に環境美化監視員会議

を開催しましたが、その中で野良猫対策ということで議題を上げて、避妊・去勢手

術費用への助成や、避妊・去勢した野良猫への餌やりや糞などの管理を地域で行う

地域猫活動について事例を紹介し、意見交換を行ったところであります。 

会議の中では、「野良猫は、捕獲すること自体難しいのではないか」「飼い猫と野

良猫の判断がわからない」「誰がどこで猫を管理するのか」「税金を使うのはどう

か」などの意見が出たところでございます。この案件につきましては、各地区に持

ち帰っていただいて、また話し合っていただくようにということでお願いしており

まして、次回の会議の中で再度とりまとめを行いたいと思っております。その結果

を受けながら対策のほうを考えていきたいと考えております。 

まずは、望まれない猫を増やさないためにもむやみに餌を与えない、近隣の方に

迷惑をかけないように飼い猫は家で飼うなどのマナーを守っていただくよう周知徹

底を図っていきたいと考えております。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 森田俊介議員。 

○３番（森田俊介君） このペットの動物の汚染病があるそうですので、山江住民の方

々も注意を必要と思われます。 

これで一般質問を終わります。ありがとうございました。 



 － 56 － 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を１１時１０分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０２分 

再開 午前１１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、４番、西孝恒議員より、やまえ栗ブランド力向上推進事業について、１

つ、スクールバス停を含むバス路線や通学路の安全対策についての通告が出ており

ます。 

西孝恒議員の質問を許します。４番、西孝恒議員。 

 

西 孝恒君の一般質問 

 

○４番（西 孝恒君） ４番議員、西でございます。議長のお許しが出ましたので、通

告に従いまして、一般質問をいたします。よろしくお願いします。 

その前に、全国的に災害が発生しておりますが、最近ではちょうど１週間前の９

月６日未明に発生しました北海道胆振東部地震におきまして、特に厚真町では震度

７を観測したということであります。厚真町は、以前私たちも議会研修におきまし

てお世話になりましたところですので、今回の地震は驚いています。その大震災に

よりお亡くなりになられました皆様に心からお悔やみ申し上げます。また、被災さ

れました多くの皆様に心からお見舞い申し上げます。 

では、本日の質問内容は、１、やまえ栗ブランド力向上推進事業について、２、

スクールバス停を含むバス路線や通学路の安全対策についての２点であります。 

まず、１点目のやまえ栗ブランド力向上推進事業についてであります。やまえ栗

は古くから高い知名度がありますが、特に昭和５２年に昭和天皇へやまえ栗を献上

されましてから、更に出荷量も知名度も上昇しましたが、その後、生産者の高齢化

や鳥獣被害も増え、栗生産も減少傾向となりまして、復活するには新たな対策も必

要になってきました。 

最近では、やまえ栗のブランド化戦略として、山村活性化交付金事業の中で、昨

年６月にフランスのパリで開かれました日本食文化イベントにおいて、やまえ栗は

大変盛況であったことが人吉新聞にも大きく報道されまして、そのブランド力の向
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上につながったのではないかと思います。 

また、栗生産者の方へは、鳥獣被害防止事業や果樹振興対策事業等の補助や支援

策もより充実へ向けて改正などいただいていますので、生産意欲にもつながります

し、そのようなブランド力、またブランド化推進によりやまえ栗まつりの人気も上

昇しつつあるようです。 

そのような中で、今回は、更なるブランド力向上推進事業として、次の３点は地

方創生推進事業の一環で、新ブランド化戦略と思いますが、まずやまえ栗ブランデ

ィング事業について、その事業内容や状況をお伺いします。お願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、西議員のご質問にお答えいたします。 

やまえ栗のブランド力向上につきましては、先ほど議員からもありましたとお

り、平成２７年度から平成２９年度までの３年間は、山村活性化支援交付金事業を

活用して実施をいたしました。議員が申されましたとおり、フランスへの出店を行

ったほか、パッケージデザインの開発や、コンテンツサイトの開設、栗商品以外で

も乾燥加工技術の研究や真空調理及び冷凍技術の開発、ゆず商品のパッケージデザ

インの開発などに取り組みました。おおむね一定の成果が出たものもあれば、まだ

まだ継続して取り組んでいくべき事業もあるため、今回、国の地方創生推進交付金

を申請し、やまえ栗ブランディング事業を実施しているところでございます。 

このブランディングというのは何も難しい言葉ではなくて、やまえ栗を知っても

らうこと、このブランディングという意味は、「知ってもらうこと」ということを

意味しております。まず知ってもらわないことには、栗といっても、どこの栗でも

ですね、一括りにされてしまうということがありますので、やまえ栗の特性を生か

したものを情報を発信したり、加工品をつくったりするということで、「栗」と言

ったら、「山江」というのを知ってもらうためにこのブランディング事業を行って

いくということでございます。この取り組みは、平成２７年に策定いたしました総

合戦略基本目標の一つであります「むらの活力につながる雇用づくり」を目指すこ

とということにしております。 

今年度取り組む事業といたしまして、海外でのやまえ栗ＰＲ活動に３００万円、

全国発行紙にやまえ栗を掲載し、ＰＲする事業として２５０万円、計５５０万円を

計上しております。 

海外でのＰＲ活動についてですけれども、昨年度行いましたフランスでの出店に

引き続きまして、今年度はフランスでのですね、実際に現地での商材の取り扱いに

ついての交渉を行うことをするほか、生栗輸出条件等の調査を行うことをはじめ、

フランスではなく、フランスのみならず、アジアをターゲットとして、食品展示会
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等へ出店を考えております。こちらのほうには条件が可能であれば、栗生産者の方

にも一緒に同行していただきたいというふうに考えております。そのほかプロモー

ション活動などを実施する計画でございます。 

次に、全国紙への掲載ですけれども、まず全国紙、いろんな週刊誌とか月刊誌と

かいうふうにありますけれども、そのような発行部数を調査いたしました。週刊

誌、アニメ誌は、１００万部を超える発行部数があるんですけれども、ほかの月刊

誌は多くても数十万部ということ、また広告の掲載料が非常に高いということで、

この雑誌等の掲載はちょっと厳しいかなということで、別の方法を考えておりまし

たところ、企画調整課内でですね、別の業務で話が出ておりました航空会社の機内

誌、飛行機に乗られる方はご覧になられると思いますけれども、大体座っていると

ころの前に航空機の機内誌が置いてあると思うんですけれども、その閲覧数です

ね、大体どれぐらいの方が見られるんだろうかなということで、航空会社等に聞い

たり、自分たちで調査したところ、平均して３００万人を超える方が手に取って見

られるという結果が出ました。このようなことから、より多くの方に手に取ってい

ただきたいということで、航空会社の機内誌にやまえ栗、また山江村の特集記事を

掲載する旨のそのような契約を行いまして、実は、今日と明日、実際、山江村に来

られて、やまえ栗の生産者の方へのインタビュー、また栗の撮影、またやまえ栗の

歴史等を掲載されたり、栗を用いた郷土料理の紹介、特産品の紹介などの取材を今

日と明日行われているというところでございます。その後、校正作業を経て、来年

１月にですね、この飛行機の中に機内誌として掲載される運びというふうになって

おります。多くの方々の目にとまり、やまえ栗に関心を持ってもらうことはもちろ

ん、ふるさと応援寄附金等への活用、移住定住対策のツールとしての活用もできる

ような紙面の構成をしていくというふうに考えております。 

このほか、今月２３日に開催いたします「第１４回やまえ栗まつり」の経費の一

部、観光交流促進活動事業などもですね、この推進交付金の一部、栗のブランディ

ング事業として行っているというところでございます。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 今までのブランド化の事業の継続ということで、海外での事

業、それから国内と、一応予算については５５０万円のですね、その予算について

も述べていただきました。 

広報活動で広報誌ですね、機内誌とかもされるようでありますが、次に、やまえ

栗のブランディング事業については、平成３０年度の補正予算の第１号において、

ただいまの５５０万円ですけれども、そして今回、補正予算第３号で１０８万円ほ

どの追加でありますので、その点でですね、その追加分の変わった点がありました
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らお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

ただいま議員のご質問にありました今回の補正予算第３号にて、やまえ栗ブラン

ディング事業に委託料１０８万円を計上させていただいております。これは、先ほ

ど答弁いたしました機内誌の特集記事、山江村・やまえ栗の特集記事を抜き刷りと

した冊子、山江村だけを集めた冊子を作るのに１０８万円かかるということでし

た。５,０００部を作成できるということで、これを作成すると、国内の主要空

港、新千歳、羽田、伊丹、福岡等に置けるほか、地元であります熊本と、私たちが

大体利用するのは鹿児島空港になるんですけれども、鹿児島空港等にも置くことが

できるほか、５,０００部作成いたしますので、残りなのか、全部なのか、一部な

のかは別といたしまして、村のほうにもちろん最後は引き取りまして、村のＰＲ材

料として活用するというようなことができるというふうになっております。補正予

算の承認を得られれば、今日、明日取材で来られていますので、そちらのほうの紙

面も併せて校正のほうをしていきたいというふうに考えております。以上でござい

ます。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 第３号の１０８万円については、この山江村のＰＲ誌というこ

とで、その予算ということで関係者も何か明日来られるということのようですね。 

次に、やまえ栗のブランド化や生産増加対策についても歴史があるところです

が、昨年６月にはフランスでの販売や商談もスムーズに進んだということで、そち

らのですね、また更に進展したことがありましたらお願いしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

昨年度、フランス・パリにて日本食文化を発信するセボン・ル・ジャポンという

イベントに参加して来ました。その結果につきましては、担当のほうから報告会を

行ったり、広報誌等でもですね、結果につきましては報告はさせていただいている

ところです。やまえ栗の味につきましては、現地の栗よりも非常においしいという

ような評価をいただいたということで、何かしら今後につながることをしなければ

ならないということを考えているところです。 

その後につきましては、フランス・パリの現地の企画会社とやまえ栗の使用商品

等の小売販売に関する協議を実施したのをはじめ、熊本県内で開催されました海外

事業者との輸出の商談会に参加いたしまして、実際に山江村で生産・商品化してい

る栗の消費につきまして、見積依頼等を受けているというところでございます。海
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外に出すと、輸出するということは、いわゆる関税等の問題もありまして、例えば

１００円の商品でもですね、数百円単位にならないと、向こうでは売れないと、販

売できないというようなこともございますので、向こうの現地の商社の方から言わ

れるのは、やはり販売のロット数を上げてもらうというのが一番大事だろうという

ことでございました。なかなかロット数、一気に出荷する量を上げるというのは、

それだけ取引量を増やさなければならない、出荷量を増やさなければならないとい

うことでもございますので、更なる販路拡大の展開等を進めていきたいということ

を考えております。そのようなことを今年度事業で引き続きやっていきたいという

ふうに考えております。 

また、フランス以外では、香港で開催されました、これ今年の５月に開催された

んですけれども、球磨焼酎ＰＲフェアの食材としてですね、山江村のやまえ栗を称

した商品がデザートとして一緒に提供されて、現地の方からもですね、食されて、

非常においしいという結果を得たというところもございますので、今年度の目標で

ございますフランスのみならず、アジアをターゲットとした商品展開等もですね、

つなげていきたいというふうに考えております。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 海外での活動を更に進めているということでありますが、この

やまえ栗ブランディング事業については、一応予算の中では委託料となっているわ

けでありますが、今までのところ、この委託先についてとかはどこかなかったよう

な気がしますが、その辺また何件か委託があるわけでしょうか、お願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

今回のブランディング委託事業につきましては、７月に提案型の審査会によりま

して業者のほうを決定しておりまして、委託を行っております。 

また、航空会社の雑誌掲載につきましては、８月に随意契約による見積入札によ

りまして契約を締結しているというところでございます。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） では、次に地域づくり研究所におけるやまえ栗ブランド力向上

への進捗状況についてと通告をしておりますが、今年の補正予算第１号では地域づ

くり研究所運営費の中の委託料となっている部分であります。その事業内容と現在

の状況についてお願いしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

地域づくり研究所での栗ブランド力向上への取り組みについてですが、これまで
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東京大学との共同研究を中心に多くの分野で調査研究を行っているというところで

ございます。 

まず、成果といたしまして、成果品が出ております。やまえ栗の公式ガイドブッ

ク「やまえ栗の一年」、またダイジェスト版の「山江村は栗づくし」の発行をはじ

め、栗に関するデータ等の収集や、栗生産に関する履歴のデータ化、ＱＲコードの

作成などを行っております。また、栗に関する関係機関を一堂に会し、やまえ栗の

生産力向上や６次産業化を推進するための栗コンソーシアム会議を定期的に開催す

るなどしております。そのほか、山江村未来塾１００人委員会、栗ブランド部会活

動支援、観光交流部会での栗拾いツアーの支援を行っております。 

本年度は、推進交付金を活用いたしました事業として、観光交流人口拡大の素材

でやまえ栗を活用する取り組みを実践しております。これは、フットパスとか、そ

ういったツアーの企画等も行っているというところでございます。 

研究所につきましては、栗の取り組みのみならず、医療、介護、教育、公共交通

等ですね、様々な分野で調査研究を行っておりますので、委託料の全てがこの栗の

ブランディングに行うというものではございませんので、ご了承いただければと思

います。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） この委託料については、一応、国の交付金が９５５万円と、そ

れから一般財源が２２５万円ですか、１,１８０万円ということでありますが、一

応この内容の内訳はどのようになっているか、わかりますでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） 委託料の詳細な資料はここに持ち合わせておりません

けれども、地域づくり研究所の委託料の中で一番大きいのは、やはり東京大学との

共同研究に関する委託料ということになっております。また、そのほか、観光交流

促進に向けた委託料とか、ほかの様々なセミナー等を開催する委託料なども計上し

ているというところでございます。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） さらに、補正、今度は３号でその分に７０万円上げてあるわけ

ですけれども、一応この分については変わったところがありましたらお願いしま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

今回の一般会計補正予算第３号にて、地域づくり研究所の中に委託料７０万円を

計上させていただいております。これは、地域力創造のための外部専門家を活用す
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る事業で、主に観光交流事業の促進による地域活性化を促進するために行う事業と

いうことで、現在設立を進めています。村長の先ほどの答弁にもありましたとお

り、観光交流促進協議会の設立・運営に向けた支援、この中にはもちろん栗を活用

したものも含まれておりますけれども、そういったものをしていただくということ

で今回計上させていただいているということでございます。 

今回のこの事業につきましては、国の交付税措置もあるということを聞いており

ますので、申し添えておきます。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 実は、委託先についてはちょっとよくわからないんですけれど

も、この事業は、地域づくり研究所に委託されるのか、地域づくり研究所からもっ

と詳しいところに委託されるのかと思いますが、そのどちらもでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

今回の補正予算の分につきましては、山江村から外部の機関のほうに委託すると

いうことで計上させていただいております。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） では、次の質問にいきます。 

果樹振興の中の栗生産振興事業につきましても、今回補正予算第１号におきまし

て１,５００万円上げてあります。この３点はいずれも山村活性化支援交付金を活

用されたということで、一応その３点について今お尋ねしているところでありま

す。その栗生産振興事業について、ここは約１,５００万円ですけれども、これも

やまえ栗ブランド力の向上推進事業の一環かと思いますが、その事業内容と途中経

過についてお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 栗生産振興事業の途中経過と進捗状況ということだと

思いますけども、この事業につきましては国の地方創生推進交付金を活用しまし

て、やまえ栗の団地化と生産量の増加を図り、農業所得の向上につなげるために栗

の新植を推進をいたします事業であります。事業費といたしましては、約１,５０

０万円ということであります。 

この事業内容といたしましては、川辺川造成団地を有効活用するために、この団

地内に栗の新植を推進をいたします。現在、造成団地を所有、もしくは耕作されて

いる方に栗の新植の募集をいたしておりまして、応募された方の圃場の中から適正

な箇所を村で選定をいたします。そして、そこの圃場を除草、草払いですね、そし

て地ごしらえ、土壌改良も含めたところですけども、そして新植、栗を植えると、
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苗木代もこの交付金を活用するということであります。そして、施肥、肥料をやる

と。そして、必要に応じて有害鳥獣の防護柵も設置をするということであります。

もちろんこの作業につきましては、専門家の指導のもとに行いたいというふうに思

っております。受益者の負担は全くいただきません。 

応募の条件といたしましては、今後適正に管理ができること、そして１カ所当た

り１０アール、１反以上の面積であることということであります。 

この交付金を活用しますと、大体面積としまして５から８ヘクタールの新植がで

きるだろうというふうに計画をいたしております。栗の品種につきましては、今、

県と生産者と検討中ということであります。 

また、この事業は、委託事業でありまして、村が直営でする事業でありませんの

で、この事業は委託事業であります。委託先はまだ未定ということでありまして、

従いまして、現時点での進捗状況としましては、現在応募をとっているという状況

であります。 

今後、この事業によりまして、栗の生産量の増加、そして品質向上を図りまし

て、農家所得の向上につなげたいというふうに思っております。以上でございま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） なかなか大規模な栗の増産計画のようであります。 

ちょっと確認ですけれども、ただいまのご説明によりますと、この栗生産振興事

業は、一応、国の地方創生推進交付金を活用したやまえ栗の団地化による生産量の

増加を図るということでありまして、その応募の条件にあった受益者の方はその選

定された場所ですね、場所の除草や地ごしらえ、先ほど植栽とか施肥ですね、それ

から防護柵まで何の負担もなくて、もちろんそのあとは、受益者の方が作業を行っ

て、栗の収穫後も何の負担もなくて、安心して新植された栗の栽培ができるという

ことですか、お願いします。何も負担がないということで。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） この事業につきましては、受益者の負担は全くいただ

きませんということでございます。この推進交付金は、今年度初めて採択されまし

た事業でありまして、これはソフト事業であります。ですから、村が直営ではでき

ないということでありますので、どこかの団体とか会社とかにこの作業は委託する

ということになります。個人があとでしていただくと、負担といいますか、お金の

負担はありませんけども、あとでしていただくというのは、植栽したあとの下刈り

とか剪定とか、適正な管理はしていただくと、個人でしていただくということであ

りまして、この事業に対します個人負担は全くいただかないということでございま
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す。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） その委託先についてはこれからということでありますが、非常

に広い範囲の計画ということで、これまでにない本格的な増産体制へ力を入れられ

た事業であるということを感じます。 

以上、３点につきましては、いずれも地方創生推進交付金を活用された事業とい

うことで質問をいたしました。 

先ほど私が交付金事業の内容をちょっと間違って言いましたので訂正をいたしま

すが、先ほどは山村活性化支援交付金ということで申し上げたところですが、それ

はちょっと前の交付金でありまして、今回のは地方創生推進交付金ということが現

在の交付金でありますので、訂正をさせていただきます。 

それで、やまえ栗のブランド力の更なる向上へ向けてそれぞれの立場からの新戦

力で３本柱になるかと思います。今後ますますのブランド力と安定した生産も期待

されるところであります。 

以上で、最初の質問を終わります。 

次に、２番目の質問ですが、スクールバス停を含むバス路線や通学路の安全対策

についてであります。通学路の安全対策については、ちょうど１年前に質問してお

りますが、その後の状況などを含めて、お願いします。 

まず、スクールバスの乗り場といいますか、各待合所の管理状況についてであり

ますが、この乗り場は設置されましてからかなり年数も経っておりますので、ＰＴ

Ａの一保護者の方から、「老朽化をしているので、リフォームが必要ではないか」

とご意見を聞きまして、私も改めて、まず万江地区の近いところで５カ所ほど状況

を見てみましたが、確かに屋根や壁のスレートなどが割れたり、また柱の下のほう

は劣化して朽ちているところもありまして、中のベンチのほうもちょっとざらざら

した感じですので、生徒さんもここで気分良くバスを待てるだろうかと思ったとこ

ろであります。もちろんＰＴＡのスクールバス部でも管理されているようですが、

このように古くなった場合の改修は費用もかかりますので、対策が必要かと思いま

すが、村や教育委員会におかれましては、そのような対策の予定はないでしょう

か、お願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

本村のスクールバスにつきましては、万江、小鶴地区から８つの停留所を経由し

て山江中学校まで走行し、登校時は万江小の児童９名と山江中の生徒２１名が、下

校時は山江中の生徒２１名が乗車をしております。小鶴、向鶴、柚木川内、葛、淡
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島、神園、城内、温泉センター前にそれぞれバス停がございまして、教育委員会で

停留所の看板を設置をしているところでございます。 

また、待合所につきましては、スクールバス運行開始頃から利用する児童生徒の

保護者の方々で小鶴を除く７カ所に設置され、途中修繕等を行いながら今日に至っ

ていると聞いております。 

管理状況についてでございますけども、年１回スクールバスを利用する万江小及

び山江中の保護者や児童生徒でバス停周辺の清掃を行っておられます。ちなみに、

今年度は９月２日に実施をされたというふうに聞いております。 

また、バス停待合所の管理費につきましては、万江小と山江中のＰＴＡ予算にそ

れぞれ計上されております。その予算をスクールバス路線整備会計というところで

積み立てて、作業や修繕等、実施した際に必要により支出をされておられる状況で

ございます。なお、万江小につきましては、ＰＴＡ役員組織の中にスクールバス主

任を設置しているというところでございます。 

先般、それぞれの学校の校長または教頭と教育委員会で、合同でバス停の状況を

調査いたしました。停留所の看板につきましては、年数の経過により、どのバス停

も看板がかなり傷んでいるというのが確認できましたので、なるべく早い時期に修

繕を行いたいと考えております。また、バス停につきましては、先ほどご指摘のと

おり、屋根や壁の破損など、修繕が必要な箇所が見受けられましたので、設置者の

意向を確認しながら、どのように考えておられるか確認しながら、村といたしまし

ても、教育委員会といたしましても、できるだけの支援をしていきたいと今考えて

いるところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） ただいまのご答弁から、８つの停留所、それから待合所がある

ということでありまして、管理費のほうは各ＰＴＡの予算から計上されていて、定

期的に清掃もなさっているということでありますが、私もＰＴＡの方からその点に

ついては伺っておりました。ただ、全体的な改修として、これについては、今ご答

弁からなるべく早い時期に改修と、それから設置者の意向を確認しながら、できる

だけの支援をしていくという意向をいただきました。予算もかかるかと思います

が、これで生徒さんも気分良く登校できるのではないかと思います。 

次に、歩道の老朽化や横断歩道とそのダイヤマークの表示の劣化対策についてで

ありますけども、この部分につきましては、ちょうど１年前の９月定例議会におき

まして質問していますが、今回はスクールバス停を含む路線ということで再度加え

させていただきました。県道ではありますが、前回は速度表示についても劣化して

いるという状況を話しましたけれども、その後、学校付近の速度標識の３０キロ以
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下の標識ですね、この標識については、公安委員会のほうでしょうか、新しく建て

替えていただいております。それで、よく目につくようになりました。 

しかし、横断歩道や、その手前のダイヤマークについては、かなり劣化して、消

えている部分が多くなっています。特にカーブの近くのダイヤマークは、次に横断

歩道があるということを知らせる重要な役目ですから気になるところであります。

この部分については、前回は産業振興課のほうからでしたか、警察のほうで改善が

なされるというところで判断しているということでありましたが、県道ではありま

すが、その後の改修計画はないでしょうか、お願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、お答えいたします。 

まず、議員ご承知のとおり、県道坂本人吉線の道路の側溝や歩道の整備につきま

しては毎年のように要望を行っており、ご存じのとおり、側溝改修が僅かではござ

いますが、年次的に行われているところでございます。 

ご質問の歩道の老朽化対策でございますけれども、こちらも舗装路面の劣化によ

る凹凸等についても要望を行っているところで、なかなか整備ができないのが現状

でございます。県は、管理する管内の道路整備などは予算内で優先順位をつけて作

業を行っているようでございます。 

また、横断歩道やダイヤマーク表示の劣化対策ですけれども、路面表示について

は交通規制に係る表示でございますので、警察、公安委員会が管理を行っていると

ころでありまして、こちらも劣化等が進み、見えにくくなっているのが現状でござ

います。こちらも県道と同様に予算内で優先順位をつけて整備を行っているようで

ありますので、議員のご質問の改修時期でございますけれども、今のところはわか

っておらず、来年度以降になるかと思っているところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） ただいまの件については毎年要望しているということでありま

すが、一応優先順位で進められる事業ということであると思います。 

最後に、通学路の安全対策ということで、山江村通学路交通安全プログラムの実

施状況などについてもお願いしたいと思いますが、実は、ご承知のことですが、先

ほどもちょっと森田議員からもありましたけれども、大阪府の北部地震で小学校の

ブロック塀が倒壊して、女児が死亡したのを受けての対応で、文科省の緊急点検で

は全国１万２,０００校超で安全性に問題がある塀が確認されたということであり

ます。一応、文科省としては対策を急ぐということでありますが、そのための予算

もかなり盛り込んだということが新聞にも出ておりました。 

本村は、その予算の中には何かクーラー設置のこともあるそうですけれども、本
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村はクーラー設置は済んでおりますし、本村においてそのような危険ブロックの塀

はないかもしれませんが、調査が済んでおりましたら、その状況をお願いしたいと

思います。 

○議長（秋丸安弘君） 蕨野教育課長。 

○教育課長（蕨野昭憲君） それでは、お答えいたします。 

本年の６月に発生いたしました大阪府の北部地震でブロック塀が倒壊しての死亡

事故を受けまして、国公立及び私立の幼稚園や小中高校など、全国５万１,０８５

校を対象にブロック塀の緊急点検が行われました。 

本村としましても、各小中学校に調査を依頼しましたところ、山田小学校につき

ましてはブロック塀はございませんでしたが、万江小学校と山江中学校からはブロ

ック塀があるとの報告がございました。その報告を受けまして、教育委員会でも調

査を行いました。万江小学校に１カ所、それから山江中学校に１カ所ございます。

全体的には高さ１.２メートル以下のブロック塀でございまして、一部ではござい

ますが、一部高さ制限を超えていましたり、年数経過によりまして劣化や損傷があ

ることなどを確認いたしましたので、安全性に問題があるブロック塀として県に報

告いたしまして、その後にすぐに立ち入り禁止とし、応急的に安全対策をとったと

ころでございます。どちらのブロック塀も築造後２０年以上経過しており、塀に一

部傾きや損傷などもあることから、県の教育委員会が示しておりますブロック塀の

撤去にかかる判断の目安に適合しているというふうに判断をいたしまして、撤去し

て、フェンスや擁壁などに改修する方向で今検討中でございます。 

そのような中に、先ほど議員申されましたとおり、文科省は公立小中学校の危険

なブロック塀の改修、クーラー設置などの対策費として２,４００億円を盛り込ん

だ２０１９年度の概算予算要求案を示されたところでございます。その文科省の方

針を受けまして、県からもブロック塀の撤去にかかる経費の補助の希望調査が８月

頃ありましたので、概算工事費を算出いたしまして提出をしたところでございま

す。 

いずれにしましても、子どもたちの安全面から対策を急ぐ必要があるというふう

に考えておりますので、県のその後の動向等も含めまして、財源等を考慮しながら

速やかに改修工事を実施したいというふうに考えているところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） ブロック塀については、ちょっと私も気づかなかったのですみ

ません。万江小と山江中学校に該当するブロック塀があるということで、高さは、

それほど１.２メートルですか、ないということでありますけれども、一応２０年

以上経っているということでもあります。文科省の方針から、一応、県のほうでも
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補助の調査があって、ただいま提出されたということでありました。安全面から対

策を急ぐという、ただいまの意向をいただきましたので、安全・安心な登校ができ

るのではないかと思います。よろしくお願いいたしたいと思います。 

次に、山江村通学路の交通安全プログラムによる合同点検結果かと思いますが、

通学路の要対策箇所一覧表の前回の１年前の結果と今回見ました結果を比べます

と、点検結果の対策箇所一覧表でありますが、一応こちらのものでありますけれど

も、これを比べますと、１年前の結果と今回見ました結果を比べて、箇所数はどち

らも１１カ所でありますが、そのうちの６カ所は同じ箇所で、まだ対策が残ってい

るところと思います。ほかの５カ所は対策済みのようですけれども、対策済み一覧

表がもう一つありますけれども、そちらのほうを見ますと、こちらのほうはまだ１

年前とこちらは同じ箇所になっておりますので、その確認がよくできませんけれど

も、その要対策箇所一覧表から外れた今回の５カ所については対策済みと見てよい

でしょうか、お願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、お答えいたします。 

交通安全プログラムでの合同点検の結果につきましては、毎年公表をしておりま

す。要対策箇所の一覧で、また対策が済めば対策済みとしてハード面の整備を一覧

表にて上げておりますが、議員ご質問の対策済みの確認ができてない箇所につきま

しては、主にソフト面の対策ということでございますので、対策済みとしていると

ころでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 今、ご答弁をいただいてわかりました。こちらのほうは、まだ

ソフト面のほうで、対策済みの一覧表への入力が終わっていないということです

ね。 

本村を通る県道は、特にカーブの多いところですから、また劣化したよく見えな

い表示などは安全対策を、県道ですけれども、願うところであります。 

以上で、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を１時１５分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５７分 

再開 午後 １時１５分 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、８番、中竹耕一郎議員より、地域づくりと１００人委員会についての通告

が出ております。 

中竹耕一郎議員の質問を許します。８番、中竹耕一郎議員。 

 

中竹耕一郎君の一般質問 

 

○８番（中竹耕一郎君） それでは、８番議員、中竹です。午後一番になりましたけど

も、ただいまから議長の許可をいただきましたので、一般質問をさせていただきま

す。 

午前中に森田議員もしくは西議員のほうからいろいろ質問があったわけでありま

す。中に私が通告しておりましたことも入っておりますので、重複する点について

は省きたいというふうに思います。一部、中についてお尋ねをしてまいりたいと思

います。 

まず、はじめにいろんな災害が立て続けに起きているわけですが、昼のニュース

を見ておりましたら、北海道の子どもたちも１週間ぶりに学校に行けるようになっ

たということですが、まだ先ほど言われました厚真町ですか、水がまだ１カ月ぐら

い断水状態が続くということで、大変辛いだろうなというふうなことを考えており

ます。できるだけ早めに回復ができることを願っているところであります。 

さて、今回の定例会の村長の所信表明の中、冒頭演説の中でありましたけども、

いろいろ説明があったわけです。私なりに解釈をいたしますと、主に人口減少問

題、それから地域循環型の経済環境の定着、あとまた安心・安全を求める防災関係

等々ですね、さらには健全財政を目指して、チャレンジして、要するに最終的に夢

を持つ若者、住み良い村をつくるんだというふうな内容の話だったと思います。 

もちろん人的支援による地域づくり、そういうことも入っておりましたが、そこ

で地域づくりについてお尋ねをしたいと思います。個別的には課長のほうで答弁い

ただくことにしまして、大筋では村長のほうに答弁を願いたいというふうに考えま

す。 

地域づくりについてお尋ねするわけですが、地域づくりに対する基本的な認識、

その狙い、やり方、手法、それからどういったことを地域の姿として夢に描いてい

るのか、課題を含めてお答え願いたいと思いますが、従来から地域再生とか地域活

性化とか、その時の状況に合わせて様々なところから地域づくりは行われてきたわ

けです。もちろん予算措置もされてきたところでありますが、現在は、平成２６年
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に「まち・ひと・しごと創生本部」が発足して、それに基づいてそれぞれの自治体

は総合戦略を立てまして、目標の数値設定をして、それに向かっているわけであり

ます。 

そこで、先ほど言いましたように、いろんな課題もあると思いますが、地域づく

りに対する全般的なこれをこうしたいんだという基本的な認識をまず伺いたいとい

うふうに思います。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、お答えいたします。 

私に地域づくりの認識をということでありますので、当然こういう地域をつくっ

ていきたい、何のためにどうしていきたいということは、この村づくりといいます

か、方針でありますので、私のほうからということでありますが、個別のことは担

当課長からということであります。ただ、根本的な地域づくりという言葉でありま

すけれども、要するに地域をつくるんだということでありますが、なかなか奥深い

ものがあろうかと思っているところで、改めまして私なりに考えさせていただきま

した。議員ともいろんな話をさせていただくんですが、この重いテーマは初めてで

ありまして、その意味からちょっと考えさせてもらったということであります。 

今、持続可能な地域社会づくりという言葉があちこちからよく聞かれます。公共

交通をつくるときにその会議の中で持続可能な地域公共交通のあり方とか、健康福

祉のほうでは持続可能な福祉のあり方とか、その持続可能な山江村の地域社会をつ

くることがやっぱり地域づくりなんだろうというふうに考えます。ただ、私この場

でもしゃべったと思いますし、課長会でも何度となくしゃべっておりますけれど

も、ともすれば、その持続可能なという言葉は、三位一体の改革があったというこ

とも含めて、経費を削減することによる自治体のスリム化といいますか、身軽さと

いいますか、ということを目標にするんだというふうに考えがちでありますけれど

も、私の考える持続可能な山江村の地域社会と申しますのは、山江村の地域社会の

維持を前提として、絶えず変化をしていくこと、その時代のとき折の課題に対しま

して柔軟な変化をしながら対応して、その対策を打っていくことだと思います。従

いまして、もろもろの事業を展開していくということでありますが、申し上げまし

たとおり、待ちの姿勢ではなくて、やっぱり積極的にいろんな事業に取り組んでい

くということが大事であろうかと思います。全国の優良事例として、そういう自治

体が、例えば島根県の海士町とか、「葉っぱビジネス」で有名な四国の上勝町とか

挙げられますけれども、そういうメディアに取り上げられる、また世間から注目を

されるということも大事ですけれども、そういうことだけではなくて、山江村らし

いコミュニティを維持しながら、山江村にある資源を活用して豊かな暮らしを実現
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することだと、豊かな暮らしというのは、もちろん経済的のみならず、心の豊かさ

といいますか、コミュニティの中での心の豊かさを目指していくべきだというふう

に考えているところであります。 

従いまして、その地域づくりという言葉自体ですね、非常に多岐にわたっており

まして、先ほど申し上げました４つの約束もそうでありますけれども、一つ一つが

その山江村の地域づくり、その目標としてはこの山江村を次の世代にしっかりです

ね、この山江村として、また夢のある山江村として残すことが我々の役割であり、

我々が取り組む地域づくりだというふうに考えております。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 概念的には、非常に地域づくりについてはまさにそのとおり

だと思います。今から先は、要するにその持続可能な社会づくり、地域創生そのも

のだと思います。ですから、私も思うんですが、今いろんな事業をやっています

ね。この単なる地域づくりの企画調整課がやっているだけの事業じゃなくて、例え

ば子どもの支援とか介護サービスとか、林業、農林業政策、教育、これは全て地域

づくりにつながっていく事業だろうというふうに思います。ですから、そういうの

を総合的に多角的に運営して、施策を打って、地域づくりにつなげていくというの

が大事なことだろうというふうに私も思います。その観点で、ぜひ全て地域が残る

ような、持続するような観点は常に頭の中に入れながら、事業政策を制度をつくっ

ていくというのが大事なことじゃないかなというふうに思います。 

それから、先ほどちらっと私申し上げましたが、人口の減少問題ですね、これは

どうしても避けて通れない問題だというふうに思います。いっときですね、いっと

きというか、先般、地方の定住圏構想というのがありますね。要するに人口流出を

止めるんだと。人吉球磨でとにかく人口の流出防止ダムをつくるというような、そ

の定住圏構想というのがあるんですが、その中でもうまくまわっていかないという

こともあるわけですが、やっぱり地域間で人口の取り合いをしていく。勝ち組はい

いわけですね。勝ったところは。だけど、負けたところは必ず出てくるわけです

ね。増えたところはいいですけども、減ったところはもちろん出てくるわけです。

ですから、人口のやり取りをしててもしょうがないじゃないかというふうな気もす

るわけです。町村ではですね。だから、その地域づくりのフィールドをもっと大き

くして、例えば山江と球磨とか、こういうことを言っちゃいけませんが、相良と

か、分けないで、トータルで考えて、人吉球磨という一つの拠点、フィールドをも

ってきて、その中で地域づくりをしていくということも大事じゃなかろうかと思い

ます。特にこれだけ１,０００兆円もツケが残っているわけですから、そのツケを

やっぱり後世に残していかないという方法も必要だろうというふうに思います。で
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すから、そういう人口のやり取りじゃなくて、例えばフルセットで準備できるわけ

じゃありませんから、例えば山江は教育で頑張るとか、相良は医療で頑張るとか、

例えばの話ですね、球磨村は老人福祉とか医療で頑張るとか、そういうふうな考え

方も必要じゃないかなというふうに思うんですが。 

現在、行政組合ですね、ごみ処理の問題とか、それから観光事業、それから消防

事業やっておりますが、自治法では適正規模を図っていくんだというふうなことを

法律的には書いてあるんですが、人吉球磨では、そのような全体を一つに考えたフ

ィールドにした地域づくりという話が出てきているのかどうかですね、まずその辺

をお尋ねしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） まさにおっしゃるとおりだと思います。冒頭、話しましたとお

り、９００人程度の高校生が人吉球磨卒業するわけですけれども、この地域に人吉

球磨に残るのは７２人だったと、昨年のことですけども、ということであります。

ただ、もちろん大学、専門学校に行く子どもたちも多いわけでありますから、人吉

球磨にはそういう教育機関ありませんので、当然よそに出て、いろんな勉学に励ま

れるということになろうかと思いますが、ただ、そういう若者、女性がしっかりＵ

ターンしてくれる、また都会からＩターンをしてくる、またＪターンをしてくるた

めにはどういう地域をつくっていけばいいのかというようなことになろうかと思い

ます。 

人吉では、今、観光地域づくりの事業として、人吉球磨一体となって、これは相

当な予算を組んで、また大きいところから人吉・錦・あさぎり・多良木から職員も

１人ずつ出ながら、熊本県の職員も１人張り付いて、その事業を展開をしようとし

ております。私、いずれにしろ、その観光事業を推進するにしろ、やっぱりよく山

江村の場合は、「結果、観光だ」というような言い方するわけであります。要する

に観光客に来てください、来てくださいということで活動するよりも、本当に住み

良い、いい地域をつくっていった結果、観光客が来る、交流人口が増える、移住が

増えるというようなやり方が適しているんだろうというような考えであります。 

従いまして、もちろん例えば山江は栗ですが、相良はお茶でありますけれども、

そういう特徴ある事業をといいますか、地域特性を持っておりますので、その地域

特性に合わせてそれぞれの町村が頑張られる、それをしっかりみんなで応援してい

くということも大事であろうかと思っているところでもありますけれども、ただ、

そこで住む人間はですね、暮らしは全ての恩恵を受けなくちゃいけないというよう

なことであります。教育の恩恵だとか、福祉の恩恵だとか、経済的な恩恵だとか、

生活環境で住み良い環境があるのかどうかとか、これは基本的なことは当然地域で
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やっていかなくちゃいけないということ等に加えて、その特徴ある地域の特性に合

わせた観光づくりが、今、人吉で始まりつつあるというようなことでございます。 

人口の取り合いというのがいいのか悪いのか、しょうがないというのもありまし

たけれども、これも考え方によっては人の移動は少なくとも住み良いところに移動

するというのはこれしょうがない人間の移住の考え方だと思うわけでありますの

で、それぞれの地域がやっぱりそれぞれのやり方でしっかり人口を確保していく。

また、最初申し上げましたとおり、取り合いをしてもしょうがありませんので、よ

その地域から、山江の場合はＩＣＴ教育を受けさせたいとして、鹿児島のほうから

移住された方もおられます。熊本からも来られました。そういうことを含めて、し

っかり山江村も地域づくりといいますか、対策を打っていくことが大事だろうと思

っております。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） それぞれ地方が特色を持って呼び込んでいく、これも大事な

ことだろうと思います。 

先ほど村長の答弁にもありましたが、中学校、高校をですね、地元を卒業して、

都会の大学に行って、行ったらなかなか帰って来ないというようなのがほとんど現

況だろうと思います。ここにも一つやっぱり課題があるわけでして、せっかくすば

らしい教育を山江から受けて、高校を卒業して都会に行ったと、大学行った。とこ

ろが、なかなか帰って来ないというような実態があるわけです。そこで、やっぱり

向こうに行くと全部が都会の働き手としてとられてしまうわけですが、帰って来れ

る地域づくり、帰って来て働けるというか、帰って来られる産業づくり、こういう

視点も必要だろうと思います。特に、今、中学校でキャリア教育ですか、されてい

るようですが、通告はしておりませんが、概略がわかれば、課長、よかですか。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） おっしゃるとおり、優秀な人材はしっかりしたところで勉学を

修めながら夢を持ち、なかなか田舎に帰って来ずに東京のほうに出て行ってしまう

というような現象は起きております。これは、私がＩＣＴ教育の話をさせてもらっ

た時に、ある大学教授が、秋田県は全国で一番学力が高いが故に、秋田県が一番過

疎化が進んだというような話を何回かさせてもらいましたけれども、まさにそのと

おりで、山江村は、山江村長はそのことに対してどう思うんだという質問があった

わけです。ただ、子どもたちに全く責任はないわけでありまして、もちろん子ども

たちは自分の進路に対しまして責任を持つといいますか、夢を持ち、頑張ってい

く。また、グローバルな人材として活躍をしていくということは、山江村にとって

も喜ばしいことであろうかと思います。ただ、そういう出て行った人材が帰って来
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ないということは、先ほどの地域づくりの話等を含めて、我々の責任だというふう

にもその時答えさせていただきました。そういう帰って来れる地域をしっかりみん

なでつくっていくということを目標に頑張ろうということで、いろんな施策を打っ

ていくということを考えておりますので、よろしくご理解の上、本当にもちろん働

く場がありさえすればというようなことも含めて、そういう夢を持って農業をした

いという子どもが中学校にもおりますし、また仕事さえあれば帰って来たいんだと

いうような山江出身の子どもたちもおりますので、そういう環境を整えていきたい

と思っておりますので、今後ともよろしくお願いをいたします。 

教育委員会にお尋ねの件は、教育長、お答えください。 

○８番（中竹耕一郎君） いいですか。すみません。では、概略で結構です。通告して

おりませんので、よかですか。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） それでは、今ご質問があっている件でございますけども、昨

年度、小中学校におけます起業体験推進事業というのを、これは文部科学省の補助

事業ということで受けさせていただきました。 

内容といたしましては、キャリア教育の一環といたしまして起業家精神の育成で

あったり、それからその資質であったり、実行力であったり、リーダーシップであ

ったりですね、そういうのを育てるというようなところで、中学校において起業体

験活動というのをしたわけでございます。 

１年生のほうが農業体験をしております。それから、２年生のほうが職場体験を

やっておると。それから、第３学年のほうは伝統継承というような形で取り組んだ

わけでございますけども、特に農業体験をさせていただいて、非常にやっぱり先生

方からの感覚では非常に良かったということで、やっぱり農業をしたい、この山江

村に残りたいという子どもも、今、村長言われましたように、おりますので、やは

り今グローバル時代ということで言われますけども、やっぱりグローカルのほうも

ですね、しっかり私たちも取り組んでいきたいなと思っております。そういうデジ

タルの良さ、それからアナログの良さもありますけども、デジタルの良さをしっか

り学ばせて、そして地域に残って、地域で頑張る、そういう子どももやっぱり必要

だろうと思いますので、そういうグローカル社会に向けまして、しっかりそういう

取り組みをやっていきたいなと思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） ありがとうございました。やはり今からは、本当に地域づく

りを考えるときには、学校の小学校もそうですが、中学校の先生方のやっぱり力と

いうのは相当左右してくるんじゃないかというふうに思います。そういうところか
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ら、常にグローカルな視点で子どもたちに接していく、そうすると起業の体験をし

たいという心構えが相当変わってくるんじゃないかなというふうに思います。これ

は余談ですけども、そういうことを思いました。 

次に、午前中いろいろ話がありましたので、あまり個別的にはお尋ねしないよう

にしているんですが、地域づくり研究所、様々な業務をしていただいてきたわけで

す。過去３年目ですか、今年で。今回は、同じようなことを３年目に入っているわ

けですが、いつぐらいまでどういうふうな規模で進んでいかれるのか。分野は、い

ろんな業務、研究分野、それから提言、それから人づくり分野、様々していただい

ているわけですが、今後、研究所、どれくらいの期間また続けるのか。規模は、ど

ういうふうにしていくのか。それから、そこで起こってきた人材資源の１００人委

員会、このことですね、現況、このあいだ１年間の活動報告がありましたが、私も

その時、参加をしておりまして、若干少ないというような印象を受けましたので、

１００人委員会の今後、それからそれに対するどのような支援を考えているのか。

その辺をまとめてお尋ねしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 地域づくり研究所をつくりまして３年ですかね、経過したとい

うことであります。これは、地方創生の動きに合わせて設立したということであり

ますが、究極の目標は、地域づくりに関するＩＣＴを活用した法人組織ができれば

なということを思っております。要するに働く場としての地域づくり研究所にスキ

ルアップといいますか、ブラッシュアップしていくということを考えています。そ

の第一段階として観光交流促進協議会があると。稼げる協議会で、観光で稼ぐとい

う、交流で稼ぐという発想の中での観光交流促進協議会でありますので、その一段

階だと思います。 

今の体制といいますか、今どういう役割かといいますと、もちろんいろんなＩＣ

Ｔの活用の方法をあまねくいろんな情報を集めながら、その現場に合わせていくと

いうような作業を行っていて、またその中身について各担当各課と打ち合わせをし

ながら、今やっているという状況であります。 

そして、もう一つの役割は、１００人委員会に象徴されますように、役場と村民

をつなぐその中間的な組織といいますか、役場と住民が、要するに住民の皆さん方

が役場に来て、いろいろ要望するのじゃなくて、住民の皆さん方が研究所に来て、

いろんなことをやりたいとか、どういう情報を集められるとかいうのを、そういう

役割を持っております。ですから、１００人委員会未来塾に対しましては、基本的

に役場は口出ししておりませんで、その住民の方々、それぞれの部会の方々の自主

性によっていろんな実践運動が出てくるということであります。 
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従いまして、将来にわたって、この地域づくり研究所は、私は必要だというふう

に考えているところであります。ただ、各種のところ、東京大学をはじめとして、

いろんな委託契約をしておりますけれども、これにつきましては、地方創生の交付

金を活用しておりますから、地方創生の動きが止まった時点では、別の新たな形に

なるんだろうと、しなくちゃいけないんだろうというふうに考えております。 

あと、具体的な動きにつきましては、担当課長の企画調整課長がお答えいたしま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、中竹議員のご質問にお答えしたいと思いま

す。 

まず、地域づくり研究所ですけれども、先ほど村長からもありましたとおり、平

成２８年の１月に開所いたしまして、村内の情報をあまねく集め、データ化するこ

とで、誰にでもですね、現状の見える化を図りながら、地域の課題を解決する調査

研究や政策の提言を行っているということで、大きく分かれて３つの分野に分かれ

ております。１つ目が研究分野、２つ目がＩＣＴ分野、３つ目が人づくり分野とい

うところで、研究分野につきましては、先ほど言われました東京大学との共同研究

や栗のブランド化などの調査研究を行っているというところです。ＩＣＴ分野にお

きましては、昨年度、各地区に情報化推進員さんを配置させていただきました。昨

年、１２地区でスタートいたしましたが、今回残りの４地区からも推進員さんのほ

うを選出いただきましたので、１６地区全てでこの情報化推進員さんの活動をされ

ておりますので、そのサポートを行っておりますし、また過去の資料等の収集・分

析等も行っておりまして、例えば昔の写真とかでありましたら、ケーブルテレビ等

でも編集したやつを流しているというようなことも行っております。人づくり分野

におきましては、先ほどからあっております、またあとでもご説明いたしますけれ

ども、１００人委員会の活動支援等々を行っておりますし、観光交流促進協議会の

設立の準備を行っているというところでございます。 

先ほどありました１００人委員会につきましては、今年８月５日日曜日に全体会

を開催いたしました。先ほど議員が申されましたとおり、猛暑の影響と夏休みであ

ったということ、また各地区の行事もですね、夏まつり等もあったということで、

私ももちろん主管課ということでおりましたけれども、若干開催時期に問題があっ

たのかなというふうにも思っておりました。しかしながら、１００人委員会、２年

間の活動の実践報告がありましたので、簡単にちょっと話をさせていただければと

思います。 

まず、９つの部会がございまして、集落営農地産地消部会では、若手の農業者の
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方を中心に遊休農地を活用しながら玉ねぎやジャガイモを栽培して、これらを学校

給食の食材として提供されたということで、それを使った食事をですね、給食を一

緒に子どもたちと試食をされたということでございます。 

栗ブランド部会におかれましては、現在、栗の収穫真っ最中ではございますけれ

ども、栗ブランド化に向けた生産のあり方、技術指導の必要性などについて研究を

重ねられ、栗栽培マニュアルの作成を行われ、配布をされたというところでござい

ます。 

観光・交流部会におかれましては、以前より観光ツアーの企画運営等をされてお

りましたけれども、今回、観光案内人の育成をされまして、観光交流部会という組

織を設立されておられます。また、来週月曜日とその次の月曜日、２回にわたりま

して栗拾いツアーのほうも開催されるということもございますし、先般、全戸に自

分たちで作られました史跡文化財巡りのパンフレットなどを作成されているという

ところでございます。 

食の提供部会におきましては、これ一番最初に活動を実践されましたけれども、

「トキの朝市」、これ定期的に開催をされておられます。これまで３回開催をされ

ておられまして、１１月にまた４回目を開催したいということで今準備をされてお

られます。 

情報発信部会におかれましては、新たな山江村の情報発信のためのＰＲ動画の作

成・編集等を行われておられます。 

環境・防災部会におかれましては、公園整備と関連した湧水場の検討、また近年

注目を集めておりますボルダリング、岩を登ったりするような施設の研修・整備に

向けた調査研究等を行われているというところです。 

福祉部会におかれましては、食の提供部会と連携した活動を行われていますけれ

ども、８月下旬に小学生を対象といたしました寺子屋を開催されておられます。準

備期間が少なかったということもあったんですけれども、三十数名の小学生の方が

参加されて、予想以上に賑わったという報告を受けております。 

健康・スポーツ部会におかれましては、心肺蘇生法のビデオの作成を行われて、

ケーブルテレビ等で放送されているほか、天候により中止になったんですけれど

も、田んぼで楽しむことができる、泥んこになってサッカーで遊ぼうというふうな

ことも企画をされておられまして、また秋口ですね、田植え、稲刈りが終わったあ

とにそういったこともやりたいということで企画立案をされておられます。 

最後に、文化・教育部会ですけれども、山江村に残る昔話などを調査しまして、

絵本にしたいということで、「やまえの花まつり」という本を作成されまして、村

内の小中学校、保育園等に配布をされておられます。保育園等で早速読み聞かせ等
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をしていただいたというところでございます。現在、紙芝居のほうも作成をされて

いるというところでございます。 

１００人委員会では、村長の先ほどの答弁にもありましたとおり、各分野におけ

る村民の自主的な提案、実践活動を通し、村民総参加型の地域づくりにつなげる狙

いがあるということでございます。組織の立ち上げから２年が経過しておりまし

て、多くの分野で実践活動が行われています。このこと自体が誰もが元気で暮らし

やすい村づくりにつながっているのではないかということも実感しております。ま

た、それぞれの分野が９つありますけれども、テーマをそれぞれ見ていきますと、

まだまだ深く掘り下げなければならない分野、新たにこういったこともやりたいと

いうような活動したい分野もあろうかと思いますので、部会を増やすのではなく、

テーマごとに活動していただく人に参加いただきながら、真の村民総参加型の地域

づくりを目指す組織であればいいのかなというふうに思っております。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 大体、１００人委員会、また未来塾については、理解をした

ところでありますが、今この事務報告を出していただいた時点では、構成人数が８

３名というような会員数なんですが、多い少ないは別にして、どうももう一つ情報

の共有ができてないんじゃないかなというふうに、知ってる人は知ってるけども、

知らない人は全然知らないと。その辺をもう少し情報を共有する、これが大事じゃ

なかろうかと思います。それが、委員から広げていく、格差なく広げていくと。そ

うすることによって地域づくりの底力が出てくるというような気もします。ですか

ら、何かそういうふうな今度の発表会の時は、恐らく６０人ぐらいでしたかな、と

いうような感じがしました。１００人ですから、しゃんむり１００人おらなんいか

んということじゃありません。１００人は多ければいいというような委員会ですか

ら、そういうことで何か今後は情報共有して、そういった部会の力強さをつけてい

くというようなことを提案したいというふうに思います。何か関心を持ってもら

う、活動を広げるための働きかけのその妙案というのはありますか。今、お考えに

なっていること、担当として。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

なかなか活動を周知する妙案というのは、ぱっと思いつくようなものではないん

ですけれども、今取り組んでいることといたしましては、これまでは研究所だより

ということでチラシのほうを作成し、これは全戸のほうに配布をしております。も

ちろん広報誌の掲載やケーブルテレビでの取り組みの放送、ＳＮＳでの発信、また

地元の新聞紙等にも取り上げられているということで、ほかの様々な事業と同様な
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発信を行っているというところです。 

今後は、１００人委員会の活動を理解してもらえるよう、村主催の会議や懇談会

等で報告を行うような時間を設けて、住民の方に活動内容、興味や知識を知ってい

ただけるような機会をつくっていきたいというふうに思っております。また、総務

省が出しております平成３０年版の「情報通信白書」、こちらのほうでは、多様な

人々の社会参加を促すＩＣＴによるコミュニケーション、地域の人々をつなぐＩＣ

Ｔ利用事例として先駆的に実践しているということで、この地域づくり研究所での

取り組みや１００人委員会活動などが紹介されているということでございます。国

も注目する活動というふうになっておりますので、多くの村民の方々に関心を持っ

てもらえるように創意工夫を重ねていきたいというふうに思っております。以上で

ございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 全国的に有名になる、これも大事なことですけども、要する

に地域の方にもう少し丁寧に説明してわかっていただく、そして参加をしていただ

く、そういうことが大切だろうというふうに思いますので、その辺のご努力を願い

たいと思います。 

それから、ちょっと話は変わりますが、地域おこし協力隊についてお尋ねいたし

ますが、たまたまちょっと不発で終わりましたけども、次にそういった得意の分野

もあると思いますが、地域おこし協力隊を再度整備する意向はあるのか、ちょっと

お尋ねします。それから、まず地域おこし協力隊の財源措置がどれくらい今変わっ

ているのかですね、そこから説明をお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

地域おこし協力隊の任用につきましては、昨年度１名ですね、女性の方を行って

いたんですけれども、年度中に一身上の都合で退職されたということでございま

す。地域おこし協力隊の趣旨や制度、財政面の措置があるということで、特別交付

税措置が４００万円を上限にあるということもございまして、山江村で自らの能力

や適性を生かしながら、地域づくりに実力を発揮していただくことが望ましいと思

っております。 

今年度当初予算でも１名分を計上しておりまして、募集のほうは随時行っている

というところでございます。求める人材の特性につきましては、観光に関する業務

ということで、村内イベント等の企画運営のサポートや村内での起業、自分で会社

を起こすということですね、起業、就業を目指す意欲溢れた方ということで募集の

ほうは行っているというような現状でございます。 
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○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 今、地域おこし協力隊、非常にあちこちで頑張っておられる

ようですので、ぜひ実現をして、山江村に入っていただいて、要するにコーディネ

ーター的な役割をしていただけばいいんじゃがなというふうに思っております。ぜ

ひ取り組んで進めていただければというふうに思います。 

それから、もう１点ですけども、先ほど総務省の白書で山江村のことが先駆的事

例として紹介されたということですが、私たちはこういうふうに事務報告をもらえ

ますからよくわかるんですが、村民の方はなかなか事後の業務報告書を見る機会が

ないというふうに思います。見る人は見るんでしょうけども、それとダイジェスト

版みたいなものをですね、要するに経済白書じゃありませんが、山江村の業務白書

作り、こういったものを計画をされていかがでしょうかと思います。要するに最大

の費用効果を出せということから、その辺も周知していただくためには大事かなと

思いますが、その辺のお考えがあれば、お尋ねします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

村の事業検証についての白書等の作成ということでございますけれども、議員お

っしゃるとおり、なかなか職員でもですね、事業を１年間行っていく中でどのよう

な成果が出たかというのをはかり知るのがない、指標が今のところないといったこ

とも現実でございます。地方創生総合戦略の策定時には、ＰＤＣＡサイクル、「Ｐ

ｌａｎ」計画をしながら、「Ｄｏ」実行し、「Ｃｈｅｃｋ」評価をしながら、「Ａｃ

ｔ」改善を行って、また次の事業へ進めていくというようなことも求めております

し、またその事業を数値で表わす業績評価、ＫＰＩで表わすということも求められ

ております。例えば、今の時点でこれぐらいの数字だから、５年後にはこうしよう

とか、ああしようとか、１年後にはこうしようとかという数字を表わすことが求め

られております。地域づくりに関する事業は多岐にわたっておりますので、一つ一

つの事業を業績評価するのはなかなか担当でも難しいということではございますけ

れども、住民の皆さんにそういった事業を数値化して、達成度を公表したりです

ね、地域づくりの達成度がわかりやすく周知できれば、職員の励みにもなろうかと

思いますし、また事業の予算化へもつながろうかと思います。重要度を表わしなが

ら、Ａランク、Ｂランク、Ｃランクなんかをつけていくようなことにもつながるの

かなというふうに思っております。 

しかしながら、これ担当課だけではどうすることもできませんので、総務課をは

じめとする全ての課局と検討させていただきながら、そういったものを作るのかと

いうことを検討させていただきたいと思いますし、またこういった事業、地域づく
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りの白書等につきましては、また１区から１６区まで全て１６行政区ありますの

で、そういったところの地域での活動なんかも載せていきながら作成できるような

白書であればいいのかなというふうに思っております。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 県もいろんな形で評価をしておりますし、やっぱり事業の効

果検証というかですね、それもやって、適切な時期にダイジェスト版でも出してい

くというような方向は必要じゃないかなということを考えまして提案したわけであ

ります。 

では、最後になりますが、これはですね、ちょっとここでいただくのはどうかと

思うんですが、要するに先ほど来、議論しておりますように、持続性のある山江村

をつくっていくということが冒頭出てきたわけですね。ある政党は、日本の政党で

すが、これは第３子が生まれれば、即１,０００万円補助すると、このようなこと

も考えているわけですが、そればっかりは持続性につながるとは思いませんけど

も、そういった極端な、例えば山江村の子どもたちが奨学金をもらって卒業してい

って、帰って来た時点では、例えば山江村の中で就活すれば免除するとか、それか

ら年齢を区切って奨学金の返済を免除をするとか、そういった方法は考えられると

思います。そういったもろもろの計画もいろいろあると思いますので、まずは外部

からやっぱり専門家を呼んで事業の検証をして、そういった事業評価をしていただ

くということが大事だろうと思います。その辺、今後の課題として捉えていただい

て、向こう４年間、いろいろ内山村長ですね、日を追うごとに課題があると思いま

すが、その課題を少しずつ解決して、若い者がここ住みたいなと、年寄りが住んで

良かったというような地域になっていけばなと思います。そのためにはどうすれば

長く続いていくかと、村長が考えておられる、いろいろ先ほど話出てきましたけど

も、ごく簡単に未来永劫、山江村が続いていく妙案があれば、ほんの一部でもお話

しいただけばと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） そういう特効薬があれば、苦労しないわけでありますので、非

常に難しい課題ではありますが、やっぱり一つ一つ課題解決に向けて取り組んでい

くということが大事であろうかと思いますし、職員に関しましてもですね、私もも

ちろんスキル的なものは大事でありますが、何か個人的にも何のために仕事、仕事

観とか、要するに仕事はもちろん生きるため、食べるためいろんな楽しみもありま

しょうけど、それから社会的貢献をしたいというような職員が増えていくというこ

とが大事であろうかと思いますし、その人間観もですね、まず相手を否定するんじ

ゃなくて、肯定的に相手と連携しながらというような人物が望まれようと思います
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し、人生観におきましてもネガティブに考えるじゃなくて、やっぱり未来をしっか

り見つめて、ポジティブにいろんな活動をしていくというような、スキルアップと

同時にそういう職員をつくっていくことがやっぱり今後の山江村のいろんな事業に

大きな影響を及ぼしていくということだろうと思います。 

施策に関しては、もろもろ申し上げてきましたので、ただこういう冊子を実は作

りました。これは、２年前だったと思う、「山江村はスーパービレッジ」でした。

これは、実はですね、作るにあたって、将来の山江村を想像しながら、こうあって

ほしいと、今がこうあるんですが、こうあってほしいと。将来の山江村の姿をみん

なで話し合って描こうじゃないかというようなのがこのスーパービレッジでした

で、「た」ということは、今気づいたというようなことでありますから、それは私

ももろもろ言いましたけれども、まさにこのマンガで非常に読みやすくなっており

ますので、本当に将来、例えば「時代の駅」周辺が、散歩をされるお年寄りがちょ

っとお茶でも飲んで、栗の菓子でも食って、みんなでわいわいがやがや言いなが

ら、一日過ごされながら楽しんで帰られるとか、何かそういう一つ一つ小さな姿が

この山江村にいろんな箇所で起きればなというようなことも考えております。ま

た、よその方もいっぱいたくさん来られながら、交流をして、いろんなことに気づ

き、またいろんなものが生まれていくというようなことであろうかと思うわけであ

ります。そういうことの積み重ねをしっかりやっていく。例えば、働く場というこ

とであれば、企業誘致をしっかりやりますということでありますので、それはもち

ろん引き続き取り組んでいきたいというふうにも思いますけれども、また村の中に

目を向けますと、やっぱり申しましたとおり、やるべきことをやっていくというよ

うなことであろうかと思いますし、お約束をしました４つの事柄について、まずし

っかり進めさせていただきたいと思います。 

答弁、不足かも申し訳なく思いますけれども、よろしくお願いしときます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） ぜひチーム山江として頑張っていくように、私たちも責任が

あるわけですので、ぜひ頑張ってやっていただきたいというふうに思います。 

以上で、一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。 

ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を２時１０分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時０１分 
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再開 午後２時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、５番、立道徹議員より、村道・農道等の公共施設の除草業務委託につい

て、本村の過疎地域等における集落対策の推進について、村内小中学校における

「いじめ」対策についての通告が出ております。 

立道徹議員の質問を許します。５番、立道徹議員。 

 

立道 徹君の一般質問 

 

○５番（立道 徹君） 議長のお許しをいただきましたので、５番議員、立道が通告書

に従いまして、一般質問をさせていただきます。 

まず、１点目は、村道・農道等の公共施設の除草業務委託についてでございま

す。住民の暮らしに欠かせない道路等の除草作業が最近は後手になっているように

思えます。その原因として、現場で働く人手不足があります。官民問わず、需要が

多くなっている昨今、雇用に対応ができないことは深刻な課題でございます。丸岡

公園の一部業務委託先として人吉市のシルバー人材センターに委託されるなど、村

民の暮らしに欠かせない作業依頼、下刈り等ですね、が山江村のシルバー人材セン

ターでは対応できないなど、深刻な状況になってきております。村が業務委託する

道路除草作業等、また村民の暮らしに欠かせない作業委託等、現場に支障が出てい

る今、現場で働く人手を確保しての組織化づくりが急務と考え、質問をいたしま

す。 

まず、１点目は、現在の道路等の委託先の業者についてお尋ねしたいと思いま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、お答えいたします。 

村道の除草作業につきましては、村内の主要路線５０路線ですけれども、主に年

に２回、路線によっては１回もしくは３回作業を行っております。その５０路線を

２工区にわけまして、本村のシルバー人材センター、それとくま中央森林組合とで

契約を結び、委託業務として作業を進めております。 

路線の内訳としまして、２０路線、総延長５７.５キロでございますけれども、

こちらをシルバー人材センターへ、残りの２４路線、総延長８７.８キロメートル

をくま中央森林組合へ作業を委託している状況でございます。 

○５番（立道 徹君） あと、林道のほうは。 
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○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 林道につきましては、産業振興課のほうで実施をして

おりまして、除草作業にいたしましては、くま中央森林組合が主ということであり

ます。これも随契方式で３社の入札ということで契約をしておりまして、労務班に

よります現場が人手不足により遅れたということは、今までは認識をいたしており

ません。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） ということは、２点目の質問ですけど、現場の対応は大丈夫と

いうことで認識してよろしいですか。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） ご質問の現場の対応ということですけれども、まず路線を

２工区に分けたということで、シルバー人材センターについてですけれども、作業

については４月から１０月を期間としておりまして、その期間、地区の清掃月と重

ならないように路線ごとに状況を見て、年に２回程度作業を行っている状況です。

シルバー人材センターへ委託をしている路線につきましては、従事する作業員が年

配の方々が多いということで、なるべく交通量の少ない路線を委託をしておりま

す。作業が２回、３回と行う場合は、その間、大体２カ月程度あいだをあけておく

わけですけれども、雑草の勢いもあり、生い茂るのが早く、また夏場の猛暑におい

ては作業の稼働率も悪く、計画どおりに作業が進んでいないのが実情でございま

す。しかし、今、季節も９月に入りまして、若干暑さも和らいできましたので、今

後は少しでも早めに作業をしていただくように指導をしておりますので、全路線、

委託期間内には全て完了するということで再確認をしているところでございます。 

また、くま中央森林組合についてですけれども、こちらもシルバー人材センター

と同様に期間を４月から１０月までとしております。こちらも主に２回から３回、

作業を行っている状況でございますけれども、森林組合のほうは作業をする方々が

森林作業従事者ということで、日頃から除草作業に慣れておられるということでご

ざいますので、こちらのほうはどちらかといいますと、交通量の多い路線を委託し

ております。作業内容につきましては、計画どおりに進んでいるというところで確

認をしているところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 農道も含めたところの林道もですけども、今年は猛暑

によりまして、シルバー人材センターの作業班がなかなかそろわないということも

ありました。でも、契約の工期内には終了していただいたということであります。

今後、委託するときには、やっぱり気候の面も含めまして、いろいろ検討しなけれ
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ばいけないかなというふうには思っています。今のところ、工期がすごく遅れたと

か、そういうことはございません。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 特に、今年の夏は大変な猛暑で、特に若い人でもやっぱり熱中

症あたりをされる方もいらっしゃって、特にやっぱりシルバー人材センター、高齢

者の方は大変な作業だと思います。いろいろ話を聞きますと、シルバー人材センタ

ーのほうは、作業員さんが極力やっぱり自分の健康を考えてでしょうけど、作業に

出勤してこないということを聞いております。 

３点目が、受け手であるシルバー人材センターは、特に会員はいらっしゃるでし

ょうけど、出勤される方が少ないということで、事業活動が思うようにできてない

と聞きますが、実際の状況はどうかわかっているかぎり答弁していただければと思

います。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えします。 

山江村シルバー人材センターの現状ということですけれども、会員数につきまし

ては、平成２２年度の６４人をピークに年々減少しておりまして、昨年度の会員数

は実質３５名となっております。その中でも、実際に活動される方は病院に通院さ

れたりとかということがありますので、実働人数は二十数名のような状況になって

おります。時期によっては多かったりというところもありますが、今会員数が３５

名ということで事業報告のほうには載っております。 

事業活動につきましては、平成２８年度の受注件数が２３７件、平成２９年度は

３４９件と、１１２件増加しておりまして、会員数の減少とは逆に受注件数のほう

が増加しているということであります。役場からの村道・農道の作業委託と、あと

個人企業からの草刈り作業の時期がですね、重なる時期には人手が不足する状況に

あるということで伺っております。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 先般の熊日新聞でもですね、熊本市内あたりのシルバー人材セ

ンターの会員の減少ということで載っておりましたけど、今後、シルバー人材セン

ターの体制づくりを支援というか、応援していく考えはございませんか。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えいたします。 

シルバー人材センターにつきましては、国や地方公共団体の高齢社会対策を支え

る重要な組織として位置づけられておりまして、基本的には都道府県知事の指定を

受けた社団法人となります。その運営にあっては、自主・自立が基本理念となって
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いるところでありますけれども、村としましては、高齢者の社会参画と健康・生き

がいづくりのための就労の場の確保という観点から、業務の委託や運営等に対する

補助を現在も行っているところでございます。 

会員数の減少ということでありますが、会員の確保につきましても、広報等にお

いてシルバー人材センターの役割や活動をお知らせすることによって会員を募集す

るなどして体制づくりを支援していきたいと考えております。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） やはり会員さんもですね、平成２２年は六十数名ということ

で、現在は二十数名が活動されるということで、一応ですね、定年の年代も６５歳

ぐらいになってる企業もあると思いますので、その辺もかなり影響しているとは思

いますけど、これに対して森林組合のほうですけど、合併により事業依頼等の応変

的な対応が足りないように思いますが、これは現状から、公共施設に係る除草作業

等の業務委託先、受け手の新たな組織化を図る考えはないか、お尋ねします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 森林組合の合併によります応変的な対応が足りないと

いうふうに思えるということでございますが、村といたしましては、そういうこと

はちょっと認識はいたしておりませんが、ただ労務班の高齢化とか、減少は今後確

かに深刻な課題であります。 

現在、くま中央森林組合の労務班は４６人ということでありまして、平均年齢が

５３歳、４６人のうち、山江村の方は１６名でありまして、平均年齢が５５歳とい

うことであります。ちなみに、山江村一番の労務班の最高齢者は６８歳ということ

であります。若い方が３６歳ということでありますけども、今後この労務班もます

ます高齢化によりまして減少が進み、様々な作業について支障をきたす可能性が出

てくるというふうに思われます。 

現在、除草作業の委託先につきましては、入札により契約を行っているという状

況でありまして、除草作業の受け手の新たなる組織化ということであります。大変

難しい面もありますけど、労務班等の実際の作業に当たっていただく方の今後の高

齢化と減少を鑑みますと、今後受け手となる新たな組織が必要となってくることが

考えられるということでございます。 

この新たな組織につきましては、他の市町村では、例えば振興公社をつくってい

るところもあります。または個人に除草作業を委託されているという町村もありま

すので、作業の効率面も踏まえまして、この労務班の減少も踏まえまして、今後の

参考として検討させていただきたいというふうに思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 
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○５番（立道 徹君） なかなかの人手不足で、今後ますますあと１０年後というのは

どうなるか心配の種でございますけど、人手不足の解消を図るために広域的なネッ

トワークの構築も考える時期がきていると思いますが、その点はいかがでしょう

か。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） どこの市町村の森林組合、それとシルバー人材センタ

ーも同じこととは思われますけども、労務班の高齢化現象は今後深刻な課題という

ことでございます。これによりまして、公共施設等の除草作業等に影響が出る可能

性がありますが、しかし、住民生活に支障を与えるということは絶対に避けなけれ

ばならないというふうに認識しております。このようなことから今後予想される状

況を踏まえまして、労務班の減少に伴います作業の適正化につきましては、今後広

域的に実施することも必要であるというふう考えております。 

林道といいますか、除草作業にかぎらず、間伐も実施しておりますけども、その

間伐はくま中央森林組合がちょっと手が回らないということもありまして、ほかの

他町村の森林組合に委託したという事例も２年ぐらい前にありますので、そういう

ことも状況として考えられるということでありますので、広域的なネットワークと

いうことでありますけども、新たな組織の構築も含めまして、他の市町村との連携

も必要というふうに考えますので、今後の課題として検討させていただきたいとい

うふうに思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 今、課長が言われたとおり、くま中央森林組合は合併していま

すけど、他の森林組合も各村にもございますので、その辺からの声かけも必要じゃ

ないかと思っております。 

じゃあ、次の質問に入りたいと思います。本村では３人に１人が高齢者となり、

山間部の高齢化率は５０％を超えるところもあり、集落の現状、課題、そこに住む

高齢者の健康、悩み、相談など、安心・安全な暮らしを守る日常の対策支援づくり

が必要となってきています。このような現状において、本村における過疎地域の集

落対策について伺いたいと思います。 

１点目が、地域の実情に詳しく、集落対策の推進に関してノウハウ・知見を有し

た人材が地方自治体からの委嘱を受け、市町村職員と連携し、集落への目配りとし

て集落の巡回、状況等を実施するという集落支援制度というのがあります。この制

度はどのようなものか、もう少し詳しくお尋ねしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、立道議員のご質問にお答えいたします。 
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集落支援制度、趣旨につきましては、議員が先ほどまさしく申されたとおりでご

ざいます。地域の実情に詳しく集落等の支援を行うということで、その名のとおり

集落支援制度があるということでございます。 

大きな点といたしましては、この集落支援員を村が募集する際、また支援員１人

につきまして国の財政措置があるということでございます。３５０万円を上限に国

の特別交付税措置があるということでございます。 

この集落支援員ですね、年々、集落支援員を採用する自治体が増えておりまし

て、平成２９年度では１,０００人、その集落支援員を主にやられる方が１,１９５

名というふうになっております。兼任、ほかの業務と兼ねてですね、役員等と兼ね

てされている方が３,３００名を超えているということで、自治体数は３０３自治

体ということで、年々増えているというような状況にございます。県内の自治体で

も６団体で８名の方が集落支援員として活動されており、この球磨管内でも集落支

援員を採用されて、活動されている団体もあるということでございます。 

集落支援員の業務につきましては、先進自治体の例を参考にしてみますと、議員

が申されました地域の巡回や見守り等の支援、また高齢者の送迎とか、生活基盤の

整備、お宅にお邪魔して、例えば電気を替えたりですね、そういった細かなことも

業務でされているということもございますし、また村づくりの一環といたしまして

イベント等の企画運営等もですね、されているということで、業務の内容につきま

しては、地域おこし協力隊と非常に似通ったところもあって多岐に及んでいるとい

うようなことでございますが、多くの方は、その名のとおり集落の支援、巡回、高

齢者の方の見守り等を行っていらっしゃるというのが現状でございます。以上でご

ざいます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 今後、集落対策としてどうしても何か必要な制度ではないかと

思いますが、この制度を導入して、集落対策を進めるお考えはないか、お尋ねしま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

この制度につきましては、先ほども申しました同様の制度であります地域おこし

協力隊と違う点がいくつかございます。 

まずは、都市部からの移住を求めてないということでございます。従いまして、

山江村の方でも集落支援員として働くことができるということです。 

活動期間に制限がないということでございます。地域おこし協力隊につきまして

は、最長３年間ということがございますけれども、集落支援員につきましては期限
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がないということでございます。 

あと、専任ではなく、兼任でも可能ということで、多くの自治体ではですね、先

進事例を見てみますと、山江村でいえば、区長とか、区長代理者の方が兼任でされ

てるような自治体もあるということでございます。 

というのでですね、ということを鑑みますと、制度の導入につきましては、地域

おこし協力隊、募集をしながらということではございますけれども、ハードルは下

がるのではないかなというふうに考えております。議員からありがたいご提言でご

ざいますので、また村内各地域の現状を見てみますと、集落支援員の方を導入しな

がら、集落の巡回、点検を行ったほうが非常に効果的な地域等もあるのではないか

なというふうに思っております。 

しかしながら、業務の内容が各課横断で多岐にわたるということもございますの

で、各課での必要性等も検討させていただきながら、また財政面と協議を重ねなが

ら、導入に向けて調査を進めさせていただければというふうに思っております。以

上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 検討して、早急ということはちょっと無理かもしれないですけ

ど、早めにそういう制度を設置していただきたいと思います。 

続きまして、最後の質問になります。夏休みが終わり、新学期を迎えるこの時

期、子どもの自殺が急増するとされる。友人関係、勉強、いじめ、嫌なことがあれ

ば、学校への足取りが重くなるのは当然のことだ。この悩みを抱えながら、誰にも

言えずに苦しんでいる子どもたちがいるということも現実であります。かけがえの

ない命と個性を尊重する、いじめ防止対策推進法が施行されて以降、いじめに起因

する凄惨な事件があとをたたず、深刻なものとして受け止め、更なるいじめ防止等

の対策を推進していくことが重要であると考えます。 

そこで、本村のいじめ対策について伺いたいと思います。 

まず、１点目は、最近、小中学校においていじめの実態はないか、お尋ねしま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） それでは、お答えいたします。 

平成２５年にいじめ防止対策推進法が公布されまして、いじめ防止に関する国の

基本方針が策定されたということでございますけども、それを受けまして、学校い

じめ防止基本方針の策定が義務づけられたということでございます。 

そこで、山江村におきましても、ここに持って来ておりましたけども、「山江村

いじめ防止基本方針」という、こういう冊子でございますけども、こういうのをで
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すね、策定を行いました。そして、これを受けまして、各学校でも各学校の実態に

応じまして、いじめ防止基本方針を策定して、いじめの早期発見、それから未然防

止に積極的に取り組んでいるところでございます。 

ご質問にありましたいじめの実態でございますけども、各学校では毎月１回いじ

めアンケートを行います。そして、いじめの実態を把握いたしまして、それをもと

にいじめ防止検討委員会というのを各学校で行いまして、早期発見、解消に努めて

いるというところが現状でございます。 

昨年度、平成２９年度におきます村内の子どもたちのいじめの実態でございます

けども、調査結果によりますと、小学校では今の学年でいじめられたことがあると

答えた児童が７名の２.８％、それから中学校の生徒ではやはり７名の５.７％とい

うこととなっております。そのいじめの内容を見てみますと、多いものが、大体ひ

やかしとか、からかいとか、それから物を隠されたとか、そういうものでございま

す。今、よく言われておりますネットいじめですね、これは発生していないという

状況でございます。 

そういう現状でございますので、「いじめられた」と答えた子どもたちに対しま

しては、各学校で全体指導、それから個別指導を丁寧に行いまして、保護者です

ね、保護者ともしっかり連携をとりながら、全て解消したという報告を受けており

ます。 

しかし、いじめというのは、いつでもどこでも起こり得るものと私は捉えており

ますので、そのことをしっかり認識いたしまして、常にアンテナを高くして、子ど

もたちの実態をしっかり把握しながら、いじめの未然防止とともに、いじめに起因

する自殺防止にもしっかりとした対策を講じていきたいと考えているところでござ

います。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 今、教育長から答弁がありましたとおり、大きないじめという

か、ひやかしとか、からかいとか、物を隠された、こういうことは昔でもあったと

思うんですけど、村内では大きないじめはないということで。 

ここで、ちょっと「悩んだ時はＳＯＳを」と、ちょっとインターネットで調べた

んですけど、「若い世代の命を自殺から守るための取り組みが始まった」というこ

とで、これは東京都の足立区の中学校で行われた特別授業で、「自分を大切にしよ

う」という１コマの場面ですけど、いじめ対策と連動した自殺予防教育として２０

１４年から始まった。区内の小中高において、保健師を派遣し、悩みのある時や友

だちが悩んでいる場合に、どのようにしてＳＯＳを出していくかについて、子ども

たちに伝えていく。最後に、内閣府の「いのち支えるプロジェクト」のキャンペー
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ンソングにもなった、ワカバの「あかり」のＤＶＤを流すと。このＤＶＤを流した

ら、それまでうつむきがちだった生徒も、曲が始まると一斉に顔が上がり、じっと

画面を見つめていたということで、受講した生徒に感想を聞くと、女子生徒の１人

は、「苦しんでいる人も多いけど、助ける人もたくさんいることがわかった」と、

「小学校の時にもこの授業を受けたけど、また聞けたので、考えをまとめることが

できた」と、また、男子生徒の１人は、「友だちが悩んでいた時、なんて声をかけ

たらいいかわからなかった。そのことには触れないで、一緒に家に帰ったりした

ら、いっぱいしゃべってくれるようになった」と、自分の体験を教えてくれたとい

うことで、若者の死因のトップは、事故でなく、自殺であるということで、今この

ようなＳＯＳの出し方教育が注目されているということでございます。 

これはですね、昨年１０月には神奈川県の座間市のアパートで９人の切断遺体が

発見された事件の衝撃が大きかったんですけど、この事件は、被害者は１５歳から

２０歳の若者で、うち８人は女性、ツイッターで自殺願望と思われるトークをした

あと、自殺志望者をよそおった男から自宅に呼び寄せられ、殺害された事件であり

ます。 

今年に入ってもですね、間もなくよく似た事件が起きて、東京八王子市ですね、

新聞配達員の男がツイッターに死にたいとつぶやいた少女を呼び寄せ、殺害しよう

とするなどして、殺人未遂、強制性交などの疑いで逮捕ということで、生きづらさ

を抱えた若い人たちがどこにもそれを相談せず、ＳＮＳに吐き出した思いが、この

被害に遭ったということで、この先進７カ国で若者の死因の自殺が第１位は日本だ

けだということであります。 

そこで、当村のＳＯＳの出し方教育としての取り組みはいかがか、お尋ねしたい

と思います。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） それでは、お答えしたいと思います。 

平成２８年４月に自殺対策基本法が改正されまして、生きることの包括的支援と

いうのが自殺対策の理念であるということが明記されたわけでございますけども、

その中で児童生徒の自殺防止対策としてＳＯＳの出し方教育の重要性が叫ばれ始め

まして、各学校で取り組まれるようになったというところでございます。 

このＳＯＳの出し方教育につきましては、現在起きております危機的状況を身近

にいる大人にいかに早くＳＯＳを出すことができるようにするかということ、それ

からまた、身近にいる大人がいかに受け止めて支援できるようにするかが重要であ

るかと考えております。それが子どもたちの大切な命を守ることにつながるのでは

ないかと思っているところでございます。 
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そこで、学校におきましては、先ほど授業の例がございましたけども、特別活動

の授業の中で学級や学校におきます生活上の諸問題の解決方法とか、それから思春

期における不安や悩みの解消方法ですね、そういう指導を行ったり、また、これ保

健体育の授業なんですけども、その中では、心の健康への理解を深めたり、それか

らストレス解消法、それから不安や悩みの対象ですね、には大人や友だちに相談す

ることが大切であるということをですね、指導を行っているというところでござい

ます。 

また、この同時に、ＳＯＳの出し方のみならず、心の危機に陥っております友だ

ちへの、先ほどありましたように関わり方ですね、どう関わっていくのかについて

も指導を行っているというところでございます。 

あわせまして、悩み等があったら、一人で悩まずに先生や家族と、自分が信頼で

きる人にすぐＳＯＳを発信するような指導を行っているというところでございま

す。 

また、やっぱり一番身近におられます保護者ですね、保護者の人が早めに気づい

ていただくというのが一番かなと思いますので、その保護者へのＳＯＳの気づきの

方法につきましてもお願いをしているところでございますけども、「２４時間子供

ＳＯＳダイヤル」というのがございますし、国、それから県内、いろいろ個々の相

談室等のですね、そういう児童生徒に相談するような機関がございますので、そう

いうのもですね、保護者にしっかり伝えて、何かあったらそういうところに相談し

てくださいということも行っております。 

それから、学校とか、教育委員会、及びその関係機関へ早めに相談するというよ

うな、本人も含めまして、保護者全てにそういう早めの相談をするようなところで

指導を行っているということでございます。 

今後もですね、先ほども申されましたように、このＳＯＳの出し方教育というこ

とを受けた子どもたちが将来にわたりまして自殺のリスクを背負わなくて済むよう

に、特にこの命を大切にする指導ですね、これとあわせまして、しっかりと取り組

んでいきたいと、そして本村が絶対そういう子どもたちが出ないようにしっかり取

り組んでいきたいと考えているところでございます。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） やっぱりこの日本の国では、人様には迷惑をかけないとか、親

不孝をするなとか、いろいろ親にも迷惑をかけるなとか、そういうことがやっぱり

昔からですね、この日本の文化でしょうか、そういう感じで言われております。や

はり相談相手になる人がいないのが、自殺される方はそれが一番の原因だと思いま

すけど、この委員会としては、このＳＯＳ出し方に対処するマニュアルは万全かと
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いうことは、よろしいですか、お尋ねします。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） マニュアルの件でございますけども、この委員会といたしま

しては、いじめはどの学校においても、どの子どもにも起こり得るということが大

前提でございまして、その状況によりましては、命にかかわる重大な事態を引き起

こすということでしっかり認識しております。いじめを許さない学校づくりとあわ

せまして、いじめを把握した場合には児童生徒を必ず守り通すという強い姿勢で各

学校と連携しながら、いじめ解消に向けて取り組んでいるというところでございま

す。 

また、先ほど申し上げましたように、教育委員会といたしましては、国の方針を

受けまして、「山江村いじめ防止基本方針」を策定いたしまして、各学校において

もその実態に応じた基本方針を策定しているところでございますけども、いじめ等

の早期発見、それから未然防止に向けました対応マニュアルもですね、各学校でも

作っておりますし、各家庭、学校、地域ですね、その関係機関との連携を図りなが

ら、総合的かつ包括的にいじめの未然防止に努めているというところでございま

す。 

また、いじめの未然防止のための関係機関及び団体の連携の協議を行います、山

江村いじめ問題対策連絡協議会というのを年に１回開催しております。これには、

専門家等を含めまして、いじめ問題の未然防止につきましてしっかり検討を重ねて

いるというところでございます。 

さらには、たまたまそういういじめに関する重大事案が発生した場合には、山江

村いじめ防止対策審議会というのもつくっておりますし、最終的には山江村いじめ

調査委員会というのを開催するというようなところで、順序を追って体制を整えて

いるというところでございます。第三者によります調査員等の必要を講ずる体制で

すね、そういうのもしっかりと整えているというようなことでございます。 

以上、申し上げましたように、子どもの未然防止から発生した場合の対応です

ね、など、子どもたちの命を守るために万全を期していると、マニュアルもしっか

りとらえて作ってやっているというところでございます。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 特にいじめの問題で自殺された生徒のことを新聞掲載見せてい

ただくと、学校側が全面的に悪いような感じで言われております。昔なんかは、家

庭では夕食なんかもですね、親子そろって食べるのが多かったと思うんですよね。

最近は、塾に行ったりとか、そういう親子の会話がやっぱり足りないのも一つの要

因ではないかと思っております。 
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最後ですけど、いじめの発見のきっかけとして、保護者等との連携を図り、未然

防止につなげることも肝要かと思いますが、いかがか、お尋ねいたしたいと思いま

す。 

○議長（秋丸安弘君） 藤本教育長。 

○教育長（藤本誠一君） それでは、お答えいたしたいと思います。 

いじめの未然防止につきましては、今、議員が申されたとおりでございまして、

保護者との連携を図り、早期発見・早期対応に心がけまして、未然に防止すること

が一番大切じゃないかと思っているところでございます。 

そこで、未然防止策といたしましては、ＰＴＡ総会、それから学年懇談会です

ね、そういう場で教職員と保護者がいじめの実態について共有する場を設けてみた

りですね、それからいじめが起きたときの心構えとか、対処方法につきましても、

しっかり話し合う機会を随時設けているところでございます。 

それから、各学校に設置しておりますコミュニティスクールですね、こういうの

を活用しながら、いじめ問題につきまして、学校、地域、保護者が日頃からしっか

りと情報交換を行いながら未然防止に努めているというところでもございます。 

それから、村で雇用しておりますスクールソーシャルワーカーというのがおりま

すけども、専門職員が随時各学校へ出向きまして、教職員、それから児童生徒の悩

み相談を受けましたり、あるいは保護者からの電話相談にも応じまして、家庭訪問

などを行いながら、いじめの早期発見や対応、あるいは対応しまして重大事態に至

らないように日頃からしっかりと取り組んでいるところでございます。以上でござ

います。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 何か本年度から都道府県改正自殺対策基本法が策定を義務づけ

られて、来年度からは市町村にも自殺対策計画の策定が義務づけられて、学校にお

いては、困難な事態、強い心理的負担を受けた場合等における対処の仕方を身に付

けるなどのための教育、啓発、その他、児童生徒等の心の健康の保持に係わる教育

を行うようになるということでございますけど、また、家庭においては、保護者、

親御さんがですね、子どもの様子がおかしく感じたら、「大丈夫」と聞いてあげ

る。子どもは何も言わなくてもですね、表情や態度でＳＯＳを出している。それに

気づき、話を聞いて、本人に寄り添って対応していくということで、あと、親の目

線ですね、上から目線で話したり、聞いたりするのではなく、子どもの目線に合わ

せていくこと、つまり共感していくことが大切なことではないかと思われます。 

この山江村から、子どもたちが、これから将来、精神面、肉体面においてもです

ね、大きく成長し、辛いときにはＳＯＳを発信できる、信頼できる人、親友ですか
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ね、また親子の絆もあると思います。そういう人を見つけて、精一杯生きていかれ

ますようお祈りいたしまして、一般質問を終わりたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 次に、１０番、松本佳久議員より、まるおか号の運行につい

て、第６次山江村総合振興計画についての通告が出ております。 

松本佳久議員の質問を許します。１０番、松本佳久議員。 

 

松本佳久君の一般質問 

 

○１０番（松本佳久君） １０番議員、松本佳久です。 

７年前の３月１１日、千年に一度と言われた東日本大震災が発生しております。

その後、冬の寒さを案じられた天皇陛下は、「被災地の冬の暮らしはいかならむ陽

の暖かき東京にゐて」と和歌を詠んでおられます。 

北海道で大地震が発生して１週間が過ぎました。その前日の台風２１号でも被害

を受けられ、直後に大地震の被害も被られております。被災された全ての方にここ

に心よりお見舞いを申し上げるとともに、どうか冬の寒さがくる前に、一日でも早

い復旧を皆様と共に願うものであります。 

それでは、通告に従い、一般質問を行います。質問は２点を通告しており、１点

目は、乗り合いバス、まるおか号について、２点目は、今後の山江村の１０年計画

を定める第６次山江村総合振興計画についてです。それぞれ質問をいたします。 

乗合タクシー「まるおか号」は、平成１８年にそれまで山江村内を運行していた

３つの路線バスのうち、人吉市から山江村を通り、相良村、五木村へと向かう路線

を存続させ、山田線、万江線を廃止し、その代わりに住民の交通利便性の確保のた

めに創設されました。 

当初は、利用される村民に不安や戸惑いもあったようですが、次第にその利便性

が認識されるようになり、利用客も増加して、平成２３年度から平成２５年度頃

は、年間の延べ利用者数が５,０００人から６,０００人でした。しかし、なぜか平

成２７年度と平成２８年度は、利用者が３,０００人台へと落ち込んでいました。 

そんなこともあり、地域公共交通会議で検討を重ねられ、例えば村内はどこでも

乗りたい場所まで迎えに来るとか、運賃を村内の区域設定にするとか、人吉市内の

停留所を増やす、またダイヤを増便するなどの変更があり、その結果、平成２９年

度の延べ利用者数は、前年比約４,８００人増の８,７９５人、それに伴い、役場か

らの運賃助成金も約７７０万円の支出となっています。まるおか号が運行される前

のあまり人が乗車していない路線バスの時代、年間約１,０００万円の運行補助金

を支出していたのに比べれば、少ない予算で大きな効果を上げる良い政策だと評価
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する次第です。 

また、利用者の利便性と交通安全の観点から、運転免許証を自主的に返納された

方への半額割引制度もあり、現在約５０名近くの方が利用されているようです。 

そこで、最初の質問ですが、現在、原動機付二輪車や自動二輪車、自動車の運転

をされない方で、運転免許証の自主的返納をされていない方への半額助成はできな

いか、答弁を求めたいと思います。自主的返納をされなかったのには、いろんな理

由があると思いますが、執行部ではこのことに対してどのように考えておられる

か、答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） まるおか号の現状につきましては、議員先ほど申されてま

したように、平成２９年度改正によりまして利用者が急増いたしております。その

中で、ご質問の運転免許証の自主返納制度でございます。これにつきましては、運

転免許証の有効期限内にですね、自主的に運転免許証を返納された方には、警察等

において運転経歴証明書というのが発行されます。これを提示していただきます

と、民間の事業者のありますバスとか、電車、自動車、タクシーの事業者なども１

割を割り引く制度で、本村では半額にいたしております。 

これは、平成２９年４月から行っておりますけれども、平成２９年度におきまし

ては延べ９６回活用されておりまして、初年度ということもありまして、割引料金

が２万２,４５０円が割り引かれているような状況でございます。現在は、かなり

増加しているような状況でございます。 

また、まるおか号そのものの運賃と利用者の負担状況です。これにつきまして

は、平成２９年度におきましては、利用者全体の正規運賃が総額で１,０２７万８,

０００円程度でございまして、これに対して、利用者が負担された実質の運賃は約

２５４万２,０００円程度でございます。平均しますと、正規料金の４分の１では

利用できるということになっておりまして、これまるおか号自体が割安で利用でき

るというふうになっております。また、運転免許証の返納者につきましては、さら

に半額でございます。このように、まるおか号は低料金で利用できる公共交通では

ございます。 

免許の返納制度というのは、もともと多発いたします高齢者の交通事故の対策と

して考え出されたものでございまして、先日、警察のほうで死亡事故の多発に対す

る緊急会議がございました。その中で、今回１月からこれまで４件の死亡事故が起

きておりまして、５名の方が亡くなられております。この方々は、全て６５歳以上

の方でございました。非常に高齢者の事故が多いということで、運転に自信のない

方は積極的に免許を返納していただきたいということで、警察のほうでも「相談を
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いただければ、説得に参ります」というふうなことまで言っておられます。こうい

ったこともありまして、もともと免許返納制度は、高齢者の事故防止につながるも

のということで制定された制度でございます。 

これに対しまして、免許の切り替えを忘れていたと、こういう方、どのくらいい

らっしゃるか、私もちょっと把握はいたしておりませんけれども、自主返納者は警

察の公共機関に出向いて申請をされる、または家族の方が代理で申請されるという

ふうな手続きをとっておられます。こういう方々と、単に忘れたので失効したとい

う方では、少し同じ取り扱いをするというのは不公平感があるんじゃないかなとい

うふうな認識は持っております。 

また、それと、今後、免許返納をされようと思っていらっしゃる方々、このよう

な方々についても影響があるんではないかなというふうに考えているところでござ

います。 

従いまして、この点につきましては、その２点から慎重な対応が必要であるので

はなかろうかなというふうに考えるところであります。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 高齢者の交通事故を起こしたり、高齢者がですね、あるいは

起こされたりということが多いことから、交通安全事故防止のために創設された制

度だというのはよくわかります。確かにちょっと小さいからわかりにくいですけ

ど、これ総務課に準備してあります。この中にもちゃんと「免許更新せず、期限が

切れている場合は、対象になるのか」「対象になりません」というふうに書いてあ

ります。ですが、山江村としては、この制度が始まったのが平成２９年からであ

り、自主返納をそれ以前にした人も対象にはなりますけれども、一旦免許証が切れ

てしまえば、県警にも記録も何も残っていなくて、運転免許経歴証明書というんで

すか、これは、発行はできないということになっております。でも、その人がです

よ、誰が見ても運転しないということがわかれば、何らかの方法でこの半額助成制

度を創設するようなことは考えられませんかね。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 免許を返納されるという方につきましては、先ほど申され

ました５年以内ですね、は遡って大丈夫ということではございます。また、先ほど

申されましたように、どうにかしてそういった方々、失効された方を救う方法はな

いかというふうなことであろうかと思いますけれども、そのあたりの見極め方とい

いますか、こちらのほうが免許の自主返納者と同じような取り扱いをできるような

判定制度といいますか、そういったことが合理的にできるということが必要だと思

います。これにつきましては、やっぱり村民の方々も全て納得いけるような制度に
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する必要があろうかと思っておりますので、その点につきましては、今後研究をし

ていくべきではないかなというふうには思っております。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 今後、研究されるということですが、たぶん高齢者の中には

「どうせ乗らんとやっで、更新せんでもよかたい」という方もおられるんじゃない

かと思います。特にこういうまるおか号、半額助成制度は、平成２９年４月１日か

らですから、それ以前には、うっかりして失効した人、どうせ乗らんから免許更新

はしないという人、そのままにしとった人、いろいろあると思いますので、総務課

長、今後研究すると言われましたので、その付近のこともぜひ研究していただきた

いと思います。 

何と言いましても、この制度は、ほかのＪＲとか、そうじゃなくて、山江村のま

るおか号に対する制度ですから、例えば警察署が運転経歴証明書を出せない、実際

失効した人には出せないわけですから、出せないというのであれば、何らかの方法

で、例えば区長さんなり、民生委員さんなり、地元の方の証明をもって、村長の許

可書を得るとか、何か研究していただけないかなということを考えております。 

もう一つあります。もともと運転免許証を持ってなかった人もおられると思いま

す。自分のことで申し訳ないですけど、私の母は自転車には乗りましたが、車にも

単車にも乗りませんでした。そういう方も村内にはおられると思いますし、そして

広く考えますと、これからは私たちもどんどん歳をとって、いずれはこのまるおか

号をしょっちゅう利用するようになるかと思います。そういう時のためにも、より

良い制度が必要かと思いますが、このもともと免許証を持ってなかった人たちにつ

いては、今後そのような半額助成制度等は考えておられないか、質問します。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 免許返納者以外の方々の割引ということでございます。 

まるおか号の利用者の状況を少し調査をいたしました。これは、前回の一般質問

でも何かご質問いただいておりました。まず、１回でもこのまるおか号を利用され

た方々が一応登録をされておりまして、２００名を超える方々が村内では利用され

ております。 

まず、年代別では、８０歳代が最も多くございまして、全体の４２％でございま

す。次いで、７０歳代が２０％と、６０歳代が１８％でございました。また、この

うち、後期高齢者と言われる７５歳以上の方が約６割でございます。高齢者の利用

が特に多いということでございまして、地域別に見ますと、山田地区の利用者が６

７％と、万江地区は３３％というふうな状況になっております。 

運転免許返納者以外の方々の割引ということでございますけれども、ただ今申し
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上げました７５歳以上で利用者の６割おられますけれども、この方々を半額にする

といった場合、利用料金が非常に少なくなりまして、収入が少なくなって、村の負

担が増加するということでございます。 

先ほど質問の中で、村が１,０００万円以上そのバスの運行補助金として出しと

った頃と比べれば、今７００万円少しを超えた程度でございますので、その差額ぐ

らいまでは補助が可能かというふうに考えられるわけでございますけれども、今年

につきましては、免許返納者の方々の利用が多くなっておりまして、４月から８月

までの５カ月間で１６７回利用されております。免許返納割引額も既に昨年の金額

を１年間の分を上回っております。それから、このほかの障がい者の方々と子ども

は半額になっておりますので、この方々を加えますと、１０万円近くの割引料金と

いうふうにはなっておりまして、先ほど申しました、少しは割引ができるような状

況ではございます。 

しかし、現在の運行補助金の財源は全て一般財源で賄っておりまして、今後こう

いった利用者の推移と財政状況などを見ながら、料金の改定でございますので、本

村の地域公共交通会議でやっぱり決定する必要がございますので、このあたり、先

ほど申しました、利用者の増加の状況、財政の負担状況等を勘案しながら検討しな

ければならないというふうに思っております。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 平成２９年度の決算でもまるおか号、運行会社には１,１０

０万円ぐらいを支払っており、そのうち２５０万円程度が利用者負担であると、今

後のことについては財政も研究しながら十分研究するということであろうと思いま

すが、先ほど来、申しておりますように、故意にか、あるいはうっかりして免許証

返納の手続きをできなかった人、あるいはもともと免許証を持ってなかった人、そ

して７５歳以上の方で６０％利用されているということですが、それではあまり多

くなりすぎるんだったら、例えば８８歳以上とか、ある程度の年齢を考えて、それ

らの方は半額にするとか、今後もですね、より利用しやすい便利な制度へと、ぜひ

村民の心を聞きながら、村民の声を聞きながらより良く改善されますことを期待し

て、次の質問に移ります。 

次に、第６次山江村総合振興計画について質問をします。これは、１０年に１

度、村政の長期計画を策定して、重要な政策が１年ごとにころころと変更されない

よう、村づくりの継続性や持続可能性を確保するために作成する、とても大切な重

要な計画です。国の法律には、この計画をそれぞれの市町村議会での議決条項には

定めてありませんが、山江村では総合振興計画の重要性を認識して、議会の議決事

項として条例に定めているところです。 
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まず、この総合振興計画策定の基本方針について、どのような決意を持って策定

されるのか、これからの山江村の存亡を決める重要な総合計画との認識があられる

のか、執行部の答弁を求めます。 

また、１０年前の平成２１年３月に策定した第５次山江村基本構想では、「九州

山江村の創造～人が魅力、自然が魅力、元気が魅力～」を掲げていましたが、この

目標の達成度というか、達成感については、どのように認識されているのか、答弁

を求めます。 

１点だけ申し上げますと、この平成２１年３月に策定した人口予測では、平成３

０年度の目標人口３,５００人としてあります。この点は予測どおりとなっていま

す。執行部ではどのように認識されておられるのか、答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、松本議員のご質問にお答えいたします。 

山江村総合振興計画の策定の概念につきましては、議員が先ほど申されましたと

おりで、議会議決を経て策定するということにしております。 

今年度策定をいたしまして、まず期間といたしましては、平成３１年度から平成

４０年度までの１０年間が基本構想の期間というふうになっております。この基本

構想では、山江村が目指す村づくりの基本方針を将来像によって明らかにし、それ

を達成するための村づくりの目的、施策の大綱を示すというようにしております。 

それから、基本計画では、基本構想で定めた将来像と村づくりの目標を受けて、

施策を分野別に体系化し、現状と課題を明らかにしながら、基本方針、具体的な主

要施策を掲げ、実施計画を方向づけるものとしますということで、この基本計画に

つきましては、前期基本計画、平成３１年度から平成３５年度までの５カ年間と、

後期につきましては、平成３６年度から平成４０年度までの５カ年間が後期の基本

計画となっておりまして、今年度策定いたしますのは、基本構想１０年分と前期の

基本計画の５カ年分というふうになっております。 

また、実施計画は、それぞれ課局のほうで事業の選定を行いまして、３年間の実

施計画を策定するということにしております。この実施計画につきましては、先ほ

ど議員が申されましたとおり、１年で施策がころころと変わらないというふうにお

っしゃいましたけれども、事業の展開につきましては、新たに事業として加えなけ

ればならないもの、また事業が完結したものについては、その都度省いたり、加え

たりしていくということで、毎年ローリングをしていくというふうにしておりま

す。 

基本方針についてどのような決意とおっしゃいましたけれども、計画策定の基本

方針といたしまして、まずは村民の方にもわかりやすい計画であるということを掲
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げさせてもらいます。それと、村民の方と行政が協働で策定する計画であるという

こと。山江村の特性を生かしながら、活力ある村を創造する計画であるというこ

と。ただ、総花的な計画ではなく、成果を重視した計画であることと、村民の方が

夢や希望を抱き、愛着と誇りを持てる計画であることを念頭に今回の総合振興計画

を策定していきたいというふうに考えています。 

もちろん、平成２７年１１月に策定いたしました「山江村まち・ひと・しごと創

生総合戦略」の４つの基本目標とリンクをさせながら、６２の施策も掲げておりま

すので、そちらのほうをリンクさせながら事業の決定等をさせていただきたいとい

うふうに思います。 

総合振興計画は、将来、私たちの山江村をどのような村にしていくのか、そのた

めにはどんなことをしていくのかを総合的・体系的にまとめた村の全ての計画の基

本となるべきものと認識をしておりますし、村づくりを進めていく上での大変重要

な計画であるというふうに認識をしておりますので、今申し上げたことを念頭にお

きながら計画の策定をしていきたいというふうに考えております。 

それから、平成２１年３月に策定いたしました第５次山江村総合基本計画の基本

構想の達成感ということでございますけれども、このときには４つの基本の目標を

掲げて７つの分野における施策の方向が示してあります。各分野における施策の取

り組みにつきましては、総合振興計画を読み返してみますと、おおむね検討、実施

されているものばかりというふうに感じております。しかしながら、この１０年間

で社会情勢の変化や生活環境の発展、先ほどから議員さんたちも申されております

けれども、予想だにしない大規模な自然災害等の発生など、計画策定時には大方想

像もできないような案件も発生しておりますので、取り組みの中で完結、もうこれ

で終わったと、第５次で終わって、第６次にせんでもよかばいというような計画

は、少ないように思っております。第５次総合振興計画の取り組みを継承しながら

ですね、新たに検討が必要とされる視点を洗い出しながら計画策定に反映させてい

きたいというふうに考えております。以上でございます。 

すみません、それから、最後に申されました、目標人口ですね、３,５００名と

いうふうになっております。ちょうど村長の挨拶にもあったとおり、先月末で三千

五百数十名ということで、若干ではございますけれども、人口は上回っているとい

うことで、これは、各職員の先輩の皆様方、また住民の皆様、また議会議員の皆様

のご協力によりましてこの目標を達成しているものだというふうに考えているとこ

ろです。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 現在の人口は３,５００人ということでございますが、山江
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村の人口は昭和３０年代には最高７,０００人弱だったと思います。しかし、国の

高度経済成長政策によって、私たちの同級生もたくさんそうですけど、ふるさとを

離れ、都会で働き、そこに生活の根拠地を構えて、今では都市住民として暮らして

おられる方も少なくありません。 

山江村では、つい最近まで「人口４,０００人の山江村」が謳い文句でしたが、

今日では先ほど来、申しておりますように、最盛期の約半分、３,５００人の山江

村となっています。 

しかし、国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推計では、山江村の人口は２

２年後の２０４０年に２,６６３人、４２年後の２０６０年には２,０７４人にまで

減少すると推計されています。 

これに対して、山江村が平成２７年１１月に策定した、まち・ひと・しごと創生

総合戦略では、２０２０年の村民希望出生率を２.１３とし、２０３０年の村民理

想出生率を２.３４としております。これで計算しますと、２０４０年には山江村

の人口を３,１１８人、２０６０年には２,９９６人、３,０００人と計画してあり

ます。 

いずれにしましても、人口減少社会であります。このような中で、どのような山

江村総合振興計画を策定されるのか、執行部の答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、松本議員のご質問にお答えいたします。 

人口減少社会におきまして、山江村がいかに持続可能な社会をつくりあげるのか

というのをですね、非常に第６次山江村総合振興計画の重要な柱であろうかという

ふうに思っております。 

先ほどから議員が申されておりますとおり、平成２７年１１月に策定いたしまし

た総合戦略とあわせまして、人口ビジョンのほうを作成しております。これでいき

ますと、何もしなければ、２０６０年には山江村の人口は約２,０００人にまで減

るということを言われております。しかしながら、昨年末、公表されました新たな

やつでは、２,０００人をきるというような推計も出ておりますので、本当に何も

しなければ、山江村から人がいなくなるというような事態はないかと思いますけれ

ども、本当にどこの集落に行っても人がいないというような現実に突きつけられる

時代がくるのかなというふうに思っております。 

そのようなことにならないためにもですね、様々な施策を掲げていくわけですけ

れども、もちろん山江村に住まれている方が、「住んで良かった」とか、「この村に

は愛着と誇りを持てる」とか、「この村に来れば、移り住めば、ぎゃん良かことの

あっばい」というようなことが言っていただけるような思いが達成できるような計
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画づくりをしていきたいというふうに思っておりますので、その点を踏まえながら

基本方針等を踏まえて計画策定に進んでいきたいというふうに思っております。以

上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 山江村役場のホームページによれば、今回の総合振興計画策

定については、プロポーザル方式、つまり事業者からの提案を公募することによっ

て計画策定委託業者を定め、その業者と共に総合振興計画を策定されるようです。

ホームページから見た業者選定の予定表では、３日前の９月１０日に参加した業者

からの説明を受け、昨日９月１２日に選考結果を業者に通知してあるとの段取りの

ようです。提案のあった業者は何社で、山江村総合振興計画プロポーザル審査会で

は、どのようにして業者を選定し、決定されたのか、答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

今回の総合振興計画策定するにあたりまして、策定業務の支援を行う業者のほう

を委託するということで当初予算のほうに計上させていただいております。議員申

されましたとおり、ホームページで公募を行いまして、３社の応募があっておりま

す。９月１０日に提案型の審査会、協議・審査を行っております。 

審査員につきましては、村長、総務課長と私の３名で審査をいたしております。

これにつきましては、ホームページにも掲載しております総合振興計画の策定支援

業務の仕様書及びプロポーザル実施要領に基づき行っております。各社からの提案

を２０分、質疑・応答を１０分行いまして、採点方式により委託業者を決定をさせ

ていただいております。 

どの３社とも山江村の現状を非常に分析されておられまして、甲乙つけがたい内

容でありましたけれども、今回、採点で決定された事業者は、見てみますと、どな

たがどの点数をつけたかというのはありませんけれども、３名とも最高の点数をつ

けた事業者というふうになっております。 

これは、私も審査員の１人だったので、私がその業者に点数をつけたところで非

常に興味深い点は、この事業者、総合振興計画を作りますと、計画書と、あと簡単

な簡易版を作って、大体村民の方にお配りするというようなことになっております

けれども、この事業者は、中学生向けの総合戦略の概要版を作って配布をした実績

があるというようなことで、山江村でもそういったのを作って配布されてはどうで

すかというようなご提案がありました。質疑の中でお聞きしたところ、実際に作ら

れた自治体で中学生向きに中学生向けの概要版をお配りしたところ、住民の方から

本当の概要版じゃなくて、中学生の概要版のほうがわかりやすいし、見やすいか
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ら、そっちも配ってくれというような声もあったというような声を聞いて、多くの

村民の方に非常に理解できる計画書の配布をすることは、計画策定にもつながりま

すし、今後の事業運営にもですね、村民の方の理解が得られるのかなというふうに

興味を持ったというところでございます。以上のようなことで、業者のほうは決定

したというところでございます。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） ３社の応募の中から最良と思われるものを決定したというこ

とで、ぜひ期待したいと思います。また、特に、今、松尾企画調整課長が答弁しま

した中学生への簡易版の配布などはとてもすばらしいと思います。私も、何回もこ

の場でも言ってると思いますが、北海道ニセコ町には、まちづくり基本条例があり

まして、その中にはちゃんと子どもたちのまちづくり権利という条項もあります。

未来は子どもたちのためのものですから、ぜひそのような方向で進んでいただけば

と思います。 

そのプロポーザル方式により委託業務見積限度額、たぶん予算案では５００万円

以内だったと思います。そして、これから振興計画を策定されていかれると思いま

すが、何よりも業者さんと共に村民の意見を汲み上げたり、そしてまたこれが大事

だと思うんですが、役場担当者の意見もとても大事だと思います。このような点は

どのように取り入れるつもりでおられるのか、答弁を求めたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

総合振興計画の策定につきましては、行政ばかりではなく、山江村民皆さんのご

意見を多く取り入れることが非常に大事だというふうには認識しております。前回

策定時にも実施をしておりますけれども、村民の皆さんを対象としたワークショッ

プの開催ももちろん考えております。これは、山田地区、万江地区で複数回開催す

るというような計画を立てておりますので、この時に参加をしていただきながら、

山江村の現状や課題、将来こうあってほしいという村の姿について意見をどんどん

出していただきたいというふうに思っております。 

これは、今回、業務委託の業者からの提案でもあったんですけれども、なかなか

こういったワークショップをすると、家から１人来ることが多いということです。

小さいお子さんがいらっしゃるところは、子どもの世話があるから忙しいとか言っ

て、夜間は無理だとか、昼間は仕事しているから無理だとか言うご意見をいただき

ますので、どうかですね、お子さんを連れてでも来られるようなスペースを設けた

いというふうに思っておりますので、１人でも多くの住民の方が参加できるような

ワークショップでありたいというふうに考えております。 
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また、これも前回しておりますけれども、村民対象のアンケートのほうも考えて

おります。前回は１８歳以上の方と中学生を対象にアンケートを行っております

が、今回は小学校高学年ですね、５、６年生になろうかと思いますけれども、この

方たちにもアンケートを実施をし、山江村がどうあってほしいとか、山江村が誇れ

るものは何ですかとか、そういったのを聞いて、子どもたちがこういった山江村に

夢や希望を抱いてるんだというのも計画にのせていきたいというふうに考えており

ます。 

このほか総合振興計画の審議会の公募を行いながら、住民参画を図っていきたい

というふうに思っております。 

今回の総合振興計画は、行政運営のみならず、村民と行政が目標を共有し、協働

して村づくりを進めるための方針を示す計画であるということを認識しながら策定

をしていきたいというふうに思っております。 

また、役場の担当職員の方につきましては、役場、６つの課、１つの室、３つの

局がありまして、それぞれのセクションで村民の幸せづくりのために日夜業務を行

っております。課内での現状と課題を洗い出しを行うほか、施策を実現するための

基本方針、具体的施策の立案、将来ビジョンなどを策定することとなります。ま

た、総合戦略との関連性を高めるため、ＫＰＩの設定などを行ってもらう必要があ

るというふうに考えております。作業部会でただできた計画書を見て、校正してく

ださいというだけではなく、職員全体を対象といたしましたワークショップを開催

いたしまして、自分の課の現状だけではなく、よその課の業務等々につきまして

も、現状や課題、こうしたほうがいいんじゃないかなというような意見も取り入れ

ながら、この総合振興計画に生かしていきたいというふうに考えております。以上

でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 小学生から大人まで、また役場内でも自分の担当課のみなら

ず、よその課のことまでと、非常にすばらしい計画ができあがりそうな感じがしま

す。当然入っているとは思うんですが、小学生、中学生を入れるということであれ

ば、高校生もお願いしたいと思います。そしてまた、村民のワークショップをしな

がら、託児所も設けて、多くの方の意見をいただき、そしてアンケートも取られる

ということでございます。 

職員については、それぞれの人は担当の仕事があると思います。それぞれの人が

まず自分の担当の仕事の１０年計画を作り、そしてまたほかの時間では、よそのこ

とでもいいから、こういうことはできないのかなというようなことをみんなで熱心

に考えていただいて、１０年計画ができればなと思っております。 
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さらに、私が考える行政課題といいますか、それについて２、３質問し、答弁を

求めたいと思います。 

地方分権改革が進んで、今では法律上の権限では、国、都道府県、市町村は、並

列的に横に並んでいます。もちろん国・県の補助金や交付金をあてにしなければ、

多額の費用が必要な大きな事業の推進が無理なことは、全国どこの市町村も同じだ

と思います。とりわけ、私たちの山江村のような地域では、例えば地方税の課税対

象となる固定資産や個人・法人の住民税と自主財源も少なく、決算資料によります

と財政力指数は０.１４程度となっておりますので、それぞれやりたい事業、各種

事業を進める上では、財源の不足が現れてくるのではないかと危惧しております。

そのことから、当然なことではありますが、財政計画も加えた総合計画、そしてそ

れによって持続可能な地域づくりを樹立しなければなりません。 

そこで、そのようなことをやられるとは思うんですが、いずれはこの総合振興計

画にプラスした形での村づくり基本条例、各種の政策推進や村づくりの基本的な考

え方を明記した村づくり基本条例の制定が必要になってくると考えますが、このこ

とに対してはどのように考えておられるか、答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

議員申されました財政計画等につきましては、やはり村づくりを進めていく上

で、自主財源が乏しい山江村におきましては、非常に大切なことだというふうに考

えております。計画書の中に盛り込むとか別紙にするということは、また抜きにい

たしまして、そちらの計画も踏まえながら、実施計画のほうに反映させていきたい

というふうに考えております。 

それから、村づくり基本条例の制定についてですけれども、この基本条例につき

ましては、制定されている自治体や検討されている自治体もあるというふうに聞い

ております。概要といたしまして、議員も申されましたけれども、地域課題へ対応

することや村づくりに対しまして、誰がどんな役割を担いながら、どのような方法

で決めていくかを文書化したもので、自治体の仕組みや基本ルールを定めたものと

なっているというようなことでございます。内容や構成につきましては、制定され

る自治体でいろんな差違があるということで、特色を生かされているものもあると

いうふうに聞いております。 

しかしながら、本村でですね、基本条例の制定につきましては、現在のところ全

くの白紙の状況でありますけれども、基本条例のあり方につきましては、この総合

振興計画を策定する中でも調査研究をさせていただきたいというふうに考えており

ます。 
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また、基本条例とはちょっと違いますけれども、特産物の栗に特化いたしまし

た、これは仮称ですけれども、どのような名前にするかは別といたしまして、栗条

例といったものを制定させていただきたいということで、現在検討をさせていただ

いているところでございます。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 今後、調査研究をすると、あるいは山江村らしい栗条例の制

定も研究する、そのような方向で進んでいかれるのではないかと思っております。 

もう１点、お尋ねします。総合振興計画の中に万江川上流の水利権返還を明記す

る考えはないかについても答弁を求めます。 

実は、この１０年前の山江村総合振興計画、第５次山江村総合振興計画にも７１

ページに２行ほど書いてあります。これは、昭和の終わり頃、高速道路工事によっ

て万江川も随分汚れたけれども、それが随分きれいになってきたということを書い

てありますが、読んでみますと、２行ですから、「九州有数の清流に復帰した美し

い万江川を次世代に大切に継承していくことが大切な課題です」ということが、人

と自然が共生する村づくりの中に書いてあります。 

それで、万江川は、有史以前から、何千年も前から地域住民の生活の中心となっ

ていたと考えることができます。その名も万の湧水、万の湧き水を表現する「万

江」という大字名にもそれが表われています。それを昭和２８年頃にある大企業に

売り渡し、万江川上流域の水利権放棄契約を締結して、既に６５年です。その間、

数回の更新を経て、次の更新期限は平成３９年であり、ちょうどこの今から作るで

あろう第６次山江村総合振興計画の終了年度直前です。いくら現在の水利権所有者

が日本を代表するような大企業とはいえ、７５年間も独占的に万江川上流の水を一

滴も下流に流さずに自社の営利目的のために使っておられるというのは、私は山江

村民として残念で残念でなりません。 

しかも、山江村は山江温泉ほたる亭の運営をはじめ、豊富な自然を生かした観光

業、あるいは各種の産業育成政策、また文化財を活用した村づくりにも力を入れて

います。流域の農業用水や生活用水としての利用はもちろんのこと、水道事業とし

て万江川の恩恵は、万江地区住民のみならず、上質な飲料水として山江村中央地区

水道を通じて、約３,０００人の村民の毎日の生活を支えています。今こそ万江川

上流の水利権返還に向けて動き出す時と考えますが、執行部ではどのように考えて

おられますか、答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

議員申されましたとおり、第５次山江村総合振興計画の７１ページに２行ほどで
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すね、「万江川を次世代に大切に継承していくことは大切です」というふうに書い

てあります。それとあわせて、その水利権を返還する、取り戻すというようなこと

をこの総合振興計画に載せるというのは、全くまた私はこれは別の問題だというふ

うに考えておりますので、今のところ、具体的な施策、またこの文言等につきまし

て、この水利権の返還に向けてどうこうというような文言を記載する予定はありま

せん。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） では、万江川のことについて、もう１点だけお聞きします

が、数年前から万江川流域での水力発電の計画があったようであります。この動き

については、企画調整課あるいは役場ではどのように把握されておりますか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

万江川流域を調査されております水力発電、小水力発電ですけれども、こちら宇

那川ですね、万江川支流の宇那川のほうに設置の計画をされているということで調

査、また地元ですね、第１５区の住民の皆様に説明会等をされているということ

で、もちろん村のほうにもですね、総務課、建設課、また企画調整課の部署のほう

でもですね、こういうことで進めていきますと、小水力の発電を行っていきますと

いうような説明を受けております。 

しかしながら、その事業者が、関係機関、県なのか、例えば電力会社なのか、水

力のいろんな関係なのかわかりませんけれども、そちらのほうと協議を要しまし

て、まだいろんな合意形成が至ってないというところで、地域の住民の方からも、

「説明はあったばってんが、どうなっているのかな」というようなご質問を受けて

おりますけれども、私たちのほうもその水力発電を現在されようという事業者から

は、ちょっと協議のほうが長引いてて、なかなか先に進まない状況ですというよう

な報告を受けております。 

また、これは県管理ですけれども、また万江川の上流部でも別の水力会社のほう

が何か調査をされているというようなお話を聞いておりますけれども、具体的な話

はちょっとどういったことをされているのかというのは、こちらでは把握しており

ません。以上のような状況でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 計画段階ではあるといっても、各種の計画が進行中のようで

あります。それほど、万江川は魅力的というか、良い川であると思いますので、ぜ

ひ山江村としても慎重に取り組んでいただき、山江村の利益になるような取り組み

となることを期待したいと思います。 
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第６次山江村総合振興計画についていろいろと質問をし、答弁を求めてきまし

た。前の議員の質問で企画調整課長が申しておりましたが、行政運営にはＰＤＣＡ

サイクル、つまり、計画して、実践して、評価して、改善する、それを次の動きへ

とつなぐことがとても大切だと思っております。村民と共に、もちろん役場職員も

たくさんの汗をかいていただき、実行可能な計画策定で、しかも理想も求める第６

次山江村総合振興計画ができあがりますことを期待しております。 

内山村政４期目がスタートしました。山江村や地球の未来を見据え、山江村民の

幸せを実現させるために、村民の声に耳を傾け、村民の心に寄り添いながら、現在

と将来の幸せを両方とも実現させるために、内山村長、そして役場職員の日々のご

尽力を念願し、一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（秋丸安弘君） お諮りいたします。 

ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を３時５０分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時４０分 

再開 午後３時５０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、２番、横谷巡議員より、施政方針について、農業経営の担い手・人づくり

・組織化づくりについて、女性の健康支援「乳がん検診」についての通告が出てお

ります。 

横谷巡議員の質問を許します。２番、横谷巡議員。 

 

横谷 巡君の一般質問 

 

○２番（横谷 巡君） ２番議員の横谷巡です。最後の質問ですので、しばらくの間、

時間をいただきたいと思います。議長のお許しをいただきましたので、一般質問を

いたします。 

今年の例年にない異常気象は、局地的な豪雨、台風、そして地震と、かつてない

頻度で立て続けに大きな自然災害が襲い、その傷跡の深さは計り知れないものがあ

ります。また、政治、経済、スポーツ、官庁にあっては、倫理観の欠如や不正、不

祥事、組織の権力構造、全てお金の力とあり得ない現実と裏の実態が公開情報によ

り次々と露見され、正しいはずの正義が正義でなくなる前途多難な日本の将来に危



 － 110 －

惧を抱き、残念でなりません。改めて、村民の信頼を得る使命と職責の重さを強く

感じているところであります。 

本日の一般質問では、施政方針について、農業経営の担い手・人づくり・組織化

づくりについて、最後に女性の健康支援「乳がん検診」についてお伺いしてまいり

ます。 

まず、質問事項の１点目、施政方針について伺います。村長として新たに就任さ

れ、原点、初心に返って村政に当たりたいと言われました。就任式の挨拶の中で、

熊日新聞に掲載された記事を引用され、住民、村民への丁寧な説明責任のあり方に

ついても述べられました。このことは、栗のブランド化に係る一連の推進事業のこ

とを例に挙げてあったように思います。また、合戦峰観音堂周辺整備に係わる合戦

峰物産販売所事業の進め方にも事業経過など、住民への丁寧な説明と理解が不十分

であったように感じます。確かに１００人委員会等における村民の自主的行政参加

による運営や関わりも大切なことですが、地域づくりにおいて多くの住民、村民へ

の丁寧な説明と理解、協力は欠かせません。 

そこで、公共事業の推進にあたって、住民、村民の理解と協力、そしてコミュニ

ティ、計画段階からの手順など、慎重かつ丁寧な説明が求められると考えますが、

村長の所見を伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、答弁をいたします。 

もろもろの情報の公開といいますか、いろんな役場の事業の透明化につきまして

は、かねてより広く村民の方に公開をするという態度で接しているところでありま

す。やってはいけないことは、個人情報にかかわること、それからいろんな企業が

行う戦略を損なうようなことについては、もちろんその情報は流せないということ

でありますが、それ以外のことについて、もちろん公益性があるというようなこと

については、全て公開をするということで、これはケーブルテレビの各種会議等

々、取材をしてもらっているところでありますし、広報等々にもですね、あまねく

その事業につきまして載せているということであります。 

あわせて、私は、村民との信頼関係を築くという部分においては、村民の苦情を

しっかり受け止めるということが大事なんですよというようなことを職員には言い

続けております。要するに、村民の苦情をはねつけるということは、はねつければ

その溝というか、信頼感は得られないわけでありますので、一度どっぷり受け入れ

ながらしっかり話し合うことで、その付近の事業に対する理解、それから逆に、村

政に対して積極的にいろんな形で参画してもらうようになるんだよというようなこ

とを言っているわけであります。 



 － 111 －

ただ、具体的に栗のブランド化事業、丁寧な説明責任というようなことで、栗の

ブランド化事業、合戦峰物産所のことをおっしゃいましたけれども、一応そういう

スタンスで接しているところでありますが、そういう指示もですね、担当課におい

ては担当課に全て公開でやりましょうというようなことを、また話し合いもしなが

らやりましょうということを申しているところでありますけれども、なかなかうま

くいかないということがあったということであれば、素直に反省して、しっかりそ

のようなことがなきよう情報公開をしていきたいと思っております。 

別に、栗のブランド化事業につきましても、また合戦峰物産所の事業につきまし

ても、その事業の説明については、まず補正ではあったんですけれども、この議会

で丁寧に説明しながら、その予算をお認めいただいているというようなことであり

ます。たぶん補正であったということで、ばたばたしながらこの事業を進めたと。

ただ、担当課においては、補正をとるということはですね、日頃からその事業を準

備しておくということでありますので、それはそれでまた大事なことでありますけ

れども、事業の進め方に不備があったということであれば、また説明が必要であれ

ば、担当課のほうから説明をさせたいと思います。以上であります。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 中竹議員の質問の中で、地域づくりの概念、認識のことで、や

はりコミュニティづくりが一番ということを言われました。やはりせっかく村のた

め、地域のために進める公共事業が、住民、村民の理解が得られないと、本当にこ

れはせっかくの事業がむだになってまいります。そういう点から、やはりしっかり

とした説明と理解をいただくようなことをしていただいて、今後の公共事業の推進

に当たってもらえばというふうに思います。 

次に、質問事項の２点目です。農業経営の担い手・人づくり・組織化づくりにつ

いて伺います。農業従事者の多くが高齢者となり、３年、５年先に不安を感じ、担

い手となる人づくり、組織づくりなど、今後の農業を守る対策が急務となっていま

す。年々、高齢農業者のリタイアが増加すると見込まれることから、荒廃農地や後

継者のいない農家の農地について、担い手による有効活用を図るとともに、新規の

担い手、就農者を確保しての定着の促進、また集落営農は地域の農業、農村を維

持、発展させていくための重要な担い手であり、集落営農の法人化の進展など、喫

緊の課題であります。 

そこで、山田地区の組織経営体、農業法人化に向けた取り組みと動きについて伺

います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 山田地区の農業法人化に向けた動きの状況ということ
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でございます。今後、農業につきましては、議員申されました高齢化、担い手不足

によりまして遊休農地とならないようにいかにして守るかが非常に重要なことであ

ります。現在はまだそれぞれ個人で耕作をされている土地も、これが５年後、１０

年後になりますと、耕作が困難になり、遊休農地が増加するものと思われます。そ

のためにも、今現在からこういう農地を守るための受け皿をつくっておかなければ

なりません。 

このような状況を踏まえまして、農業につきましては、今後の農地を守るため

に、昨年、万江地区に農業法人が立ち上がったところでございます。今現在、この

法人は、個人で耕作することが困難な農地に対しまして利用権を設定しまして、様

々な補助事業を活用しながら事業を進めていただいているところでございます。 

今後、この万江地区は、この会社を中心に農地の経営が始まり、農地を守るとと

もに、働く場が生まれることを期待しているところでございます。この万江地区の

法人につきましては、村といたしましても、今後もしっかりと支援をしていきたい

というふうに思っております。 

山田地区ということでございます。今後、山田地区に対しましても、将来耕作離

れする可能性がある農地をいかに守っていくか、またそのためにはどのような対策

が必要なのか、地域の方々としっかりと話し合いを始めていきたいというふうに考

えております。将来的には山田地区に３カ所程度の営農組織の設立を推進していき

たいというふうに思っております。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） ただいまの山田地区の法人化組織について将来的に考えるとい

う答弁をいただきました。本当に農業の現状、先行きを考えると、この法人化等の

受け皿は急を要すると思いますし、不可欠ではないかなというふうに思います。将

来的ということではなくて、村長も言われましたように、守りじゃなくて、攻める

ということを考えたならば、やはり数年後にはつくるんだというような意気込みで

法人化をして立ち上げないと、高齢者農業ですから、だんだんと実態は厳しいです

から、作る人が少なくなってくる、そういった点から大体何年先ぐらいに目途を立

てて法人化を目標とされているのか、お尋ねいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 具体的に何年後とかということでございます。目標と

しまして、計画としましては、来年度、平成３１年度に地域の方々との話し合いを

始めたいというふうに思っております。そこで、話し合いの結果、やはりこの組織

が必要であるというふうな結論が出ましたら、１年間かけていろいろな研修を行っ

たり、勉強会をして、できれば平成３２年度設立に向けて動き出したいというふう
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に思っております。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 農業生産法人の必要性については、議員おっしゃるとおりだと

いうことで、私も申してきました。ただ、万江地区もそうでしたけれども、動き始

めて２年間ぐらい時間を要するということであります。と申しますのは、やっぱり

万江地区もですね、農業をされてない方を含めて、万江地区で行う農業のあり方は

どういう形が一番ふさわしいのかと同時に、万江地区の自然、万江川を中心とした

自然をどう守っていくのかということも併せて協議をいただきながら、万江地区の

法人化の方向に向かったというようなことであります。この手法は全く同じかと思

いますけれども、山田地区におきましても、来年から話を始めるということであり

ますが、農業をされる方だけではなくて、このままではこの山田地区の農地が荒れ

て、農村風景が壊れてしまうということは、農業をされる以外の方も、従事者以外

の方も大いに関連することでありますから、いろんな意見を集めながら、この地域

の法人化に向けての動きを始めさせていただきたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 個人で農業の受託業務をされている方は、把握されていること

で結構ですので、何名おられるか。また、１人当たりの受託件数と受託面積はいか

ほどか、あわせて機械利用組合の状況についても伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 農作業の受託ということでございます。受託先等の組

織は、山江村機械利用組合という組合があります。この組合のほとんどが農作業を

受託されているというふうに考えられます。組合員数は、ちなみに２０名でありま

す。この組合の受託件数と面積につきましては、昨年度ですけども、あぜぬりが４

４件で約７,７００メートル、田植えが４１件で約１４ヘクタールと、稲刈りが１

２９件で約４０ヘクタールということでございます。これとほかに個人で受託され

ておられる方が約１０名ほどおられるというふうに思います。面積としましては、

個人で受託されている面積は、稲刈りがほとんどだというふうに思いますけども、

約５０ヘクタールではないかというふうに思われます。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） ただいま説明いただきましたように、受託業務をされている

方、機械利用組合の方の役割が本当に現状では大変大きいものがあります。今、説

明の中で合わせると約１００ヘクタール近い面積のようでございます。そういった

ことで、この存在というものは必要不可欠なものになっています。 

私が知っているある方は、個人で約１００件、３５ヘクタール受託をされている
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と聞きました。そういった現状で、今後ますます法人化とともに、この分野は重要

になってくると。そこで、この受託業務者等への支援制度、支援策の状況と考えに

ついて伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 受託業務者への支援策ということでございます。この

個人で受託を、作業をされている方は、それぞれ相対でされているということでご

ざいまして、個々の発生します受託料は山江村農作業標準賃金表を参考に契約され

ておりまして、これは経費まで含んだところの標準賃金表でございます。この賃金

表につきましては、下球磨地域農業振興協議会という協議会がありますけども、そ

こで検討され、設定された金額でございます。これを参考にそれぞれの市町村で検

討するということでありまして、山江村では農業委員会のほうで賃金表の設定をさ

せていただいているということでございます。今後、農作業の受委託が増えること

が予想されますことから、この農作業受託である担い手の育成につきましては、今

後、農業振興のため、非常に重要な施策であります。 

個人での受託業務者への支援策につきましては、現在その個人の受託されている

方が課題となっている面、また将来的に課題となるであろうということをしっかり

と把握しまして、今後の山江村の農業振興対策を図っていきたいというふうに思っ

ております。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 本当に農業の現場を見てみますと、こういう方への依存度が本

当高いですよ、実際に。ですから、やはり農地を守る、そして維持していく、そし

て農業振興を図る、この上からもですね、やはり何らかの支援策は、私は必要かな

と、また構築する必要もあるかなというふうに考えます。 

これから年々、農業従事者の高齢化は進んでまいります。ここ数年で、いわゆる

出し手と受け手のバランスが崩れはしないかと考えます。この農家の不安解消、実

際に田んぼに行って、作っておられる農家の方に聞いてみますと、本当に農業経営

に不安をお持ちの方は大変多いように感じています。この農家の不安解消等を講じ

る対策についてお考えを伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 農家の不安解消を講じる対策はということでございま

す。高齢化、担い手不足によりまして、今後、農作業の受委託の面積が増加するこ

とが予測をされるところでございます。これに伴いまして、担い手である受託者の

作業量も増えますことから、その受託者であります担い手の確保及び育成が非常に

重要でございます。担い手も高齢者により不足することが懸念されますことから、
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地域の方々と今後どのような対策が必要なのかしっかりと話し合いをし、地域の実

情に応じた対策を検討していきたいというふうに考えております。 

また、今後の本村の農業振興を図る対策の一つとしまして、営農組織の設立が必

要であるということであれば、積極的に推進してまいりたいというふうに考えてお

ります。以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 現状から、法人化等も大変難しい面もございますし、また、受

託されている業者の方もですね、本当に中高年、年配層が多いですから、本村にお

いては特に兼業農家ということで実態がよそと違うわけですから、その点もしっか

りと認識して、その現状を把握して、的確な、私は先手対策を打っていく必要があ

ると思います。今こそ先手で的確な対策が農業現場には必要かなというふうに思い

ますので、ぜひ担当課におかれては、この点についてお願いをしておきます。 

それから、質問事項の３点目です。女性の健康支援「乳がん検診」について伺い

ます。本村には女性議員がおられません。しかし、女性がいかに家庭で職場で社会

でこの役割、存在が大きいか、また大切か、このことについては十分そのことを認

識している一人でもあります。その観点から、今回の一般質問には女性の健康支援

「乳がん検診」について取り上げさせていただきました。 

日本人の死因のトップは、がんであります。２人に１人は、がんになると言われ

ています。がんは、早期発見で助かるとわかっていながら、自分のことになるとな

かなか検診に行かないのが現状ではないでしょうか。９月は、「がん制圧月間」で

もあります。数多くあるがんの中で女性の健康支援のための検診の重要性に鑑み、

乳がんについて質問をいたします。 

乳がんは、女性の罹るがんの中で一番多く、女性の３０歳から６４歳でがんの死

亡原因の第１位となっています。女性の１１人に１人が乳がんに罹り、年間約１万

４,０００人の方が亡くなっています。しかし、乳がんは、早期発見・早期治療に

よって９０％以上の方が治癒すると言われています。このため、セルフチェック、

自己検診ですね、自己検診や定期検診の受診が非常に大切であります。近年、若い

方の乳がんが話題になっており、非常に国民の関心も多いところと思います。 

そこで、本村の、わかるところだけで結構ですので、３年間における乳がん検診

の受診率と、乳がん発見者について伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えします。 

過去３年間の乳がん検診受診率につきましては、平成２７年が６５.４％、平成

２８年が４８.２％、平成２９年が５４.９％となっています。 
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乳がんの発見者数につきましては、平成２７年に１名の方、発見されておりま

す。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） この平成２７年、平成２８年、平成２９年で、がんとわかった

人が１名ですか。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、お答えします。 

平成２７年に１人の方、発見されております。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） １１人に１人ががんになると言われていますけれども、受診者

が５０％近くで１人ということは非常に少ないかなとは思いますが、乳がん検診に

あたっては、マンモグラフィという方法だそうです。これはかなり痛みを伴うとい

うことで、検診を受けにくい状況にもあるのかなと思いますし、あるいは乳がん検

診ということで、なかなか社会の目というか、周りの目というか、そういうのを気

にされて、受ける方も少ないのではないかなという状況もございます。 

そんな中、検診を受けられた方の中で、がんというのは、乳がんの場合はステー

ジ１からステージ４、４までありますが、このステージに関係なく、今、結果とし

て１名と言われましたけれども、この方は要精密検査をされたのか、精密検査を受

診されたか、お伺いいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えします。 

乳がんの検診を受けられまして、乳がんということで発見された方が１名であり

まして、ほかにも要精密の検査を受けてくださいという方が別に見つかっておりま

す。平成２７年は要精密検査者数が９人、平成２８年が８名、平成２９年は４名と

いうふうになっております。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） だから、１名って、えらい少なかなと思ってですね。平成２７

年が９名、平成２８年が８名、平成２９年が４名ということですよ。この検診の結

果、要精密検査だった方は、大変ショックと不安、このことは隠し得ないものと思

います。要精密検査の方に早急に検診の受診を促す対応については、どのような受

診勧奨を行っておられますか。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えいたします。 

平成２７年に、先ほど申しましたとおり、要精密検査者が９名で、そのあと集団
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検診及び施設検診の結果による精密検査者につきましては、全員を家庭訪問し、説

明を行って、精密検査を受診されるよう勧奨を行っているところです。 

平成２７年が９名のうち、その後、精密検査を受けられた数が３人、平成２８年

が８人のうち５人、平成２９年は４人のうち、精密検査を受けられた方が４人とい

うことになっております。 

まだ要精密検査者で精密検査を受診されていない方につきましては、電話や訪問

による受診勧奨のフォローを行っているところでありまして、複数年、検査に該当

された方にあっては、訪問等によりまして、受診をしていただいているというとこ

ろで、今後も引き続き要精密検査者につきましてはフォローを行っていきたいと考

えております。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 実は、この要精密検査だったある奥さん、４０代の人からお話

を聞きました。検診したところが、乳がんと言われたと。そして、家に帰ったとこ

ろが、子どもが２人、お子さんがおられて、小学生ですね、ショック受けられて、

家族が真っ暗になったと。ちょうど小林麻央さんが乳がん検診でああいう話題があ

ったときですから、ご主人も子どもたちも本当に絶望されたと、ショックだった

と。しかし、ある保健師の方が、何回となく足を運ばれて、「結果、どっちかわか

らんけん、検査を受けてください」と、何回も足を運ばれ、本人じゃなくて、子ど

もとかご主人にも受診の勧奨を勧められたということで、そして受けてみようとい

う結果になって、精密検査を受けたところが、異常がなかったと。それで、一気に

家庭がまた明るくなって、この保健師さんの勧奨、勧め方に大変感謝をしてますと

いうことを聞きましたから、ああ、やっぱり保健師さん、頑張っているんだなと。

やはり専門職ですから、こういうことは大事かなという思いで、どのような勧奨を

されているのかと。儀礼的じゃなくて、本当に家族のことを思って、まだこの中に

も受けておられません方がいらっしゃいますので、ぜひ精密検査を受けられるよう

に、保健師の方にご指導してください。 

それから、乳がん検診の結果を通知する際、マンモグラフィでは異常の判別が困

難な高濃度乳腺、これは若い人に多いそうです、と判定された場合、受診者に超音

波検査受診を推奨すべきと考えますが、どうでしょうか、伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、お答えいたします。 

超音波検査の受診の推奨についてですが、山江村ではマンモグラフィ検査が導入

される前から超音波検査を実施しておりまして、導入後も超音波検査との併用を基

本としております。超音波検査の単独検査はできますが、マンモグラフィ検査の単
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独検査はできないということになっておりますので、高濃度乳腺に対する検査も網

羅されているところであります。以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） この超音波検査は、特に３０代、４０代、若い人にものすごく

威力を発揮すると言われていますので、推奨方をお願いしたいというふうにお願い

します。 

乳がんは、自己検診で見つかる、数少ないがんの一つと言われております。３０

代後半から増えてきて、４０歳代後半にピークがあり、７０歳過ぎてもそれほど減

らない傾向にあります。そこで、セルフチェック、自己検診でわかるように、この

普及啓発の取り組みはどうなっているでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えします。 

セルフチェックの普及啓発の取り組みですけれども、検診結果説明や健康相談、

健康教室などの際にパンフレット等を用いてセルフチェックの説明などを実施して

いるところです。 

先ほど議員が申されましたとおり、早期発見で９０％に近い方が１０年以上生存

できるという結果が出ているところでもありますので、早期に乳がんを発見するこ

とが非常に重要であると考えられます。セルフチェックは、乳がんを早期に発見す

る、とても有効な手段でありますので、今後も機会があるごとに広報等を行って、

セルフチェックの重要性を周知できればと考えております。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） ぜひ進めてください。 

それから、若い世代、近ごろは本当に若い世代にも多くなってきていますので、

関心を持ってもらえるように入浴時に乳がんの自己検診に利用できるシート、この

導入をする考えはないでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、質問にお答えいたします。 

今は、日本対がん協会などから自己検診のパンフレット等が毎年無償で配布され

ておりますので、そのパンフレットを用いて啓発を行っております。セルフチェッ

ク用のシート、ホームページで見たところ、「ブレストケアグラブ」というような

名称のようですが、導入につきましては、今のところ考えておりませんが、乳がん

の早期発見に役立つものであるということでありますので、周知を図っていくと同

時に、今後検討をしていきたいと考えております。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 
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○２番（横谷 巡君） ぜひ早期発見につながるシートですから、導入の検討をお願い

したいと思います。 

乳がんを撲滅する一歩として自己検診の推奨、家族性乳がんの疑いのある方に

は、専門機関での定期的な検診の啓発など、健康につながる検診の大切さを理解し

ていただくためにも、専門職である保健師による健康問題の出前講座を開催し、女

性の健康支援をする考えはないか、伺います。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えいたします。 

保健師による健康についての出前講座につきましては、現在は村民全員を対象と

しておりますので、女性に特化したというところではございませんが、各地区で行

われております公民館事業や、教育委員会の事業であります「１分館１学活動」の

際に区長などからの依頼によって健康に関する講座等を実施しております。 

女性の方に特化した、この乳がんについての健康講座につきましては、ご要望が

あって、地域のほうで要望が上がってきましたら、その都度対応をしていきたいと

考えておりますので、健康福祉課までご相談をいただければと思います。以上で

す。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 要望があればではなくて、やはり村長が言うように、やっぱり

先手なんですよ。乳がんだけじゃなくて、子宮がんとか、いろんなありますから、

たまには山江型の変わった女性の健康支援の出前講座をすると、私はすばらしい取

り組みになるんではないかなと思います。 

そして、今お陰さまで、保健師の方も４名ですか、５名ですか、ちゃんと配置し

てもらっていますから、私は、それこそ保健師は専門職で女性の身近な存在なんで

すよ。でしたら、その立場からもですね、ぜひ私はこの健康問題の出前講座の実践

をしていただきたいと。無理なことじゃなくて、できることから仕掛けていく。村

長、どうでしょうか。今の女性の健康支援の保健師による出前講座ですよね。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） お答えいたします。 

一二三課長は申しておりませんでしたけれども、公民館事業で公民館に出かけて

いきなはる各種健康に関する事業を行っております。熱中症予防とか、インフルエ

ンザ予防とか、健康管理、健康づくり、いわゆる医療、介護、予防医療の分野とし

ていろんな呼びかけをしているというような状況であります。 

今回、乳がんを特定としてのご質問ということでありました。また、答弁を聞き

ながら、私も、毎年５、６名から８名の方々がその要精密の対象者になっておられ
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るということでありますし、もちろん村民の方々の健康を守ると、これは乳がんに

かかわらず、様々ながんから守るということからもですね、もう一度がん対策も見

直させていただければと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 冒頭に申し上げました、女性は家庭でも職場でも社会でも重要

な役割を担い、その存在は欠かすことができないものです。私自身、身近な周り

で、数名の方が、元気な方が乳がんに罹患され、本人と家族の方の乳がんと闘われ

る姿を目の当たりにしました。一番近い人は、看護師の方が６３歳、検診を受けた

ところがステージ４だったと。娘さんが結婚されるばかりだったと。そして、４カ

月の闘病の末、亡くなりました。ある人は、若かった。４０代。やはり要精密検査

を受けて、最初の検査では異常なかったけど、２回目のときに見つかって、左胸を

全部摘出されたと。お陰でリンパ等には転移してなくて、放射線等の治療は必要な

かったとか、そういう方を私は目の当たりにしてきました。だから、今回は、ぜひ

このことを、本当にがんに罹ったら命を失います。家庭も全くどん底に落ちます。

そういったことから、答弁いただきましたように、９名、８名、４名と、その中で

も半分以上は、やっぱり要精密検査ですから、やっぱり命にかかわることですか

ら、ぜひここは単なる健康講座じゃなくて、そういう身近なことです、命にかかわ

ることですから、そういったことから質問をさせていただきました。 

がんを発見するための最も効果的な方法が検診です。乳がんは、早期に発見・治

療すれば、高い確率で治ります。乳がん検診の受診啓発と女性の健康支援の取り組

みをお願いし、一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（秋丸安弘君） これで本日の通告がありました一般質問は全て終了いたしまし

た。 

本日は、これにて散会いたします。ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後４時３５分 
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午前１０時００分開議 
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日程第 ５ 認定第 １号 平成２９年度山江村一般会計決算の認定について 

日程第 ６ 認定第 ２号 平成２９年度山江村特別会計国民健康保険事業決算の認

定について 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） おはようございます。 

ただいまから会議を開きます。 

本日の出席議員は１０名で定足数に達しております。 

本日は、会期日程、日次第１０の本会議で、質疑、討論、表決となっておりま

す。 

それでは、議事日程順に、質疑、討論、表決を行います。 

発言については、山江村議会会議規則第５３条（発言内容の制限）の規定を守っ

て質疑をお願いいたします。 

また、会議規則第５４条（同一議題の質疑の回数は３回）の規定と同規則第５５

条（発言時間制限６０分）の規定はお守りいただきますようお願い申し上げます。

なお、３回を超える場合は、第５４条ただし書により議長の許可を得てお願いいた

します。 

迫田会計管理者。 

○会計管理者（迫田教文君） 訂正を申し上げます。 

９月５日の提案理由説明で、認定第１号から認定７号まで、主に実質収支に関す

る調書にて説明を申し上げましたが、７７ページの国民健康保険事業会計の実質収

支に関する調書の説明で、「２の歳出総額」のところを「２の歳入総額」と申し上

げておりました。お詫び申し上げ、訂正いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 同意第２号 山江村教育委員会委員の任命に関する同意を求めることにつ

いて 

○議長（秋丸安弘君） それでは、日程第１、同意第２号、山江村教育委員会委員の任

命に関する同意を求めることについてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませ

んか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本件は人事案件でありますので、起立採決といたします。本件は

これに同意することに賛成の方は起立をお願いいたします。 

［賛成者起立］ 
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○議長（秋丸安弘君） 起立全員です。従って、日程第１、同意第２号、山江村教育委

員会委員の任命に関する同意を求めることについては、同意することに決定いたし

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 議案第４０号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２、議案第４０号、熊本県後期高齢者医療広域連

合規約の一部変更についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をいたします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第２、議案第４０号、熊本県後期高齢者

医療広域連合規約の一部変更については、可決することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 議案第４１号 山江村移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第３、議案第４１号、山江村移動通信用鉄塔施設の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許し

ます。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第３、議案第４１号、山江村移動通信用

鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定については、可

決することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 議案第４２号 山江村分収造林に係る地上権設定契約の解約について 
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○議長（秋丸安弘君） 日程第４、議案第４２号、山江村分収造林に係る地上権設定契

約の解約についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第４、議案第４２号、山江村分収造林に

係る地上権設定契約の解約については、可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 認定第１号 平成２９年度山江村一般会計決算の認定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第５、認定第１号、平成２９年度山江村一般会計決算の認

定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

７番、秋丸光明議員。 

○７番（秋丸光明君） おはようございます。 

ページは４０ページでございます。この中にアグリセンターのが載ってますが、

アグリセンターに支出が１００万から出ておりますので、これはずっとするのか、

それとも何か考えがございますか。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） アグリセンターの件でございます。ここの経費支出額

の１１０万ほどでございますけども、これはアグリセンターの施設の管理委託料と

需用費はいろいろな修繕費とエアコンの取付けとかでございます。今後これがずっ

と発生するかということでございますけども、ご承知のとおり川辺川の変更計画が

２月に決定したということもありまして、今あそこには川辺川の土地改良区の事務

員がいらっしゃいます。今後、このアグリセンターの使用につきましては、今まで

は行政連絡会議のみが使用されてたということでありますので、今後、このアグリ

センターをどういうふうに活用するかということは、今後また検討させていただき

たいというふうに思ってます。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 私のほうがちょっと補足いたします。アグリセンターは今課長

申したとおり、川辺川の土地改良事業が国営事業が廃止になったということであり

ますから、今の状態は川辺川の土地改良区は続きますので、これが職員が１人おり
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ます。川辺川の行政連絡会議は本年度末でもう閉じますので、なくなりますので、

いわゆる土地改良の職員１人があそこに常駐するというようなことになるわけであ

ります。維持管理の経費が今も上げましたとおり、本年度１００万を超えるお金が

要る。ただ入ってくるお金７２万だったかな、これは行政連絡会議が３６万、そし

て土地改良区が３６万の７２万ですが、要するに７２万もらって１００万以上の支

出があるということでありますから、この施設の活用についてはいろいろ検討して

いく必要があろうかと思います。もちろん「アグリ」という名前が付きますので、

農業用の何らかの施設ということでありますが、あそこで会議をするうんぬんにつ

いても、簑原でありますから非常に役場としては使いづらい施設であるというよう

なことでありますから、土地改良区も先ほど申し上げましたとおり１人常駐してお

りますから、今組合長が錦の町長でありますので、錦のほうに職員はもうちょっと

取り返したいということになりますと、維持管理費だけ１００万以上で全く収入が

ない、また空き家になってしまうというようなことになりますから、その付近もち

ょっと勘案しながら、あとの施設の活用については検討していきたいというふうに

思っております。 

○７番（秋丸光明君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

１番、赤坂修議員。 

○１番（赤坂 修君） １番、赤坂でございます。 

ただいま上程されております認定第１号、平成２９年度山江村一般会計決算認定

について、この決算書の中で不納欠損についてお伺いをいたします。 

不納欠損については認定第２号、山江村特別会計国民健康保険事業決算認定、認

定第５号、特別会計介護保険事業決算認定について計上してありますので、併せて

よろしくお願いしたいと思います。 

山江村債権管理条例に関する事務取扱要綱が平成２９年７月制定されております

が、山江村債権管理条例第１５条、報告として村長は債権を放棄したときは規則で

定めるところにより、議会に報告しなければならないとなっており、また事務取扱

要領でも第１３条４項、所管課長は前項の規定による通知があったときは債権放棄

の年月日及び理由を台帳に記載し、不納欠損の処理をしなければならない。第１３

条５項、所管課長は不納欠損の処理をしたときは村長の決裁を得た後、これを議会

に報告しなければならないとなっておりますが、答弁を求めます。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それではお答えいたします。 

先ほど議員が申し上げた債権管理条例及び施行規則の件でございますが、そちら
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のほうに議会のほうに報告という条文があります。その分につきましては、非強制

徴収債権に関するものについてが報告という形になっておりまして、今回報告の上

がっております不納欠損につきましては、強制徴収公債権のみの計上になっており

ますので、通常の税と同じような取り扱いで行っているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 赤坂修議員。 

○１番（赤坂 修君） 今答弁がありましたけれども、その非強制徴収債権についての

項目は、条例また規則等に明記してあるんでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それではお答えいたします。 

強制徴収公債権については条例には記載はございません。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 赤坂修議員。 

○１番（赤坂 修君） 質疑終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） ただいま議題となっております認定第１号、平成２９年度山

江村一般会計決算の認定について、計画され実行され、それをチェックする場だと

思いますので、改善も含めてその原則に基づいていくつかの質疑をいたします。 

この議案の提案理由は、開会日に迫田教文会計管理者がよどみなく明快に早口で

説明されました。また本日は、決算審査意見書を議会選出の赤坂議員とともに作成

していただいた木下久人代表監査委員にも出席してくださっています。さらに全職

員によって執行された１年間の成果を事務報告にまとめてあります。これらの資料

を見ながら質疑をいたします。 

この決算書綴りの３４ページ、４款衛生費。１項保健衛生費、４目子育て支援事

業費、２０節扶助費について質疑をします。事務報告書では８４ページにすこやか

子ども医療費助成事業としての記載があります。この事業は平成２１年度に始ま

り、順次対象者を拡大しながら、平成２８年度からは高校生にまで引き上げて実施

されています。平成３０年３月末の対象者は７０１人、年度中の助成延べ件数は

９,６０１件、助成金総額は１,６９６万８,８５５円です。この事業の意義に鑑

み、今後、妊娠をされている方、妊婦さんへの医療費助成もこの制度の枠組みを拡

大して運用することは考えておられないのか質疑をします。 

次に、歳入歳出決算書綴りの４３ページには６款商工費、１項商工費、９目丸岡

公園整備費として４３０万円あまりが支出されており、このうち３９８万７,１４
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４円は１３節委託料とのことです。これはおそらく丸岡公園の除草作業や剪定作

業、枯れた樹木の伐採作業などに係る年間の管理費用であると思われますが、除草

作業には草刈り機の使用に加えて、除草剤の使用があったのかなかったのか。除草

剤を使用したとすれば、それは何という除草剤であったか。その除草剤の成分には

グリホサートという成分が入っていたのか答弁を求めます。 

同じページの８目には尾寄崎キャンプ場施設維持管理費の決算額１４万６,９６

０円もあります。事務報告には何の記載もありませんが、この施設は今後どのよう

にされる計画か答弁を求めます。 

次に、道路の整備について質疑をいたします。ページはおそらく４３ページから

の７款土木費だと思いますが、その中で集落道や里道の整備、あるいは道路沿いの

支障木の管理についてどのようになっているのか答弁を求めたいと思います。決算

書綴りの４３ページの下からは７款土木費となっておりますが、１項土木管理費、

１目土木総務費、４４ページの２目の土木機械管理費、２項の道路橋梁費、１目道

路維持管理費等の報告があります。その中のどこかから支出してあると思われま

す。原則的に国道は国が、県道は県が、村道は山江村が管理する道路です。そこに

入らない集落内の里道の整備や土地の所有者が個人だが道路を通行する人に邪魔に

なるような支障木の伐採について、それを公的に整備する場合はどんなときか、ど

のような基準でやっているのか、どのようなときに公金を支出できるのか答弁を求

めます。 

最後に、山江村の財政計画の見通しについて質疑をします。監査委員の決算審査

意見書の２１ページには結びが書いてあります。上のほうで決算については良好正

確であると認めたと書いた上で、下のほうでは、そこをちょっと読ませていただき

ますと、「今後とも厳しい財政状況の中で自主財源を確保するとともに、経常的経

費を節約し、積極的に諸事業の推進を図っていただきたい。」さらに下のほうにい

きますと、「一層の計画性と効率性を求め、健全で持続可能な行財政基盤の構築に

取り組み、村民の福祉の増進と安心して暮らせる山江村づくりにより一層努めてい

ただきたいと念願し、平成２９年度の審査意見とする。」と書いてあります。この

ようなことから、ただいまの決算意見書の３ページを見ますと、一般会計への歳入

総額は３４億７,８８９万円です。歳出は３２億７,７４４万円、差引額は２億１４

５万円です。これから翌年度繰越明許費、３０年度に繰り越した分１,７９７万円

を差し引いた実質収支額は１億８,３４８万円、これが今年への繰越金となるよう

です。この繰越金の額は平成２８年度から２９年度への繰越金２億８,１５３万円

と比較すると、今年への繰越金１億８,３４８万円は、約９,８００万円低くなって

おります。これが単年度収支では赤字ということであり、さらに基金の取り崩しや
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積立金を加減して実質単年度収支は数値上では赤字の１億４２４万円となってま

す。もちろん実際には１億８,３４８万円の繰越金があることは間違いありません

が、実質単年度収支の赤字、その原因をどのように分析しておられるのか。今後も

このように続くのか、どのように考えておられるのか答弁を求めます。 

基金や地方債の総額についても今後の基金の使い道や、地方債の償還方法につい

てどのように計画しているのか、全体的に財政面からの山江村の持続可能性につい

て、これは監査委員の意見にもありますように、持続可能性についてどのように考

えておられるのか答弁を求めたいと思います。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、１番目の質問のすこやか子ども医療助成

事業について対象者を妊婦まで拡大する考えはないかということでございますが、

平成３０年度から産婦の健康診査及び新生児の聴覚検査、マススクリーニング検査

に対する助成を始めたところでございます。また、２９年度の経常収支比率が９０

％に達しているということを考えますと、また新たに経常的な経費を発生させるこ

とについては財政面から考えますと厳しいのではないかと考えております。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、松本議員のご質疑にお答えいたします。 

順番が前後いたしますが、まず目８の尾寄崎キャンプ場の現状と今後についてと

いうことで、まずご説明をさせていただきます。尾寄崎キャンプ場の維持管理つき

ましては、議員申されましたとおり委託料１４万６,９６０円が支出されておりま

す。これは浄化槽の管理委託料ということで、施設運営との管理委託につきまして

は無償で施設を貸し出すので無償で管理をされると、その代わり売上等は管理をさ

れてる方の、いわゆる管理組合という名前で契約を締結しておりますが、そちらの

収入になるということでございます。年々、施設の老朽化も進んでおりまして、昨

年度末、今年の３月から夏場にかけまして水源の水が枯れるといったり、水源のポ

ンプがホースが外れるといった事案がありまして、管理人の方の連絡があった後、

私と担当の職員とで行って、山の山腹まで行って水源のホースをつないだりとか、

周りの水源の草を払ったりとか木を除去したりとかという作業をさせてもらってお

ります。また７月の大雨のときには隣接するヤマメ養殖場のほうの水路のほうもふ

さがってたということで、除去のほうを手伝ったということでございます。今回、

キャンプ場ということでございますので、以前より、またほかの議員さんの方から

も今後についての運用方法ということを言われておられますけれども、管理人の方
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はいろんな計画を持ってやりたいと、続けたいというご意向を持っておられます。

しかしながら、何かしら抜本的な手を加えないと、今の施設を現状のまま利用する

というのは非常に難しいということも、もう見てもらえば一目瞭然かというふうに

思っております。改修したり新設したりする補助金等が非常にない中で、どのよう

な活用方法、改修するのか解体して新築するのかということになろうかと思います

けれども、管理人さんのご意向、また地元のご意向など踏まえて、補助金等探しな

がら模索していきたいというふうに思っております。しかしながら、道路等の侵入

口等も大変狭いということもありまして、管理人さんいわく、最近は車も大きくな

ってるというところで、なかなか車の侵入も難しいということもありますので、そ

ういったところから抜本的に見直す必要がもし再見するのであれば、そういうとこ

ろからも整備していかなければならいのかなというふうに感じてるところです。 

それから、丸岡公園の維持管理費につきましては、昨年度は約３５０万ほどで

す。残りの２７万ほどは先ほど言いましたトイレの浄化槽の管理委託ということに

なっております。今年度は当初予算増額をしていただきまして、よりよい公園の管

理整備ということで、除草や伐採の回数を増やして管理をしているところです。議

員お尋ねの除草剤の使用があったのかということでございますけれども、昨年度も

今年度も除草剤を若干使用されてるということでございます。除草剤の名前につき

ましては、固有名詞を申し上げていいのかどうかと思いましたけれども、「クサブ

ロー」という名前になっております。一応、農林水産省の登録番号がありまして１

９６８８号ということで登録はされております。成分にグリホサートが入っている

かということでございますけれども、グリホサートイソプロピルアミン塩液剤とい

うようなことが表面に明記をされております。今後、仕様書の中には薬剤の使用に

つきましては、使用する場合には協議をすることというようなことも明記されてお

りましたので、使用の可否についてはここではどうこうということではございませ

んけれども、確かに公的な場での使用というのはあまり環境といいますか、心情的

によろしくないというようなことも管理者として思っておりますので、今後につき

ましては、仕様からこの薬剤の使用についての文言を外しながら、今年度はもう使

用はしないということをしておりますので、次年度以降はそのようなことで使用し

ないという方針で公園の維持管理に努めていきたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、お答えいたします。 

議員ご質問の支障木伐採の件でございますけれども、決算書でいきますと、７、

土木費、２の道路橋梁費、１、道路維持費の１３、委託料のほうから支障木伐採を
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行っております。昨年につきましては４カ所の村道の支障木伐採を行っているとこ

ろでございます。最近、支障木の伐採の要望があっておりまして、基本的には所有

者の方が管理されておりまして、伐採はその所有者の方がやってもらうということ

でしております。ただ、しかしながら道路上に交通上支障をきたすということであ

れば、交通安全上から道路管理者として伐採を行っているのが現状でございます。

近年、所有者の方も高齢になり作業ができないと、放っておくと事故につながる場

合があるということで、近年は対応してるところでございます。道路や歩道に張り

出してるとか、通行の障害の恐れがあるとか、見通しが悪いということであれば、

地区のほうで検討されて、地区の総意、意見ということでまとめてもらえれば、区

のほうから申請いただき、村のほうでは予算内で箇所箇所、出てきたら優先順位を

付けて作業を行いたいということで計画をしてるとこでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） ５点目は財政運営でありますので、まず私のほうから答弁させ

てもらい、具体的なことは担当の総務課長が答弁をいたします。 

財政の運営については、私は一番気にしているところであります。当然のことな

がら、この財政の流れを動きをしっかり押さえないと、当初予算が組めないという

ようなことでありますし、毎年２億程度の各課から上がってくる総予算額は、要す

るにオーバーしてしまう。歳入からオーバーしてしまうという状況の中で、その２

億をどう削っていくのかという作業があるわけでありますし、その２億についても

歳入を増やすということになれば、国・県の予算をいかに引っ張ってくるかという

ことに掛かってくるわけでありまして、大きい事業については国・県の補助事業、

交付金事業が伴わないものは実施しないと。ただし、そのことについては将来そう

いう国の補助事業とか交付金事業が付いたとき、特に今回もペーストの工場のあれ

は、あの事業がありましたけれども、あれは引き出しに入れていたものをそういう

事業が出てきたということで、出してすぐに急々に申し込んだということでありま

すので、そういう対応をしているというようなことであります。単独の要するに村

の国・県の補助交付金等を伴わない単独支出については、特に先ほど健康福祉課の

ものがありましたけれども、経常収支比率がありますので、経常収支比率を上げて

いくということも単年度だけならいいんですけども、未来永劫、この経常収支比率

に関連するもの、リース料とか特に福祉関係の予算で山江単独で行っているものに

ついては、これは十分な検討が必要になってくるわけであります。そういうものも

含めて、将来の財政の見通しを立てながら財政運営をやっているということでござ

います。議員、申し上げられましたとおり、結びといたしまして監査委員の報告の

中では、一層計画性と効率性を求め、健全で持続可能な行財政基盤の構築に取り組
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みなさいと、そして村民の福祉の増進と安心して暮らせる山江村づくりに一層努め

てくださいと書いておりますので、冒頭申し上げましたとおり、しっかり真摯に受

け止めながら、この財政のことは将来にわたる山江村の経営に関わってきますの

で、今後とも慎重に、また必要とあるべきところは思い切ってやるということであ

りますけれども、そういう運営をしていきたいと思ってるところであります。詳し

いことはまた総務課長が答えます。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 村の財政運営についてでございます。 

まず歳入歳出について状況を少しお話させていただきたいと思います。まず村税

でございます。山江村の自主財源である村税につきましては重要な財源でございま

す。平成２９年度の決算を２８年度と比較いたしますと、徴収率のほうは村民税が

１.４％、固定資産税、軽自動車税も０.６％増加をいたしております。普通税全体

では４.１％の伸びとなっております。今後も貴重な財源でございますので、徴収

率の向上に努めてまいりたいと思っております。 

次に、地方交付税等でございます。地方交付税につきましては、国の地財計画に

よりまして年々減少いたしておるような状況でございます。２９年度は２８年度に

比べまして９７.２％程度ということで、前年度よりも４,２９０万程度減少してお

ります。平成３０年度につきましては、現在のところ決定額が１４億６,５５０万

１,０００円でございますので、約２,６６０万円程度減少となっております。来年

度につきましても大変厳しいものと予測をいたしております。こういったことか

ら、歳入につきましては交付税が大幅に減少してるというような状況でございま

す。 

それから、基金の状況でございますけれども、基金につきましては、平成２９年

度の年度末現在高が２３億１,３２３万円でございまして、前年度に比較いたしま

して６１８万４,０００円ほど減少しております。これにつきましては特別会計の

国民健康保険事業会計へ繰出しをいたしております。こちらのほうが多額でござい

ました。この分は国民健康保険会計のほうで基金として３,５００万円を積み増し

ておりますので、村の基金の全体額としては２,８８０万ほど約増加をいたしてる

ような状況でございます。相対的に基金については増額をしてるということでござ

います。 

それから、借金でございます。起債でございますけれども、一般会計におきまし

ては、２９年度末残高が３３億６,９８５万３,０００円でございます。特別会計を

加えました総額が約４９億６,１６０万６,０００円でございます。今後１０年間の

償還計画を見てみますと、減少をしていくような傾向はあります。しかし現在、橋
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梁の架替え等の大きな公共事業を実施しておりますので、元金の返済になると少し

変動することが予想されます。この起債につきましては過疎債等の有利な起債を活

用いたしておりますので、一般会計では総額の６２％、全体では５２％ほどが交付

税で今年度措置されることになっておりますので、こちらのほうも安定した返済が

できるものと思っております。 

また、財政指標でございますけれども、経常収支比率が２８年度より１.４ポイ

ントほど上昇をいたしております。しかし、実質公債費比率は０.２ポイント下が

っておりまして、将来負担比率等もマイナスの状況でございまして、問題ない数値

ではあると思っております。このようなことから持続可能な情勢状況であるという

ことで感じております。今後につきましても国の地方財政計画によって左右される

部分が大きいわけでございます。村税等の自主財源を確実に確保しながら、必要な

社会インフラの整備であるとか社会福祉の向上に向けた各種の政策でございますけ

れども、こういったものは先ほど村長が申しました国の補助金交付金をフルに活用

しながら、地方債についても過疎債等の有利な地方債を活用しながら財政運営をや

っていきたいというふうに思っております。 

また、赤字の原因でございます。これにつきましては、先ほど申しました特別会

計のほうへの、今年は特別多かった繰出金でございます。これが影響しております

し、また歳出のほうの詳細を見てみますと人件費、こちらのほうも少し増えており

ます。こちらは平成２８年度地震の影響で２７、２８と国の人勧どおりのベースア

ップができませんで、２年分を１度にやったと、これは熊本県全体の状況でござい

ますけれども、こういったものを歳出の増加につながっておるというふうなところ

でございます。それに扶助費等は老人福祉施設の措置費等がやはり伸びておりま

す。それから公債費につきましても、過疎対策事業債の元金償還、これは防災無線

等でございますけれども、こういったものを元金償還加わってきたということで、

一時的には増加になっております。これに反して地方交付税が減額されたというこ

とで、非常に一般財源のほうの制限されるということで、非常に厳しいような状況

になっております。他会計の状況によりまして繰出金は変動してまいりますので、

今年は特に国民健康保険事業が事務自体が県のほうに移管されたということで、先

が見通せなかったということで積立てをしたいということで、一時的な歳出増には

なっております。今申し上げましたようなことでございますけれども、今後につき

ましては物件費等の節約に努めるといいますか、行政コストをやっぱり削減しなく

てはいけないということも重要であると思っております。これまで以上に事務事業

等を見直しまして、無駄なものをなるべく省くということで持続可能な財政運営を

実施しなければならないというふうに思っております。 
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以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 丸岡公園のことですが、企画課長はたぶん今後は使用しない

ようにすると答弁されたと思います。この企画課長答弁しましたように、確かに農

水省の許可を受けた農薬であろうと思うし、また農薬取締法にも許可をされている

のだろうと思います。しかし世界の動きを見ますと、このグリホサート系除草剤の

使用禁止の動きがあっておりますし、先般の新聞にはアメリカで裁判の話も出てお

りました。そのようなことも考えて丸岡公園のみならず、他の公的な場所での除草

剤使用についてはどのように考えておられるのか、公的な場所ですよ。答弁を求め

たいと思います。 

それから、健康福祉課長から妊産婦さんへの助成、今年から一部始めているとい

うことでありましたが、国のほうではどういうわけか今年の４月から妊産婦さんの

普通の病院の診療費が上がっております。点数とよくわかりませんが、７５０円、

３割負担の人で二百数十円の負担増となっております。これは少子高齢化、人口減

少社会に対して国も一生懸命頑張っているとは思うんですが、逆行するのではない

かというような考えもあり、山江村ではそういうことを真剣に検討される考えはな

いか、今後の方針をお伺いしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 一二三健康福祉課長。 

○健康福祉課長（一二三信幸君） それでは、ただいまの質問にお答えします。 

妊産婦の医療費が上がってるということでありますが、国のほうで医療費の改定

とか医師の報酬の改定等々もあっていると思いますので、そういったものが料金の

改定に影響をしているのかなとは考えますが、本年度からは産婦の健診費用と新生

児の検査の費用のほうを、こちらは交付税措置されるということで上げさせていた

だいているところですが、今後そういった国の動き等々も見ながら検討はしていく

とは思いますが、財政状況の面も考えると今後慎重にせざるを得ないかなと考えて

おります。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） ２点目は公的施設全体での農薬使用ということでありますの

で、私のほうからということであります。 

担当課長のほう、丸岡公園につきましては来年から農薬は使わないというような

明記をしたいという旨を申しました。また、同じことで公的な施設も同じようなこ

とであろうかと思っております。ただあと一つは、検討すべきは、あの広い丸岡公

園を全く農薬使わずに人力でやってしまうということについては、当然、委託料と

いいますか経費も上がってくるというようなことにもつながりますので、いわゆ
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る、本当に人にやさしいという言い方はおかしいんですけども、非常に被害の少な

い農薬の使用も含めて今後検討していければと、その付近と相まって検討していけ

ればと思っております。農薬の使用については、私、学校給食のほうにも農産物納

めてもらっておりますけれども、完全無農薬の農産物が要するに流通に出回った

ら、途端に山江村の農産物のブランドができるということでありますが、また反

面、非常に栽培するのに大変な面もあるというようなこともあり、できる限り人体

に影響の少ない低農薬でやっておられるというようなことであります。そういうこ

とを基準にしながら、また担当課長が申しました、来年は使わないというようなこ

とでありますが、も含めて、学校ではもちろん使っていないとは思いますけれど

も、公的な施設での農薬使用についてはさらにいろんな情報を集めながら検討させ

ていただければと思っておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 私、丸岡公園での除草剤使用についての質疑をしておりま

す。担当課長はもう来年からは使用しない方針と答弁されました。村長は広く答弁

していただいたと思うんですが、検討するではなくて除草剤はもう使用しないとい

うことをおっしゃっていただきたいんですが。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 

○村長（内山慶治君） 先ほど言いましたとおり、全く使用しないとここで言い切って

いいものかどうかということについては、調査をしたいと思います。私の方針とし

ては、当然公的な場では農薬は全く使用しないというような方針でいきたいという

ふうに思っております。ただそれをここでしないと言ってしまえば本当全くできな

いわけでありますので、そういう可能性を含めて各施設での、議員、丸岡公園の質

疑とおっしゃいましたけれども、山江村全体の公的な施設ということでありますの

で、例えば中央グラウンドもありますし、もろもろありますので、そういうことで

完全にそういう無農薬でできるのかということも、ということであれば来年提案し

ます予算について委託料が上がるということにつながりますし、先ほど財政運営の

話もありましたけれども、経常収支比率も上がっていくということでありますの

で、その付近も含めて農薬を使用しないという方向で検討したいと思いますので、

ご理解をお願いしたいと思います。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

２番、横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 認定第１号、平成２９年度山江村一般会計決算の認定について

質疑をいたします。 
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２９年度の本村の行った事業の総決算でございますが、その中から１点質疑いた

します。ページは４３ページ、目９の丸岡公園整備費の委託料であります。丸岡公

園整備費委託料の２９年度決算認定でありますが、３９８万７,０００円。この件

については２９年度、３０年度と委託料の作業業務内容の継続性から３０年度の業

務内容、委託内容について質疑をいたしたいと思いますので議長の許可を求めま

す。よろしいでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） はい、結構です。 

○２番（横谷 巡君） では許可をいただきましたので、丸岡公園の除草業務内容につ

いての質疑をいたします。 

先般、ある住民の方から「丸岡公園に除草剤が散布されておりますよ。知ってお

られますか。」という電話がありました。「いや、そういうことはないでしょう。人

が集まる場所だから除草剤を振ることはありませんよ。」と言ったところが、「現場

を見なさい。」と叱られました。ですから、私も立場上、足を運びました。そうし

たところが、法面を中心に大規模に草が異様に枯れていました。ああ、これはもう

除草剤ということが一目でわかりましたので、何かの議会の現地視察のときに議会

全員でその現場を見たところでございます。今、先ほど松本議員もおっしゃったよ

うに、学校や公園等の公共施設、ここは本当にもう除草剤というのは健康被害と

か、あるいは環境に影響、危険性からほとんどないと思います。一方、農林業等に

おいてはこれほど便利なものはないと。しかしこのことは、これも松本議員がおっ

しゃったように、この新聞なんです。９月９日の熊日の１面に除草剤のことが載っ

ておりました。これは熊日の論壇、「世界を揺さぶる除草剤抗争」、これは学者等の

安全性の基準と企業が癒着をして安易に除草剤を振っていた関係者ががんになった

と、そして裁判したところが３９０億円ほどの裁判の結果が出たということから、

今慌てふためいておられる現状なんです。この除草剤抗争なんです。そうしたとこ

ろが、すぐ１３日の熊日にまた除草剤影響、空き地でネコが死んだということは熊

本市の８３歳の女性の方です。自宅近くの空き地に除草剤がまかれて自分方のネコ

がふらふらして死んだと、また露地のところで２匹ネコが死んだということで、除

草剤はそういったところでは振らないでくださいという投書でした。そういったこ

とは松本議員おっしゃいましたけれども、私自身も丸岡公園の実態を見て、この動

きを見て、部分的には致し方ない部分がありますけれども、学校とか公園とか人が

集まる場所には行政として本当にこれは慎まなければならないかなと、時代の流れ

から。そういった思いがしております。ご承知のように丸岡公園は私どものシンボ

ルであります。美しい村づくり、自然豊かな村ということで関西丸岡会とか熊本丸

岡会とか関東丸岡会とか、丸岡公園をイメージしておられますから、そこに除草剤
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が振れているような姿を見られると、多くの人々、村内でも幼稚園から小中学校、

一般、高齢者、あるいは各種行事をしますから、人々が集まる。そこにやはり除草

剤がまかれているということならば、丸岡公園というイメージがダウンするし、人

々の足も遠ざかるのではなかろうかなと、もうそういうふうに思います。このこと

が公園管理業務に携わる行政、そして請け負われた業者、そういう場所に除草剤を

振るという基本認識が欠けていたのではないかなと私は思います。一部には学校等

にもまだ除草剤を振っているという人もいますけれども、そこは確認しておりませ

んので、そこは触れませんけれども、やはり今後は学校とか公園に限っては、やは

り除草剤を振るということは山江のイメージが損なわれますので、十分検討をして

いただければというふうに思います。そこで質疑いたしますが、丸岡公園の除草の

下刈り回数とか除草剤の使用については協議するというのが、仕様書に入札し委託

するときに謳ってあるのかどうかをお尋ねいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、横谷議員のご質疑にお答えいたします。 

丸岡公園の除草作業の回数につきましては、平成２９年度までは丸岡公園の除草

につきましては４回を行っておりましたが、平成３０年度からは６回行うというこ

とで、予算のほうもほぼ倍額の予算を計上させていただきながら、事業者の負担に

ならないようなというところで予算を計上いただき、見積入札を行い実施をしたと

ころです。現在、３回除草をされてるということで報告を受けております。先ほど

から出ております除草剤の使用につきましては、仕様書がありまして仕様書の５に

防除という項目がございまして、薬剤の使用については事前に官と民と協議するこ

と。薬剤の使用に際しては農薬取締法規等のそういった法令を守ったり、使用基準

等を守って使用してくださいと。実施に先立ちまして、使用方法やする日、また天

候等状況を鑑みながら実施をすることというようなことが謳ってあります。この項

目を私はもう来年度からは外して管理のほうをやっていただきたいというふうに思

っておりますし、今年度、事前に協議があったのかということは、はっきりとこれ

は担当のほうも文書ではなかったということですので、口頭でするんですというの

があったのかなかったのか、ちょっと記憶にないということですので、また委託事

業者等も含めて聞き取り等行いながら、この件については精査させていただきたい

というふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） この丸岡公園の業務委託は造園の業務の資格を持ってる方とい

うことでされていると思います。造園業のいろんな決まりごとを見ますと、やはり
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農薬等の散布については厳しく規定がしてあるわけです。ですから、果たして業者

が単独で勝手に振ったのか、あるいは防除関係の協議事項が謳ってあれば行政担当

課と相談をされたのか、ここはあいまいですけれども、やはりここのところはしっ

かりと、全部ではありませんから、学校とか丸岡公園等の大事な人が集まるところ

については、やはり徹底した規定を作る必要があるかなというふうには思います。

また、勝手に業者が振ったのならば、これは言語道断です。ペナルティだと思いま

す。ですから、年６回下刈りをしなさいと決まっておるならばそれをしなければな

らない。その省略化のために協議のあいまいはわかりませんけれども、そこをして

なくて除草剤ならば、２回程度はしなくていいですからあの現状からもう浮きます

よ。その場合には委託料の減額等も考えていらっしゃるんですか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、横谷議員のご質疑にお答えいたします。 

議員申されましたとおり、除草剤を散布された面積につきましては、私も畑等に

除草剤をまいたときにはしばらく刈る必要がないということで、６回の回数がその

部分については減るのかもしれません。しかしながら、当初の契約では６回管理し

てくださいということにしておりますので、期限内に６回の除草作業を行っていた

だきながら、また年度末にそのような報告がない場合には契約変更等の見直しを行

っていきたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○２番（横谷 巡君） 最後になりますけれども、やはりこれからこの新聞にも一番真

摯に向き合うべきは日本であると、農水省の残留基準値の引き上げとかいろんなこ

とを見ると、また企業と科学者の癒着を見ると、この除草剤が持つ危険性について

はいろいろあると、だから日本が一番真摯にこれを向かい合わなければならないと

謳ってありますので、今後この流れが一気に来ると思いますので、やはり私たち役

場、行政といたしましては各課局でそれぞれ公共施設がありますから、やっぱり農

薬等の散布についてのマニュアル化ですか、これを作ってきちんとしておけばこう

いうことが起きないと。やはり一方では便利なもの、一方では危険性ですから、こ

ういう点をきちんとしておけば問題はないかなと。また請負業者もあいまいなのは

絶えないですよね、やっぱりこういう問題が起きたから。ですから村長、このマニ

ュアル化を、村長言われたように全然使わないということもできないでしょう。で

すから、そういう点を各課共通認識のマニュアル化を作っておくと、私はこういう

ことは起きないと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 村長。 
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○村長（内山慶治君） それでは、お答えいたします。 

丸岡公園については私もご一緒にその現場を見ましたので、ちょっと広い範囲で

使い過ぎだというふうに私も感じております。ただ、丸岡公園に関しましては、管

理をします課長が来年は使わなくてもできるという判断をしておりますので、丸岡

公園については使わないということであります。ただ、ほかの公的な施設におい

て、私もどういう施設がどこにどうあるのかまだ全体的にちょっと把握しておりま

せんので、どういうやり方でどうするかということについては検討させていただき

たいということでありますが、先ほど申し上げましたとおり、農薬は一切使用しな

いという方針で検討したいと思いますし、もしどうしてもそのことが不可能な施設

等々があったとすれば、議員おっしゃるとおりマニュアル化をしながら、しっかり

打ち合わせをさせていただければ、大変ありがたく思っておるところであります。

貴重なご提言ありがとうございました。 

○２番（横谷 巡君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

６番、谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） それでは、ただいま議題となっております認定第１号、平成

２９年度一般会計決算の認定について、１点だけ質疑をしたいと思います。 

ページは４３ページになります。商工費の中の目１１、ほたるの荘施設維持管理

費で２２万５,０００円程度支出されております。収入のほうを見てみますと、当

初では１４４万の使用料関係計上されておりますけれども、今回は３万１,３２０

円のみとなっているようでございます。その入居者の状況、この３万１,３２０円

は「ほたるの荘」の使用料かちょっとお尋ねをしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、谷口議員のご質疑にお答えしたいと思いま

す。 

施設管理の収入ということで３万円ほど上がっておりますけれども、こちら議員

ご指摘のとおり「ほたるの荘」の入居料ではなく、ほかの施設、丸岡公園の野営場

等の施設の使用料というふうになっております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） そうしたら、使用料がゼロということは入居者が誰もいなか

ったというふうに理解してよろしいんでしょうか。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 
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「ほたるの荘」につきましては３棟ございまして、Ａ棟につきましては昨年の９

月から、Ｂ棟につきましては２８年の７月から、Ｃ棟につきましては２７年の７月

からそれぞれ入居者がいないという状況でございまして、一番長い施設はもう３年

間入居者がないということでございます。この間、毎回同じようなことなんですけ

れども、都会の新聞広告等に掲載しておりますし、九州内でも福岡方面の出張の際

には「ほたるの荘」のチラシを作って配っておりますし、現在ではＳＮＳを活用し

て周知等を行っておるんですけれども、最近問い合わせが２、３件あるんですけれ

ども、なかなか現地まで来て見学したいというようなことは至ってないというよう

な現状でございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 谷口予志之議員。 

○６番（谷口予志之君） 一応、いろいろ募集等はされているけどもなかなか来ないと

いうことでございますけども、これは補助関係で建てられたものだと思いますの

で、補助がらみもあるかと思いますけども、このようなことで入居者がずっといな

かった場合、何かほかに利用することとか考えてないかお尋ねしたいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、お答えいたします。 

入居者がなかなか応募してもないという状況で、先般、議会議員の皆さんからも

ご提言をいただきました。また移住定住の促進委員さんからもご提言をいただきな

がら、施設のほうを補助事業ではあるんですけれども、村のほうで買い取るなり何

なりしていろんな形で活用したらどうでしょうかというご意見がございましたの

で、熊本県のほうに一応相談はさせていただいております。熊本県の見解としては

補助金等の返還が一部生じますので、そういった手続きをちゃんと踏んでいただけ

れば村のほうで買い取るといいますか、施設にはなるということなんですけれど

も、その事務が果たしてすぐ終わるのか、１年ぐらいかかるのかというところはこ

れから調査をしたり、当時の書類と、書類といいますと申請書を出したりとかそう

いった書類ではなくて、当時の要綱とかそういったのも何かないと、なかなか難し

いというようなお話を聞いておりますので、また課内ではそういったことで村のほ

うの財産にしたらいいかなというようなことを考えておりますけれども、また内部

でも協議しながら、また議会議員の皆さんにいろいろ予算が絡みますのでご相談さ

せていただきながら、より良い方向性を築いていきたいというふうに思っておりま

す。 

以上でございます。 

○６番（谷口予志之君） はい、終わります。 
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○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

８番、中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） 決算の一般会計の認定について１件だけお尋ねしたいと思い

ますが、ページは１４ページ、財産の収入の中に貸付収入が未済額として６万６,

０００円残ってます。この件なんですが、昨年度もちょっと申し上げたんですが、

今回はこの６万６,０００円について、徴収に当たってどのような動きをされたの

か、何回行かれたのか、どういうふうに徴収方法されたのか、まずそれをお尋ねし

たいと思います。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） 財産収入の総務費の土地建物貸付収入、収入未済額が６万

６,０００円残っております。これにつきましては昨年も決算のほうで未収金とい

うことで上がっております。これにつきましては、平成２６年にある企業に旧山江

選果場をタマネギの集荷施設として貸付けをいたしております。４カ月でございま

したけれども、この総額が６万６,０００円でございます。これにつきましては、

貸付けを行いました年度末から再三請求をいたしております。昨年度につきまして

も、実際、２９年の７月に八代のほうに事務所がございましたので、当時、そちら

のほうの２カ所に出向きまして調査をいたしました。しかし、もうそこは事務所を

引き払っておりまして、誰もいない状況でございました。そのことから本社の住所

地にも請求書を送っております。これにつきましては内容証明付きで送っておりま

して、届いてはおりますけれども、こちらのほうには何ら返事がないということで

ございます。そのとき担当いたしておりました個人の携帯番号もわかっております

ので、そちらのほうにも再三電話をするんですけれども、お出にならないというふ

うな状況でございます。また平成３０年度におきましてもすでに請求書のほう、本

社のほうへ送付をいたしております。 

以上が状況でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 中竹耕一郎議員。 

○８番（中竹耕一郎君） いろいろされているのは本当にご苦労だと思います。ただ、

もう５年になりますと、もう法的に取らないということであれば、もう来年度スリ

ム化するという意味でも不納で落とさざるを得ないのではないですか。その辺をお

伺いします。法的にできるかどうかはですね。 

○議長（秋丸安弘君） 北田総務課長。 

○総務課長（北田愛介君） ただいま議員申されましたように、平成２６年のことでご

ざいますので、来年度が５年を迎えるということで時効に該当する可能性がござい

ます。不納欠損処理という形で上げさせていただければというふうに思っておりま
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す。 

○８番（中竹耕一郎君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） 議長にお尋ねします。私はもう３回質疑をしておりますが、

先ほど赤坂議員の質疑について１点だけ、再度質疑を行いたいが、よろしいです

か。 

○議長（秋丸安弘君） はい。 

○１０番（松本佳久君） 赤坂議員の質疑は債権管理条例では不納欠損をしたときは議

会に報告をしなければならないとなっているという質疑であったと思います。それ

に対する山口課長の答弁は、今回不納欠損にしたのは強制徴収債権のみで非強制徴

収債権についての不納欠損をしたときに議会に報告するということになっておりま

すが、それでよろしいですか。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それでは、お答えいたします。 

今、議員が申されたとおりでございます。理由といたしましては、強制徴収公債

権につきましては、その債権の上位法に基づきまして強制徴収についての項目の中

に国税徴収法の例による。及び地方税法の例による。等々の文面が書いてある場合

にはそちらを優先していきますので、その上位法にそういう文面がない債権につき

まして、債権管理条例及び条例規則のほうで報告義務をするということで条文を計

上してるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） これは山江村債権管理に関する事務取扱要綱の第１３条に債

権放棄というのがあって、その後に債権管理するときは総務課長に報告しなさいと

なって、その後に第５項で所管課長は不納欠損の処理をしたときは村長の決済を得

た後、これを議会に報告しなければならないとなっておりますが、これはどのよう

にされますか、あるいはされましたか。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それでは、お答えいたします。 

不納欠損の事務処理についてでございますが、不納処理を各課で取りまとめて書

類を作成いたします。それを決済と同時に総務課長、それから村長の決済をいただ

いて報告をしているところでございます。 

以上でございます。 
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○１０番（松本佳久君） いや、議会への報告という。 

○税務課長（山口 明君） 議会への報告につきましては、非強制徴収債権の場合は様

式を作成しておりますので、報告第何号とかということで提案になるかと思いま

す。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） それでは議会に報告する債権放棄はなかったと、こういうこ

とですか。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それでは、お答えいたします。 

今回、不納欠損で上がっている分につきましては、税と国保税、それから介護保

険となっております。この三つにつきましては強制徴収公債権でございますので、

地方税と同じような流れになるかと思います。ちなみに非強制徴収債権につきまし

ては、当村の場合でいいますと簡易水道事業、それから農業集落排水事業、それか

らケーブルテレビ事業、この部分、それから一般会計の中で非強制徴収債権といわ

れるものについてに不納欠損が発生した場合に議会の報告ということで報告第何号

ということで提案し、承認をいただくという形になっております。 

以上でございます。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を認定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第５、認定第１号、平成２９年度山江村

一般会計決算の認定については、認定することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 認定第２号 平成２９年度山江村特別会計国民健康保険事業決算の認定に

ついて 

○議長（秋丸安弘君） 日程第６、認定第２号、平成２９年度山江村特別会計国民健康

保険事業決算の認定についてを議題とし、質疑を許します。質疑はありませんか。 
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４番、西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） ただいま議題となりました、平成２９年度歳入歳出決算書の国

保会計から１点だけ質疑いたします。 

ページは６２ページです。その歳入ですけれども、款１、国民健康保険税につい

てであります。この国民健康保険税の収入未済額２,４９５万２,２８１円とありま

す。これは調定額は約１億円ですね。この割合は２４.６％ということで、ちょっ

と割に高いようであります。これに対して収入済額は７,５７９万２,１２０円と、

調定額に比較しますと７４.７％と、これはちょっと低い収納率ということであり

ます。実はこのことについては、２９年度の審査意見書の１６ページに書いてある

ことです。そこには医療費の高騰と相まって、今後の国民健康保険事業運営がより

一層厳しくなることが予想されるということであります。そのことにつきまして、

意見書にはありますが、執行部よりその点についてご説明と、また方針などありま

したらお願いします。 

○議長（秋丸安弘君） 山口税務課長。 

○税務課長（山口 明君） それでは、お答えいたします。 

いわゆる収入未済額が大きいということでございます。過去５年間が国保税の収

入未済額の動向ということで調べますと、例えば２７年度から２８年度につきまし

ては３１０万円ほど、２８から２９につきましては６７万円ほど収入未済額を減ら

しているところでございます。いずれにしましてもこの収入未済額のほとんどが過

年度の分でございまして、この金額の内訳といたしましても、いわゆるうちだけで

はございませんが、滞納者の方の約２割から３割の方が滞納額の７割、８割の額を

担っているということになっております。今後とも法に基づいた適正な滞納整理を

進めながら、少しでも収入未済額を減らすよう努力していきたいと考えているとこ

ろでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 西孝恒議員。 

○４番（西 孝恒君） 不納欠損額が６５万６,０００円ということであります。しか

し、前年度はちょっと高かったんですね。それが不納欠損ですから減ったと思いま

す。一応不納欠損の滞納の課題についてもちょっとありますけれども、今ちょっと

答弁いただきましたので、これで終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を認定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第６、認定第２号、平成２９年度山江村

特別会計国民健康保険事業決算の認定については、認定することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 認定第３号 平成２９年度山江村特別会計簡易水道事業決算の認定につい

て 

○議長（秋丸安弘君） 日程第７、認定第３号、平成２９年度山江村特別会計簡易水道

事業決算の認定についてを議題とし、質疑を許します。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を認定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第７、認定第３号、平成２９年度山江村

特別会計簡易水道事業決算の認定については、認定することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 認定第４号 平成２９年度山江村特別会計農業集落排水事業決算の認定に

ついて 

○議長（秋丸安弘君） 日程第８、認定第４号、平成２９年度山江村特別会計農業集落

排水事業決算の認定についてを議題とし、質疑を許します。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を認定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第８、認定第４号、平成２９年度山江村

特別会計農業集落排水事業決算の認定については、認定することに決定しました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 認定第５号 平成２９年度山江村特別会計介護保険事業決算の認定につい

て 

○議長（秋丸安弘君） 日程第９、認定第５号、平成２９年度山江村特別会計介護保険

事業決算の認定についてを議題とし、質疑を許します。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を認定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第９、認定第５号、平成２９年度山江村

特別会計介護保険事業決算の認定については、認定することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 認定第６号 平成２９年度山江村特別会計後期高齢者医療事業決算の認

定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１０、認定第６号、平成２９年度山江村特別会計後期高

齢者医療事業決算の認定についてを議題とし、質疑を許します。質疑はありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を認定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１０、認定第６号、平成２９年度山江

村特別会計後期高齢者医療事業決算の認定については、認定することに決定いたし

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 認定第７号 平成２９年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業決算の認

定について 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１１、認定第７号、平成２９年度山江村特別会計ケーブ
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ルテレビ事業決算の認定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を認定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１１、認定第７号、平成２９年度山江

村特別会計ケーブルテレビ事業決算の認定については、認定することに決定しまし

た。 

お諮りいたします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。再開時刻を１１時３０分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時２０分 

再開 午前１１時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第４３号 平成３０年度山江村一般会計補正予算（第３号） 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１２、議案第４３号、平成３０年度山江村一般会計補正

予算（第３号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

５番、立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） それでは、ただいま議案となっております平成３０年度山江村

一般会計補正予算（第３号）について、２点ほど質疑いたします。 

ページは１３ページ、６、温泉センター管理運営費の１５番、工事請負費と、１

８番、備品購入費の内容についてと、１５ページ、災害復旧費で道路河川災害復旧

費の１５番、工事請負費の内容についてと、次の林業施設災害復旧費の工事請負費

の内容について質疑いたします。 

○議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、立道議員のご質疑にお答えいたします。 
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温泉センター管理運営費の、まず工事請負費１６８万４,０００円を今回計上さ

せていただいておりますが、こちらの温泉と２階の屋根から雨漏りがするというこ

とで、宴会等利用される際に大変迷惑をこうむっていらっしゃるということで、今

回、雨漏りの改修工事を行うということで計上をさせていただいております 

それから、備品購入費３６０万につきましては、昨日の一般質問でも少しお答え

をさせていただきましたけれども、現在、建設を進めております栗加工施設の蒸気

ボイラーの備品購入というふうになっております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、お答えいたします。 

道路河川災害復旧費の工事請負費の内容についてということですけれども、この

件につきましては、６月、７月の梅雨前線豪雨災害によります道路等施設災害復旧

費に係る工事請負費でございます。それで村道路線でございますけれども、４路線

が対象となりまして、災害箇所は５カ所でございます。内容は路肩の決壊が３カ

所、法面崩壊が２カ所ということでございまして、５カ所の工事請負費を今回計上

しているところでございます。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 林道施設災害復旧費の工事請負費の内容ということで

ございます。これは林道の災害の復旧の工事請負費ということでございまして、路

線が２路線でありまして、一つが坂本山江線、もう一つが屋形線ということであり

ます。この財源内訳の国・県の支出金としましては、一般災害の補助率で一応計上

はさせていただいてます。激甚に指定されたということでありますけども、まだ補

助率が確定してませんので、補助率が確定次第、歳入につきましては補助金につき

ましては補正で計上させていただきたいというふうに思ってます。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） 温泉センターの雨漏りの工事なんかは、営業されてますので、

いつごろ工事されるのか。それと建設課と産業振興課の工事請負費の災害査定はい

つごろになるのか。その２点だけちょっと。 

議長（秋丸安弘君） 松尾企画調整課長。 

○企画調整課長（松尾充章君） それでは、答えいたします。 

温泉センターの施設の工事ということにもなりますので、予算承認後ただちに協

議を行いながら、工事の日程等を決めたいと思います。やはり施設の団体等のお客

さまが入ってる時期にはできないということですので、閑散期、１１月中も閑散期
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ではありますし、１月、お正月明けも宴会等の閑散期ということもありますので、

閑散期にやっていきたいというふうに計画をしております。 

以上でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） ご質問の災害査定時期ということでございますけれども、

全て５路線まだ災害の査定の時期は決まっておりませんで、決まっておりますのが

３カ所で、１カ所が机上査定、それから２カ所が実地査定ということで、１０月３

日に行われるということで通知がきております。 

○議長（秋丸安弘君） 平山産業振興課長。 

○産業振興課長（平山辰也君） 林道の工事災害復旧の査定ということでございます。

まだはっきりした期日は決まっておりません。１０月の中旬ぐらいだろうというふ

うには県から連絡は受けておりますけども、それが順調に１０月中旬ぐらいに査定

を受けますと、着工が１１月末から１２月のはじめぐらいに着工の予定ということ

でございます。 

○議長（秋丸安弘君） 立道徹議員。 

○５番（立道 徹君） はい、終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１２、議案第４３号、平成３０年度山

江村一般会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第４４号 平成３０年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算

（第１号） 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１３、議案第４４号、平成３０年度山江村特別会計国民

健康保険事業補正予算（第１号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 
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次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１３、議案第４４号、平成３０年度山

江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第１号）は、原案のとおり可決すること

に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 議案第４５号 平成３０年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第

１号） 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１４、議案第４５号、平成３０年度山江村特別会計簡易

水道事業補正予算（第１号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１４、議案第４５号、平成３０年度山

江村特別会計簡易水道事業補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決

定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 議案第４６号 平成３０年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算

（第２号） 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１５、議案第４６号、平成３０年度山江村特別会計農業

集落排水事業補正予算（第２号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 
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採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１５、議案第４６号、平成３０年度山

江村特別会計農業集落排水事業補正予算（第２号）は、原案のとおり可決すること

に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 議案第４７号 平成３０年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第

１号） 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１６、議案第４７号、平成３０年度山江村特別会計介護

保険事業補正予算（第１号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１６、議案第４７号、平成３０年度山

江村特別会計介護保険事業補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決

定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議案第４８号 平成３０年度山江村特別会計後期高齢者医療事業補正予

算（第１号） 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１７、議案第４８号、平成３０年度山江村特別会計後期

高齢者医療事業補正予算（第１号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１７、議案第４８号、平成３０年度山
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江村特別会計後期高齢者医療事業補正予算（第１号）は、原案のとおり可決するこ

とに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議案第４９号 平成３０年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予

算（第１号） 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１８、議案第４９号、平成３０年度山江村特別会計ケー

ブルテレビ事業補正予算（第１号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第１８、議案第４９号、平成３０年度山

江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第１号）は、原案のとおり可決するこ

とに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 請願第１号 二連木堰再利用に関する請願書 

○議長（秋丸安弘君） 日程第１９、請願第１号、二連木堰再利用に関する請願書を議

題とします。 

まずここで産業厚生常任委員長の審査報告を求めます。委員長は答弁席から報告

をお願いいたします。 

２番、横谷巡議員。 

○産業厚生常任委員長（横谷 巡君） 日程第１９、請願第１号。 

それでは、請願第１号について報告します。 

平成３０年９月１４日。山江村議会議長、秋丸安弘様。山江村議会産業厚生常任

委員会委員長、横谷巡。 

閉会中の継続審査申出書。 

本委員会は審査中の事件について次のとおり閉会中もなお継続審査を要するもの

と決定しましたので、会議規則第７４条の規定により申し出ます。 

事件名、請願第１号、二連木堰再利用に関する請願書。 

理由、今会期中での審査では委員会として十分な審査、協議ができないとの意見
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が多く、閉会中の継続審査とするものと決定しました。 

以上、報告いたします。 

○議長（秋丸安弘君） ただいま産業厚生常任委員長から閉会中の継続審査をしたい旨

の報告がありました。よって委員長の申し出のとおり、継続審査をしたいと思いま

すが、ご異議ありませんか。 

１０番、松本佳久議員。 

○１０番（松本佳久君） ただいま産業厚生常任委員長より継続審査申出書の申し出が

ありました。これはいつごろまで継続調査をされるのか答弁を願います。 

○議長（秋丸安弘君） 横谷巡議員。 

○産業厚生常任委員長（横谷 巡君） ではお答えいたします。 

現地等を調査しましたところ、二連木堰、旧井堰の跡地がまだ確認できないとい

うこと、そして基盤整備等されたときの用水路確保の件等を考えますと、まだまだ

十分な審査を必要とするという意見が多ございました。そのことによって、１２月

の定例会においてこの結果を報告しようということにしております。 

以上でございます。 

○１０番（松本佳久君） 終わります。 

○議長（秋丸安弘君） ただいまの継続審査の件につきまして、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。よって委員長申し出のとおり閉会中の継

続審査をすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２０ 陳情第１号 濁毛地区水田の浸水被害に関する陳情書 

○議長（秋丸安弘君） 日程第２０、陳情第１号、濁毛地区水田の浸水被害に関する陳

情書を議題といたします。 

まずここで産業厚生常任委員長の審査報告を求めます。委員長は答弁席から報告

をお願いいたします。 

２番、横谷巡議員。 

○産業厚生常任委員長（横谷 巡君） 日程第２０、第１号。 

それでは、陳情第１号について報告します。 

平成３０年９月１４日、山江村議会議長、秋丸安弘様。山江村議会産業厚生常任

委員会委員長、横谷巡。 

委員会審査報告書。 

平成３０年第５回議会定例会で本委員会に付託された事件は、次のとおり決定し

ましたので、山江村議会会議規則第７６条の規定により報告します。 
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記 

事件の番号、陳情第１号。 

件名、濁毛地区水田の浸水被害に関する陳情書。 

当委員会は９月７日、９月１１日の両日、午後１時半より委員会議を開催し、陳

情書について審査協議いたしました。委員会の審査の結果は、全会一致で採択する

ものとするとし、付帯意見として、河川氾濫による農作物への影響が大きいことか

ら、村及び県に対し浸水の対応策を検討するよう望むと意見を付けて決定をいたし

ました。 

以上、報告をいたします。 

○議長（秋丸安弘君） 委員長の審査報告が終わりました。 

それでは、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本件に関する委員長報告は採択です。本件を委員長報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、日程第２０、陳情第１号、濁毛地区水田の浸

水被害に関する陳情書は委員長の報告のとおり採択するものと決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２１ 閉会中の継続調査申出書（議会運営委員会、総務文教常任委員会、産業

厚生常任委員会） 

○議長（秋丸安弘君） 次に、日程第２１、閉会中の継続調査申出書を議題といたしま

す。 

議会運営委員長、総務文教常任委員長、産業厚生常任委員長から、会議規則第７

４条の規定によりお手元に配付しました申出書のとおり、閉会中の継続調査をした

い旨の申し出がありました。 

よって、委員長申し出のとおり継続調査をしたいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。よって、委員長申し出のとおり、それぞ

れの閉会中の継続調査することに決定しました。 
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お諮りいたします。本日、村長から議案第５０号、公共工事請負契約の締結につ

いて提出がされました。これを日程に追加し、追加日程第１として議題としたいと

思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。議案第５０号、公共工事請負契約の締結

についてを追加し、追加日程第１とし議題とすることに決定しました。 

それでは、今から議案を配付しますので、しばらくお待ちください。 

（議案配付） 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

追加日程第１ 議案第５０号 公共工事請負契約の締結について 

○議長（秋丸安弘君） それでは、追加日程第１、議案第５０号、公共工事請負契約の

締結についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

村長。 

○村長（内山慶治君） それでは、議案第５０号についてご説明申し上げます。 

公共工事請負契約の締結についてでございます。次のとおり公共工事請負契約を

締結するものとするというものでございます。平成３０年９月１４日、本日提出で

ございます。山江村長、内山慶治でございます。 

記として下の表を掲げております。工事名が平成３０年度村道、県道、下段線下

之段橋下部工Ｐ２工事でございます。事業量につきましては橋脚工が１基、護岸工

が１式、仮設工が１式であります。契約金額につきましては１億３,２８４万円で

ございます。契約の相手方でございますけれども、球磨郡山江村大字万江甲１０４

９の１、株式会社中央設備、代表取締役、林田啓一となっております。敬称略で

す。入札の方法は指名競争入札で行わせてもらっております。 

提案理由でございますが、この工事請負契約の締結につきましては、山江村議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処分に関する条例第２条の規定によ

り、いわゆる５,０００万以上の工事の契約でございますが、議会の議決を得る必

要があるために提案をさせていただくというものでございます。 

付け加えて概要を申し上げますと、この事業につきましては、社会資本総合整備

事業交付金の事業であります。事業費のうち国の交付金が６６.５５％くるという

ことでありますから、財源内訳といたしまして８,８００万円ちょっとが国の交付

金の事業であります。また残りの４,２００万につきましては、有利な起債等を活

用するということでございます。 

工事の概要でございますが、右岸側の橋脚工事がＰ２であります。左岸側の護岸

の工事であります。そして工事用道路、土留め、矢板及び仮水路などの仮設工事と
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なっております。実は９月１１日に入札をいたしまして、９月１２日に仮契約を結

ばせてもらってるということであります。９月１４日、本日議会の承認が得るとい

うことであれば、本契約を結び、直ちに工事に入るということでございます。完了

日を平成３１年３月２０日というふうに予定をしているところでありますので、慎

重にご審議の上、よろしくご決定賜りますよう、よろしくお願い申し上げまして説

明とします。 

○議長（秋丸安弘君） それでは、提案者の説明が終わりましたので、議案審議のため

暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、それではしばらくの間暫時休憩をしたいと思

います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５２分 

再開 午後 ０時０１分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） それでは、議案審議が終わりましたので再開いたします。 

追加日程第１、議案第５０号、公共工事請負契約の締結についてを議題とし、質

疑を許します。 

村長。 

○村長（内山慶治君） 読み違えておりましたので、訂正をさせていただきたいと思い

ます。 

工事名のところでありますけれども、「平成３０年度村道、県道、下之段線（し

たのだんせん）」と申しましたけれども、正確には「平成３０年度村道、県道、下

段線（しただんせん）下之段橋下部工Ｐ２工事」ということであります。 

また対象事業の社会資本総合整備事業交付金事業と申しまして、６６.５５％が

補助金と言いましたけれども、これは総事業費からの財源内訳でありました。内部

資料を見ますと補助対象経費は若干下がるということでありますので、公費が下が

るということでありますし、残りがいずれにしても起債で対応するということに訂

正させていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（秋丸安弘君） それでは、訂正が終わりましたので質疑を許します。質疑あり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 質疑なしと認めます。 
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次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、追加日程第１、議案第５０号、公共工事請負

契約の締結については、原案のとおり可決することに決定しました。 

ここで、お諮りいたします。会議規則第４４条の規定により、本会議で議決され

た事件の条項、字句、数字、その他整理を議長に委任することにご異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認めます。従って、本定例会において議決した事件

の条項、字句、数字、その他整理を議長に委任することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（秋丸安弘君） これで、本定例会の会議に付されました事件はすべて終了いた

しました。 

お諮りいたします。これで本定例会を閉会したいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（秋丸安弘君） 異議なしと認め、平成３０年第５回山江村議会定例会を閉会い

たします。ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後０時０４分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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